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詳細は、Oracle 12c Fusion Middlewareのドキュメント・セットにある次のドキュメントを参照してください。
このガイドの次の章では、Oracle Enterprise Schedulerの管理機能について説明します。
このマニュアルでは次の表記規則を使用します。
| 表記規則 | 意味 |
|---|---|
太字 | 太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。 |
イタリック | イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。 |
| 固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。 |
この12.2.1.2.0リリースでは、このガイドに対する更新はありません。
既知の問題のリスト(リリース・ノート)については、http://www.oracle.com/technetwork/middleware/docs/soa-aiafp-knownissuesindex-364630.htmlの「Known Issues for Oracle SOA Products and Oracle AIA Foundation Pack」を参照してください。
この章では、作業(Java、PL/SQLおよびバイナリ・プロセス・コードの実行など)の負荷を軽減するジョブを開発するためのサービスとして、Oracle Enterprise Schedulerの概要について説明します。
この章の内容は次のとおりです。
Oracle Enterprise Schedulerを使用すると、Oracle WebLogic Serverクラスタのノード全体に分散された、Java、PL/SQL、バイナリ・スクリプト、Webサービス、EJBなどの、様々なジョブ・タイプを実行できます。
Oracle Enterprise Schedulerは、これらのジョブを安全に実行すると同時に、高可用性とスケーラビリティを実現し、ロード・バランシングを行い、Fusion Middleware Controlを使用したモニタリングと管理を提供します。
Fusion Middleware Controlによって、Oracle Enterprise Schedulerアプリケーションをモニターおよび管理するページにアクセシビリティ・オプションが提供されます。Fusion Middleware Controlは、スクリーン・リーダーをサポートしており、キーボード・ナビゲーションをサポートするための標準のショートカット・キーを提供しています。読みやすくするために、コンソール・ページを高コントラストで表示したり、大きなフォントで表示したりすることもできます。Fusion Middleware Controlにおけるアクセシビリティの構成の詳細と手順は、『Oracle Fusion Middleware管理者ガイド』のOracle Fusion Middlewareのアクセシビリティ・オプションの使用に関する項を参照してください。
Oracle Enterprise Schedulerでは、次の目的のためにスケジューリング・サービスが提供されています。
Oracle Enterprise Schedulerでは、スケジュールに基づいて繰り返す必要があるプロセスを自動化したり、負荷の大きい処理を特定の時間ウィンドウに遅延させるための、サービス指向環境における重要な要件が提供されています。Oracle Enterprise Schedulerを使用すると、次を実行できます。
Oracle Enterprise Schedulerでは、ジョブ定義の完全なライフ・サイクル(開発、分散、スケジュールおよびモニタリング)を管理する機能が提供されています。Oracle JDeveloperを使用すると、アプリケーション開発者は、開発環境でジョブ・リクエストを簡単に作成できます。アプリケーション管理者および他のユーザーは、ジョブ・リクエストの実行時間および実行場所を指定できます。ユーザーおよび管理者はジョブがどのように実行されたかをモニターして、これらのジョブの終了結果にアクセスできます。
大規模なシステムを実装するカスタマは、通常、多数の様々なマシンを管理して、それらのユーザーのワークロードを処理する必要があります。Oracle Enterprise Schedulerでは、個別のマシンやマシンのグループへの作業の分散方法を制御する機能が提供されています。
Oracle Enterprise Schedulerは、主としてJava EEアプリケーションであり、このアプリケーションでは、ジョブを実行するための時間ベースおよびスケジュールベースのコールバックを他のアプリケーションに対して使用できます。
Oracle Enterprise Schedulerは、電話やOracle Calendarで使用することがあるCalendarアプリケーションと似ています。Calendarアプリケーションでは、ユーザーがイベントや会議を作成して時間と繰返しの詳細を設定し、特定のイベントにとって適切な時間に、アプリケーションによって警告または通知が送信されます。同様に、Oracle Enterprise Schedulerアプリケーションではジョブが定義され、これらのジョブを実行する必要がある時間が指定されて、指定した時間または特定のイベントを受信したときに、Oracle Enterprise Schedulerによってこれらのアプリケーションに対するコールバックが行われます。これは、特定のアプリケーションがOracle Enterprise Schedulerのインスタンスと相互作用できる方法を簡略化したモデルです。Oracle Enterprise Schedulerではジョブそのものを実行するのではなく、アプリケーションに対してコールバックを行い、これにより、アプリケーションでジョブ・リクエストが実際に実行されます。これは、Oracle Enterprise Schedulerではジョブ・リクエストの詳細が認識されず、すべてのジョブ・リクエストの詳細はアプリケーションによって所有および使用されることを意味します。ジョブを実行するリクエストを発行するアプリケーションは、クライアント・アプリケーションを呼ばれます。
開発目的のために、Oracle Enterprise SchedulerとOracle Enterprise Schedulerクライアント・アプリケーションは両方とも、同じOracle WebLogic Server上にデプロイされます。Fusion Middleware Controlでは、Oracle Enterprise Schedulerと相互作用するためのインタフェースを提供できます。ただし、通常は、クライアント・アプリケーションでエンド・ユーザーがジョブ・リクエストを設定したり、ジョブ・リクエストを実行する時間のスケジュールを指定できるようにし、その後、指定した時間になるか、またはイベントを受信したときにOracle Enterprise Schedulerからコールバックされるようにします。
アプリケーション開発者は、設計時にOracle JDeveloperを使用して、Oracle Enterprise Schedulerの実行可能クラスと、この実行可能クラスのためのOracle Enterprise Scheduler固有のメタデータを含むJava EEアプリケーションを作成します。Oracle Enterprise Schedulerのメタデータは、ジョブ定義で構成されており、ここには実行可能クラスとパラメータ、スケジュールが含まれています。スケジュールでは、ジョブ・リクエストを実行するために送信できる時間を取得します。スケジュールはジョブ・リクエストとは無関係に定義され、実行時、ジョブ・リクエストが実行のために発行されるときにジョブ・リクエストに関連付けられます。図1-1に、Oracle Enterprise Schedulerアプリケーションの設計時の概念を示します。
図1-1 Oracle Enterprise Schedulerのデザインタイム統合

図1-1では、Oracle Enterprise Scheduler APIを使用してメタデータがMDSストアに書き込まれていますが、クライアント・アプリケーションがメタデータを所有しており、メタデータはOracle Enterprise Schedulerアプリケーションに属していません。このメタデータはジョブ実装とともにOAR(アプリケーション用のEARやメタデータを含むMARなど)にパッケージ化されており、これがランタイム環境にデプロイされます。
設計時に、次のタイプのメタデータを作成できます。
実行時には、アプリケーション・ユーザーはスケジュールと発行されるジョブを関連付け、ジョブ・パラメータの値を指定します。次に、この情報はジョブ・リクエストとして発行されます。Oracle Enterprise Schedulerでジョブ・リクエストが受信されると、ジョブ・リクエストを実行する適切な時間が決定され、その時間になると、所有するクライアント・アプリケーションにメッセージが送信されます。その後、クライアント・アプリケーションにより、ジョブ・メタデータおよびパラメータのランタイム値に基づいてジョブが実行されます。
図1-2 Oracle Enterprise Schedulerのランタイム統合

図1-2に、Oracle Enterprise Schedulerを使用したアプリケーションの実行に関する順序、および次の手順を示します。
図1-3に、次を含む重要なOracle Enterprise Schedulerコンポーネントを示します。
図1-3 Oracle Enterprise Schedulerのランタイム詳細

図1-3に示すように、クライアント・アプリケーションは次のように構成されて実行されます。
ほとんどの場合、または少なくとも簡略化されたケースでは、このアプリケーションはリクエストを発行したアプリケーションと同じです。
基本的なOracle WebLogic Serverインスタンスをインストールした後、次の手順を実行して、Oracle Enterprise Schedulerを設定します。
Oracle Enterprise Schedulerでは、繰返しジョブ・リクエストのインスタンスが、スケジュールされた最初の実行時間から開始して、定率で実行される定率スケジューリングがサポートされています。
各ジョブ・リクエストは、スケジュールの絶対時間にできるかぎり近くなるよう実行されます。Oracle Enterprise Schedulerでは、繰返しリクエストの実行中のジョブ・リクエストは、どの時点においても必ず1つのみとなります。ジョブ・リクエストが、次のジョブ・リクエストのスケジュールされた実行時間を超過して実行されると、次のジョブ・リクエストは遅延し、前のジョブ・リクエストが完了するとすぐにディスパッチされます。
ジョブ・リクエストがディスパッチされると、次のリクエストは待機キューに置かれます。次のジョブ・リクエストの実行時間は、スケジュール内の現在の時間以降の次の時間となります。Oracle Enterprise Schedulerは、過去の時間帯をスキップします。
実行される時間およびリクエストされた日付や繰返し終了日付に関係なく、繰返しリクエストのすべてのインスタンスを実行することが望ましい場合、リクエストによって、システム・プロパティEXECUTE_PASTを設定する必要があります。
Oracle Enterprise Schedulerでは、固定遅延スケジューリングはサポートされていません。固定遅延スケジューリングを使用すると、各リクエストは、前のリクエストが完了した後で、固定の遅延期間に実行されます。これは、1つのリクエストが遅延すると、すべての後続リクエストが同様に遅れることを意味します。それに対して、定率スケジューリングでは、リクエストが遅れた後、正しいスケジュールに戻るよう試みます。
Oracle Enterprise Schedulerは柔軟であり、実装およびデプロイメント・オプションが用意されています。より簡単に実装でき、すぐに利用できるコンポーネントを使用するオプションや、より複雑であるものの多くの部分をカスタマイズできるオプションもあります。この章では、Oracle Enterprise Schedulerデプロイメントの計画時に考慮する必要がある様々なオプションについて説明します。
この章の内容は次のとおりです。
この項では、ジョブ開発プロセスのステップ、および各ステップで使用できるオプションについて説明します。
図2-1に、Oracle Enterprise Schedulerコンポーネントを表す図を示します。
詳細は、「Oracle Enterprise Schedulerのセキュリティ」の章を参照してください。
図2-1 Oracle Enterprise Schedulerコンポーネント

ジョブは、ホスティング・アプリケーションのコンテキストで実行されます。ジョブがリモートの場合(EJBなど)、ジョブはホスティング・アプリケーションで起動されます。事前デプロイ済ネイティブ・アプリケーションは使用するのに便利ですが、カスタムJavaジョブを実行できません。
事前デプロイ済ネイティブ・ホスティング・アプリケーションは、EJBやWebサービス・ジョブなどのカスタム・リモート・ジョブに適しています。事前デプロイ済ネイティブ・ホスティング・アプリケーションの詳細は、「事前デプロイ済ネイティブ・ホスティング・アプリケーションの使用」を参照してください。
JDeveloperを使用したカスタム・ホスティング・アプリケーションの開発の詳細は、「Oracle JDeveloperを使用したOracle Enterprise Schedulerアプリケーションの生成」を参照してください。
Oracle Enterprise Scheduler Antスクリプトを使用したカスタム・ホスティング・アプリケーションの開発の詳細は、「ホスティング・アプリケーションを生成するためのAntの使用」を参照してください。
クライアント・アプリケーションは、シン・クライアント共有ライブラリまたはクライアント共有ライブラリを使用するJ2EEアプリケーションです。
クライアント・アプリケーションは、次の目的で通常使用されるJ2EEアプリケーションです。
クライアント・アプリケーションは、ホスティング・アプリケーションと組み合せることができますが、こればベスト・プラクティスではありません。
Oracle Enterprise Schedulerサーバー以外のサーバーへのクライアント・アプリケーションのデプロイは拡張ユース・ケースであり、他のOracle埋込み製品でのみ使用可能なOracle Enterprise Scheduler内部テンプレートの使用を必要とします。
クライアント・アプリケーションでは、シン・クライアント共有ライブラリまたはクライアント共有ライブラリが使用されます。2つのライブラリの主な違いは次のとおりです。
adf-config.xmlファイルを必要とせず、クライアント共有ライブラリに必要なOracle Enterprise Scheduler EJBデプロイメント・ディスクリプタを持っているため、より簡単です。 メタデータがクライアント・アプリケーションによってデプロイメント時に自動的にプロビジョニングされない場合、シン・クライアント・アプリケーションは、Oracle Enterprise Scheduler MDSデータ・ソースに依存しません。
クライアント・アプリケーションの作成の詳細は、「シン・クライアント・アプリケーションの作成」を参照してください。
非Javaベース・ジョブ、Javaベース・ジョブおよびEJBジョブに対しては、異なるジョブ実装を使用します。
Javaベースではないジョブの場合(PL/SQLおよびバイナリ・プロセス・ジョブ)、Oracle Enterprise Schedulerとは無関係なプロセス・バイナリまたはPL/SQLプロシージャを実装、設定およびデプロイできます。
Javaベースのジョブの場合、Java実装はOracle Enterprise Scheduler定義済インタフェースに準拠している必要があり、カスタム・ホスティング・アプリケーションの一部として含まれている必要があります。
EJBジョブの場合、EJBインタフェースは、Oracle Enterprise Scheduler定義済インタフェースに準拠している必要があります。インタフェースは、Oracle Enterprise Scheduler共有ライブラリ内にあります。EJBジョブ実装を作成する方法の詳細は、「EJBジョブの作成と使用」を参照してください。
SOAコンポジットのWebサービス・ジョブ実装としての使用方法の詳細は、「Webサービス・ジョブの作成と使用」を参照してください。
ジョブ・メタデータを作成する最も簡単な方法は、Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlを介して定義する方法です。
また、JDeveloperを使用してメタデータを作成し、これをクライアントまたはホスティング・アプリケーションの一部であるMARアーカイブに配置し、アプリケーションのデプロイ時にメタデータをMDSにデプロイすることもできます。SOA Suiteでは、メタデータが、メタデータAPIを使用して最初の使用時にプログラムにより作成されます。
メタデータAPIの詳細は、「メタデータ・サービスの使用」を参照してください。
Oracle Enterprise Schedulerでは、ジョブ・リクエストおよびそのすべての子によって、発行からリクエストが最終状態に到達するまで一貫したメタデータ・スナップショットが使用されることが保証されます。これは、ジョブ・リクエストの発行時に、リクエストによって使用されることが認識されているすべてのメタデータをキャッシュすることで実現されます。ただし、このキャッシュにより、長時間実行される反復リクエストが重要なメタデータ変更を使用できなくなります。非互換性が予期したとおりに機能するようにするには、新規および更新された非互換性を、以前に発行されたか新たに発行されたかにかかわらず、関連するすべてのリクエストに適用する必要があります。ジョブ・メタデータの場合、カスタマイズ可能なパラメータは変更される可能性があり、以前に発行されたリクエストに適用する必要があります。たとえば、ジョブ定義のリクエスト・カテゴリが変更された場合、作業割当てが予期したとおりに機能するように、変更を前から存在するリクエストに適用する必要があります。
これらの問題に対処するために、Oracle Enterprise Schedulerは、以前に発行された次のリクエストに対してメタデータを自動的にリフレッシュします。
キャッシュされたメタデータは、ジョブ・セット・ステップやサブリクエストなど、インスタンスの親およびそのすべての子リクエストで構成されるインスタンス・リクエスト・ツリーの実行中に一貫性が維持されます。シングルトン・リクエストの場合、インスタンス・リクエスト・ツリーには、発行されたリクエストおよびすべての子リクエストが含まれます。反復リクエストの場合、各繰返しは、インスタンスの親およびそのすべての子リクエストを含むインスタンス・リクエスト・ツリーです。
この章では、Oracle Enterprise Schedulerが正しくインストールされたことを確認する方法について説明します。
この章の内容は次のとおりです。
Oracle Enterprise Schedulerには独自のインストーラはありませんが、Oracle SOA Suiteなどのそれを組み込む製品のインストーラによりインストールされます。
詳細は、組込み製品のインストール・ドキュメントを参照してください。
IDEは、Oracle SOA SuiteおよびBusiness Process Management for Developersのインストールで説明されているOracle SOA Quick Start for Developersによってインストールされます。このインストーラによりIDEがインストールされ、自動的にOracle JDeveloperのために構成されます。JDeveloperを実行する前に、必ず変数MW_HOMEをIDEが必要とするミドルウェア・ホームの場所に設定します。
Oracle Enterprise Scheduler実行時コンポーネントは、埋込み製品(たとえば、インストールが「Oracle SOA SuiteおよびBusiness Process Managementのインストールおよび構成」に説明されているOracle SOA Suiteなど)のデザインタイムまたは本番インストーラによってインストールされます。埋込み製品によってOracle Enterprise Schedulerが自動的にデプロイされる場合がありますが、デプロイされない場合、Oracle Enterprise Scheduler Service Basicテンプレートを使用して、サーバーまたはクラスタにデプロイできます。次に、Oracle Enterprise Manager Plugin for ESSテンプレートをOracle Enterprise Manager Fusion Middleware Control機能用にデプロイできます。
Oracle Enterprise Schedulerを含むSOAを展開すると、ess-server1が作成され、デフォルトでESS-MGD-SVRSサーバー・グループのターゲットがess_server1に設定されます。FMW構成ウィザードの次の手順を使用すると、Oracle Enterprise Schedulerをsoa_server1に再度ターゲット設定できます。
soa_server1のESS-MGD-SVRSをチェックします。 ess_server1のESS-MGD-SVRSのチェックを解除します。 ess_server1を削除します ウィザードの詳細は、構成ウィザードによるWebLogicドメインの作成を参照してください。
OWSM-PMは、ドメイン内の1つのサーバーのターゲットとなることを想定しています。この要件を簡易にするため、Oracle Enterprise SchedulerのテンプレートはOWSM-PMをターゲットにしません。ドメイン内の他の製品が自動的にOWSM-PMをターゲットにしている場合は、何もすることはありません。しかし、そのドメインにOracle Enterprise Scheduler以外の管理対象サーバーが存在しない場合、またはいずれのサーバーにもOWSM-PMがない場合は、OWSM-PMを手動でターゲットにする必要があります。
図3-1に示すように、Fusion Middleware構成ウィザードで、管理対象サーバー、クラスタおよびコヒーレンス・チェック・ボックスを選択します。
図3-1 Fusion Middleware構成ウィザード

「管理対象サーバー」画面で、ess_server1用に「WSMPM-MAN-SVR」サーバー・グループを選択します。「ESS-MGD-SVRS」がすでに選択されているはずです。
Oracle Enterprise Schedulerのヘルス・チェックを使用すると、Webブラウザを使用してOracle Enterprise Schedulerのインストールを検証できます。
ヘルス・チェックWebページにより、Oracle Enterprise Schedulerが想定どおり機能することを検証するためにスケジュールされた単純なジョブが発行されます。
ブラウザを使用して、Oracle Enterprise Schedulerのインストールを検証できます。
Webブラウザで、Javaヘルス・チェック・サーブレットにアクセスします。ヘルス・チェック・ページにアクセスできるのは、管理者権限のあるユーザーのみです。
Oracle Enterprise Schedulerのインストールを検証する手順は、次のとおりです。
ここで、hostNameはOracle Enterprise Schedulerがインストールされているサーバーであり、portはポート番号です。
Oracle Enterprise Schedulerクラスタを検証するには、次のURLを使用します。
図3-2に示すように、Oracle Enterprise Schedulerの診断ヘルス・チェック・ページが表示されます。
図3-2 診断ヘルス・チェック・ページ

アプリケーションからプログラムによりヘルス・チェック・サーブレットにアクセスして、Oracle Enterprise Schedulerのインストールを検証できます。
ヘルス・チェック・ページにアクセスできるのは、管理者権限のあるユーザーのみです。
Oracle Enterprise Schedulerのインストールをプログラムにより検証する手順は、次のとおりです。
ここで、hostNameはOracle Enterprise Schedulerがインストールされているサーバーであり、portはポート番号です。
表3-1 HTTPレスポンス・コード
| レスポンス・コード | Oracle Enterprise Schedulerステータス・コード | 備考 |
|---|---|---|
| Oracle Enterprise Schedulerは起動され実行中です。 | テスト・ジョブが発行され、デフォルトの期間内に成功しました。 |
| Oracle Enterprise Schedulerは起動され実行中ですが、処理の遅延が発生しました。
| テスト・ジョブは発行されましたが、デフォルトの期間内に完了できませんでした。 |
| Oracle Enterprise Schedulerのインストールにエラーがあります。 | ジョブの発行または実行中にエラーが発生しました。 |
ヘルス・チェック・サーブレットにより、HTTPリクエストの一部としてOracle Enterprise Schedulerを使用したジョブがスケジュールされ、終了状態になるまで、または10秒間実行されるまでジョブを待機します
ヘルス・チェック・サーブレットにより、HTTPリクエストの一部としてOracle Enterprise Schedulerを使用した単純なジョブがスケジュールされます。数秒後、サーブレットによりRuntimeServiceBean.getRequestState()がコールされ、ジョブのステータスが確認されてサーブレット・コード内でレスポンス・メッセージが作成されます。その後、サーブレットはジョブの成功または失敗を示すレスポンスを返します。
サーブレットは、ジョブが終了状態に到達するか、または10秒間実行されるか、そのいずれか最初に発生した状況を待機します。
事前デプロイ済ネイティブ・ホスティング・アプリケーションは、Oracle Enterprise Schedulerの一部として含まれます。独自のカスタム・ホスティング・アプリケーションを作成する必要がないため、Oracle Enterprise Schedulerの起動および実行のプロセスが大幅に簡略化されます。
Oracle Enterprise Schedulerは柔軟であり、実装およびデプロイメント・オプションが用意されています。「ジョブ開発の計画」は、ジョブ開発およびデプロイメント・プロセスの計画方法の概要を説明しています
この章の内容は次のとおりです。
事前デプロイ済ネイティブ・ホスティング・アプリケーションは、独自のカスタム・ホスティング・アプリケーションの開発に代わる便利な手段で、Javaベースのジョブ以外のすべてのジョブを実行するのに使用できます。
事前デプロイ済ネイティブ・ホスティング・アプリケーションは、Oracle Enterprise Schedulerサーバー上のOracle Enterprise Schedulerコアとともに配置されます。事前デプロイ済ネイティブ・アプリケーションは、ドメイン内の1つのクラスタにのみデプロイできます。Enterprise Scheduler Basicテンプレートでは、事前デプロイ済ネイティブ・ホスティング・アプリケーションが、スケジューラ・サーバー・コンポーネントとともにデプロイされるため、ドメイン内の1つのクラスタにのみターゲット設定できます。
事前デプロイ済ネイティブ・ホスティング・アプリケーションでは、次のJNDI名にマップされているOracle Enterprise Scheduler Beanのリモート・インタフェースを公開しています。
java:comp/env/essnative/runtimeservice java:comp/env/essnative/metadataservice java:comp/env/essnative/asyncrequest ユーザーが他のホスティング・アプリケーションを使用している場合、weblogicのejb-jar.xmlで宣言することによりBeanは前述の方法で公開されます。
事前デプロイ済のネイティブ・ホスティング・アプリケーション・プロパティには、プロパティとそのデフォルト設定が示されます。
表4-1 事前デプロイ済ネイティブ・ホスティング・アプリケーションのプロパティ
| プロパティ名 | 値 |
|---|---|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
通常、ホスティング・アプリケーションには、MDSにロードされるMARメタデータが含まれますが、MARアーカイブを事前デプロイ済ネイティブ・ホスティング・アプリケーションに直接追加できません。
事前デプロイ済ネイティブ・ホスティング・アプリケーションにデプロイするMARアーカイブがある場合、クライアント・アプリケーションを介するかメタデータAPIを使用してデプロイする必要があります(「メタデータ・サービスの使用」を参照)。
Oracle Enterprise Schedulerでは、ネイティブ・ホスティング・アプリケーションのストライプをOPSSに登録することにより、これをプロモートします。次に、Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlおよびその他のMBeanから表示可能な状態でストライプが公開されます。アプリケーション・ロールおよびポリシーは、ネイティブ・ホスティング・アプリケーション内のメタデータに対して実行時に構成できます。
権限を、事前デプロイ済ネイティブ・ホスティング・アプリケーションによって実行されるすべてのジョブに対して付与する必要があります。
デフォルトで、EssNativeHostingAppは、SOAおよびService Busで定義されている権限のサポートを拡張します。これは、値EssNativeHostingApp、soa-infra、Service_Bus_Consoleで指定されたプロパティHostingAppPolicyStripeを使用してess-config.xml内で構成されます。
別の製品(SOAまたはService Bus以外)でOracle Enterprise Schedulerをインストールした場合、Oracle Enterprise SchedulerまたはWLSTスクリプトを使用して、ストライプのこのプロパティ・リストを拡張する必要があります。
EssNativeHostingAppセキュリティ・ポリシー・ストライプは、ess-config.xmlファイルをカスタマイズして構成します。Oracle Enterprise Schedulerプロパティ名は、HostingAppPolicyStripeです。次の例は、WLSTコマンドを使用して、ポリシー・ストライプ値を確認し変更する方法を示しています。
現在のポリシー・ストライプの値を確認します。
ポリシー・ストライプの値を変更します。
WLSTコマンドの詳細は、Oracle Fusion Middleware SOA Suite WLSTコマンド・リファレンスを参照してください。
事前デプロイ済ネイティブ・ホスティング・アプリケーションは、複数のストライプをサポートしています。事前デプロイ済ネイティブ・ホスティング・アプリケーションのポリシー・ストライプは、SOAおよびService Busアプリケーション用に事前構成されています。
Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware ControlまたはWLSTを使用して、ポリシー・ストライプをHostingAppPolicyStripeプロパティの値に付加し、このストライプ・リストを拡張できます。また、Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlの「アプリケーション・プロパティ」ページを使用して、事前デプロイ済ネイティブ・ホスティング・アプリケーションのHostingAppPolicyStripeプロパティを変更することもできます。
このプロパティは、事前デプロイ済ネイティブ・ホスティング・アプリケーションの構成ファイルにのみ適用できます。事前デプロイ済ネイティブ・ホスティング・アプリケーションのejb-jar.xmlファイル内にはポリシー・ストライプの静的定義がないため、HostingAppPolicyStripeプロパティで指定されている既存のポリシー・ストライプを保持する必要があることに注意してください。
この章では、Oracle Enterprise Schedulerに含まれているbuild.xmlファイルのAntターゲットを使用して、Javaジョブで使用するホスティング・アプリケーションを作成する方法について説明します。
これらのターゲットを使用して、Oracle JDeveloperワークスペースでアプリケーション・アーティファクトを作成したり、Javaジョブ実装用のテンプレートを作成したり、アプリケーションとJavaジョブの両方を(共有ライブラリとして)パッケージ化およびデプロイできます。
ここで説明するAntターゲットでは、ユーザーがジョブを操作できるクライアント・ユーザー・インタフェースを作成しません。クライアント・タスクを実行する場合は、Fusion Middleware Controlを使用するか、またはOracle JDeveloperでクライアント・ユーザー・インタフェースを開発できます。また、一般的にカスタム・ホスティング・アプリケーションには、アプリケーションのデプロイ時にパッケージ化されメタデータ・リポジトリにデプロイされるメタデータがシードされています。カスタム・ホスティング・アプリケーションを生成するAntベースのスクリプトは、メタデータ・アーティファクトを作成する手段を提供しません。このため、ホスティング・アプリケーションを生成した後、このアプリケーションをサーバーにデプロイする前にOracle JDeveloperでワークスペース(.jws)を開き、必要なメタデータを追加する必要があります。
アプリケーションおよび共有ライブラリを作成およびデプロイすると、JDeveloperまたはEnterprise Managerを使用して、デプロイされた出力にメタデータを関連付けることができます。
この章の内容は次のとおりです。
Oracle Enterprise Schedulerには、ホスティング・アプリケーションの実行に必要な基本アーティファクトの生成に使用できるAntビルド・ファイル、およびデプロイしてアプリケーションで実行できるJavaジョブが含まれています。
組込みAntビルド・ファイルを使用して、ホスティング・アプリケーションを生成します。実行時に、Javaジョブ用のアーティファクトの生成や、生成したコンポーネントのビルドおよびデプロイに使用できるターゲットが含まれた、別のAntビルド・ファイルも生成します。
アプリケーションおよび共有ライブラリを作成およびデプロイすると、JDeveloperまたはEnterprise Managerを使用して、デプロイされた出力にメタデータを関連付けることができます。
また、生成されたbuild.propertiesファイルを使用すると、ターゲットが実行時に使用する変数の値を設定してAntが行う作業をカスタマイズすることもできます。
この章で説明している手順には、Antで実行できる次のことが含まれています。
build.xmlファイル内のcreate-user-homeを使用します。 build.xmlファイル内のcreate-new-job-defターゲットを使用します。 build.xmlファイル内のpackage_essjob_libraryターゲットを使用します。 build.xmlファイル内のdeploy_essjob_libraryターゲットを使用します。 build.xmlファイル内のpackage_hosting_appターゲットを使用します。 build.xmlファイル内のdeploy_hosting_appターゲットを使用します。 Oracle Enterprise Schedulerには、ジョブを実行できるホスティング・アプリケーションをデプロイするのに役立つ、Antビルド・ファイルが含まれています。
ただし、実際にはこのジョブを完了するには、2つのビルド・ファイルを使用します。その1つはOracle Enterprise Schedulerに含まれており、もう1つは組込みビルド・ファイル内のターゲットにより生成されます。次の表では、これら2つのファイルにデフォルトで含まれているターゲットをリストして説明します。
デフォルトでは、組込みbuild.xmlファイルはOracle Enterprise Schedulerのextensibility_scriptsディレクトリにあります。たとえば、Oracle JDeveloperインストールでは、MW_HOME/oracle_common/ess/extensibility_scripts/build.xmlにあり、Oracle Enterprise Schedulerなどの製品のインストールでは、ORACLE_HOME/extensibility_scriptsディレクトリにあります。
表5-1 組込みビルド・ファイル内のAntターゲット
| Antターゲット | 説明 |
|---|---|
create-user-home | ユーザー・ホームを作成するためのデフォルト・ターゲットです。 |
help-create-user-home | ユーザー・ホームの作成に関するヘルプです。 |
組込みbuild.xmlファイルのcreate-user-homeターゲットを実行した場合、ターゲットのアクションの1つとして、別のbuild.xmlファイルが作成されます。そのファイルには、アプリケーション用のアーティファクトを作成、ビルドおよびデプロイするために使用できる次のターゲットが含まれています。
表5-2 生成されたビルド・ファイル内のAntターゲット
| Antターゲット | 説明 |
|---|---|
build_ears | ジョブ共有ライブラリおよびホスティング・アプリケーションをパッケージ化します。 |
create-new-job-def | Javaジョブを共有ライブラリとして作成します。 |
deploy | ジョブ・ライブラリおよびホスティング・アプリケーションをパッケージ化およびデプロイします。 |
deploy_essjob_library | Javaジョブ共有ライブラリをデプロイします。 |
deploy_hosting_app | ホスティング・アプリケーションをデプロイします。 |
deploy_job_logic | ジョブ共有ライブラリをパッケージ化およびデプロイします。 |
package_essjob_library | Javaジョブを共有ライブラリとしてパッケージ化します。 |
package_hosting_app | ホスティング・アプリケーションをパッケージ化します。 |
Oracle Enterprise Schedulerに含まれているbuild.xmlファイル内のcreate-user-home Antターゲットを実行して、ホスティング・アプリケーションを作成できます。
スクリプトが正常に完了すると、パッケージ化およびデプロイ可能なホスティング・アプリケーション用アーティファクトが作成されます。これらのアーティファクトは、指定したターゲット・ディレクトリのJDeveloper互換ワークスペース内に生成されます。作成されたワークスペースにはbuild.xmlが含まれており、これを使用して、ホスティング・アプリケーションおよび生成されたJavaジョブを共有ライブラリとしてビルド、パッケージ化およびデプロイできます。
ターゲットが実行されるとき、ターゲットの作業のガイドとなる詳細を入力することを要求されます。これらの詳細には、ターゲットの作業について意図されている環境(特定のアプリケーションで実行するなど)、新しいアプリケーションの名前、ターゲット・ディレクトリなどが含まれます。
開始する前に、Antターゲットによって要求される次の情報を用意しておきます。
表5-3 Antターゲットで必要な情報
| 入力プロンプト | 説明 |
|---|---|
使用するテンプレート | 可能な値はFusionおよびStandaloneです。Oracle Fusion Applicationsで使用するために開発している場合は、ここでFusionと入力します。 Oracle Fusion Applicationsで使用するための開発でない場合は、Standaloneと入力します。 Oracle Fusion Applicationsコンテキストとスタンドアロン・コンテキストとの間には重要な相違があります。たとえば、Oracle Fusion Applicationsコンテキストでは、ターゲットはわずかに異なるホスティング・アプリケーションおよびクライアント・アプリケーションを生成します。 |
ミドルウェア・ホーム・ディレクトリ・パス | Oracle Enterprise Schedulerが(多くの場合、埋め込まれている別の製品により)インストールされたときに作成されたミドルウェア・ホーム・ディレクトリです。サポート・ライブラリの場所は、このディレクトリに対して相対的な場所にあります。 この機能は、 |
ホスティング・アプリケーション名 | 新しいホスティング・アプリケーションに付ける名前です。 |
ホスティング・アプリケーションJPSストライプID | ストライプは、アプリケーションで使用するポリシー・ストア内の値のサブセットを定義するセキュリティ構成です。実行時に、アプリケーションに適用可能なポリシーのセットを決定します。多くの場合、アプリケーション名が使用されます。 |
ジョブ・ビジネス・ロジックの共有ライブラリ名 | 生成されたJavaジョブ・ソース・コードを配置する共有ライブラリの名前です。 |
アプリケーションが作成される空のディレクトリ | 生成されたファイルの移動先となるディレクトリです。これは、後で使用するアーティファクト( |
Antを使用したホスティング・アプリケーションの作成手順
extensibility_scriptsディレクトリです。たとえば、MW_HOME/oracle_common/ess/extensibility_scripts/build.xmlです。次のようなコマンドでターゲットを実行します。このターゲット名は、ビルド・ファイルのデフォルト・ターゲットであるため、省略できます。
ターゲット名を使用する場合は、次のようなコマンドになります。
Antコンソール出力の次の例では、プロンプトが[input]という語で始まることに注意してください。各プロンプトで、使用する値を入力し、[Enter]を押します。
必要な情報を入力すると、ターゲットは要求したディレクトリおよびファイルを作成し、必要なファイルを新しいワークスペースにコピーし、新しいホスティング・アプリケーション用の一部の構成を設定します。
新しいホスティング・アプリケーションを作成したときに生成されたビルド・ファイル内のcreate-new-job-def Antターゲットを実行して、Javaジョブ・クラス・テンプレートを作成できます。
詳細は、「Antを使用したホスティング・アプリケーションおよびプロジェクト・ワークスペースの作成」を参照してください。
ここで作成するJavaクラスは、Javaジョブを実装するロジックを追加できるテンプレートとなります。JavaジョブではJavaコードを実行します。実装されるJavaジョブに対しては、そのジョブの仕様の一部から構成されるメタデータを追加できます。
注意:
現在、このAntターゲットでは同期Javaジョブ・テンプレートのみを作成できます。
ターゲットが実行されるとき、ターゲットの作業のガイドとなる詳細を入力することを要求されます。開始する前に、Antターゲットによって要求される次の情報を用意しておきます。
表5-4 Antターゲットで必要な情報
| 入力プロンプト | 説明 |
|---|---|
作成するジョブ定義テンプレートの数 | 作成するJavaジョブ実装のタイプに対応する数です。現在、この方法で作成できるのは同期Javaジョブのみであるため、サポートされている値は1のみとなります。 |
ジョブ定義のJavaパッケージ名 | 作成するJavaジョブのパッケージ名です。 |
ジョブ定義のJavaクラス名 | 作成するJavaジョブのクラス名です。 |
Antを使用してJavaジョブ・クラス・テンプレートを作成する手順は、次のとおりです。
build.xmlファイルがそこに存在する必要があります。次のコマンドを使用して、ターゲットを実行します。Antコンソール出力の次の例で、プロンプトがどこで発生するかを確認できます。情報を入力すると、ターゲットは要求されたファイルを作成し、必要なファイルを新しいワークスペースにコピーし、新しいホスティング・アプリケーション用の一部の構成を設定します。
Javaファイルを開き、コードを追加して、execute()メソッドを実装します。例5-1は、どのようなコードが生成されるかを示しています。oracle.as.scheduler.Executableインタフェースのexecute()メソッドの単純な実装を、Javaジョブの作業を実行するコードに置き換えます。
例5-1 Oracle Enterprise SchedulerのHelloWorld Javaクラス
package_essjob_library Antターゲットを実行して、Javaジョブ実装をパッケージ化できます。
注意:
新しいホスティング・アプリケーションを作成すると、このターゲットが含まれたビルド・ファイルが生成されます。(詳細は、「Antを使用したホスティング・アプリケーションおよびプロジェクト・ワークスペースの作成」を参照。)
package_essjob_libraryターゲットによって、ジョブ・コードのコンパイルおよびJARが実行されます。このターゲットは、ユーザーによる入力は必要なく、単に実行されて完了します。
Antを使用してJavaジョブ・クラス実装をパッケージ化する手順は、次のとおりです。
deploy_essjob_library Antターゲットを実行して、Javaジョブ共有ライブラリをデプロイできます。
注意:
新しいホスティング・アプリケーションを作成すると、このターゲットが含まれたビルド・ファイルが生成されます。(詳細は、「Antを使用したホスティング・アプリケーションおよびプロジェクト・ワークスペースの作成」を参照。)
deploy_essjob_libraryターゲットは、ジョブ・ライブラリをデプロイします。このターゲットは、ユーザーによる入力は必要なく、単に実行されて完了します。
Antを使用してJavaジョブ共有ライブラリをデプロイする手順は、次のとおりです。
package_hosting_app Antターゲットを実行して、ホスティング・アプリケーションをパッケージ化できます。
注意:
新しいホスティング・アプリケーションを作成すると、このターゲットが含まれたビルド・ファイルが生成されます。(詳細は、「Antを使用したホスティング・アプリケーションおよびプロジェクト・ワークスペースの作成」を参照。)
package_hosting_appターゲットは、create-user-homeターゲットで作成されたホスティング・アプリケーションをパッケージ化します(詳細は、「Antを使用したホスティング・アプリケーションおよびプロジェクト・ワークスペースの作成」を参照)。このターゲットは、ユーザーによる入力は必要なく、単に実行されて完了します。
Antを使用してホスティング・アプリケーションをパッケージ化する手順は、次のとおりです。
deploy_hosting_app Antターゲットを実行して、ホスティング・アプリケーションをデプロイできます。
注意:
新しいホスティング・アプリケーションを作成すると、このターゲットが含まれたビルド・ファイルが生成されます。(詳細は、「Antを使用したホスティング・アプリケーションおよびプロジェクト・ワークスペースの作成」を参照。)
deploy_hosting_appターゲットは、create-user-homeターゲットで作成されたホスティング・アプリケーションをデプロイします(詳細は、「Antを使用したホスティング・アプリケーションおよびプロジェクト・ワークスペースの作成」を参照)。このターゲットは、ユーザーによる入力は必要なく、単に実行されて完了します。
Antを使用してホスティング・アプリケーションをデプロイする手順は、次のとおりです。
ファイルuser_home/ant/config/ess-build.propertiesには、ビルド、パッケージ化およびデプロイメント時にAntスクリプトによって使用される情報を指定するための様々なパラメータが含まれています。user_homeは、アプリケーション・ワークスペースを格納するよう指定したディレクトリです。
アーカイブのデプロイメントの前に、WebLogic Serverに基づく詳細をユーザーの環境に合わせて変更する必要があります。
表5-5で説明しているビルド・プロパティを使用して、Antターゲットを独自の構成値でカスタマイズします。
表5-5 Antビルドをカスタマイズするためのビルド・プロパティ
| ビルド・プロパティ | 説明 |
|---|---|
customEss.hostapp.earprofile | - |
customEss.hostapp.jarfile | - |
customEss.hostapp.jarprofile | - |
customEss.hostapp.jprproject | - |
customEss.hostapp.jwsfile | - |
customEss.hostapp.mds.jdbc | - |
customEss.hostapp.mds.partition | - |
customEss.hostapp.name | 生成されたホスティング・アプリケーションに使用する名前です。 |
customEss.hostapp.workspace | - |
customEss.project.dir | 生成されたJDeveloperプロジェクトのディレクトリの場所です。 |
customEss.shared.library.name | 生成された共有ライブラリに付けられた名前です。 |
ess.script.base.dir | - |
fmw.home | - |
jdev.home | - |
oracle.common | - |
ess.server.name | Oracle Enterprise Schedulerジョブ・ライブラリおよびホスティング・アプリケーションがデプロイされるOracle Enterprise Schedulerの管理/管理対象サーバーのカンマで区切られた名前。 |
weblogic.admin.user | WebLogic Serverの管理ユーザー名。 |
weblogic.server.host | - |
weblogic.server.port | - |
weblogic.server.ssl.port | - |
weblogic.t3.url | - |
通常、シン・クライアント・アプリケーションは、ジョブの発行、ステータスの問合せに使用され、オプションでEJBジョブ実装のホストに使用されます。シン・クライアント・アプリケーションでは、Oracle Enterprise Scheduler APIにOracle Enterprise Schedulerシン・クライアント・ライブラリが使用されます。この章では、シン・クライアント・ライブラリおよびOracle JDeveloperを使用したシン・クライアント・アプリケーションの開発方法について説明します。
この章の構成は、次のとおりです。
クライアント・アプリケーションは、Oracle Enterprise Schedulerと同じWebLogicドメインで実行されるJ2EEアプリケーションです。
クライアント・アプリケーションは、Oracle Enterprise Scheduler APIを使用して次の処理を実行できます。
Oracle Enterprise Schedulerシン・クライアント・ライブラリは、Oracle Enterprise Scheduler API(メタデータ・サービスAPIまたはランタイム・サービスAPIなど)にアクセスするためにクライアント・アプリケーションによって使用されます。シン・クライアント・ライブラリは、リモートでOracle Enterprise Schedulerホスティング・アプリケーションを起動し、すべての操作を実行するシン・レイヤーです。オプションで、シン・クライアント・アプリケーションには、Oracle JDeveloperを使用して開発されたOracle Enterprise Schedulerメタデータを含むOracle Enterprise SchedulerメタデータMARアーカイブが含まれる場合があります。このメタデータは、アプリケーションのデプロイ時、Oracle Enterprise Scheduler MDSに自動的にロードされます。または、アプリケーションは、APIを使用してメタデータを動的に作成できます。
シン・クライアント共有ライブラリは、クライアント共有ライブラリと次の点で異なります。
InitialContextの取得にはオーバーヘッドがあります。RemoteConnector APIは、Oracle Enterprise Scheduler Beanのコールバックに対して次のような支援を提供します。 RemoteConnectorsを使用してOracle Enterprise Scheduler Bean (RuntimeService、MetadataServiceなど)に簡単に接続し返します。 このトピックでは、シン・クライアント・ライブラリを使用してリモートEJBジョブを実装する際に考慮する点をいくつか示します。
シン・クライアント・ライブラリを使用してリモートEJBジョブを実装する際は、次のことを考慮します。
RemoteExecutableインタフェース、または実行と取消しの両方の操作のRemoteCancellableExecutableインタフェースを実装していることを確認します。 SOA_BEAN_NAMEなどの固有のプロパティを定義するのではなく、EJB_OPERATION_NAMEなどの事前定義済システム・プロパティを使用します。 ejb-jar.xmlファイルは、oracle.security.jps.ee.ejb.JpsInterceptorインターセプタを定義する必要があります。インターセプタを使用して、Oracle Enterprise Schedulerレイヤーから伝播されたサブジェクトを取得し、他の操作で使用します。 ejb-jar.xmlファイルから移動させておくことが最善の方法です。 ヒント:
JNDIコンテキストが渡された値で作成できない場合、アプリケーションは
javax.naming.NamingException例外をスローします。または、資格証明キーストアを含む参照で問題が発生した場合、ScehdulerException例外がスローされる場合もあります。
リモートEJBの保護された起動は、そのサーバーのJNDIツリーが認証されている場合に必須です。これは、リモートEJBが保護された参照を使用してOracle Enterprise Scheduler EJBをコールバックする場合も同様です。次の各項で、ガイドラインを示します。
次の内容が転送起動に適用されます。
JndiProviderUrlはRequestParametersを介してリモートEJBに常に提供されます。 JNDI_CSF_KEYプロパティをリクエスト・パラメータまたはホスティング・アプリケーションのEssConfigurationで指定する必要があります。 CsfKeyのキーストアを参照してPasswordCredentialを取得し、リモート・サーバーに接続します。 次の内容がコールバック起動に適用されます。
HostingAppで公開されているOracle Enterprise SchedulerのRuntime、MetadataおよびAsyncRequest BeanのJNDI名は、リクエスト・パラメータまたはホスティング・アプリケーションのEssConfigurationで指定する必要があります。EssNativeHostingAppが使用されている場合、これらのエントリは必要がありません。 ESS_JNDI_CSF_KEY_NAMEプロパティをリクエスト・パラメータまたはホスティング・アプリケーションのEssConfigurationで指定する必要があります。Oracle Enterprise Schedulerにより、このプロパティがRequestParametersを介してリモートEJBで使用可能になります。 RemoteConnector APIを使用して、 Oracle Enterprise Scheduler Beanのリモート・インスタンスを取得できます。これは、次を渡すことで実行できます。 RequestParameters RequestParametersおよびJndiMappedName (ネイティブ・ホスティング・アプリケーション以外のホスティング・アプリケーション用) RequestParameters、ユーザー名およびパスワード(Oracle Enterprise Schedulerサーバーが認証されている場合) InitialContext (主にEssNativeHostingAppを伴うJava SEクライアント用) InitialContextおよびjndiMappedName (主にその他のホスティング・アプリケーションを伴うJava SEクライアント用) コードの実装がOracle Enterprise Scheduler EJBへのアクセスに依存している場合、RemoteConnector APIクラスで公開されているメソッドを使用します。Oracle Enterprise Schedulerでは、JNDIルックアップを実行する前にサーバー・アフィニティ・プロパティをInitialContext環境で設定する必要があり、RemoteConnector APIクラスがこのプロパティを設定します。これは、マルチノード・クラスタ・シナリオで特に重要です。RemoteConnectorクラスは、Oracle Enterprise Schedulerクライアント・ライブラリでパッケージ化されています。
何らかの理由でRemoteConectorクラスを使用できない場合、次の例に示すように、Oracle Enterprise Scheduler EJBの参照を実行する前に環境マップ・プロパティをInitialContextに設定できます。
マルチノード・クラスタ環境では、クラスタ・アルゴリズムをラウンドロビン・アフィニティに設定するのが最適です。
この項では、シン・クライアント・ライブラリの使用方法を表す例を示します。
次のコードの例は、事前デプロイ済のネイティブ・ホスティング・アプリケーションを介してRemoteConnectorを使用するJava EEアプリケーションからのスニペットを示しています。
次の例は、シン・クライアント・ライブラリを使用するEJBジョブのスケルトン実装を示しています。EJBジョブ実装の詳細は、「EJBジョブの作成と使用」を参照してください。
Oracle Enterprise SchedulerがEJBジョブを起動する場合、ホスティング・アプリケーションに関連付けられているサブジェクトはジョブに常に伝播されます。これにより、ジョブを実行するサブジェクトがBeanのビジネス操作で使用可能になります。次のコードをejb-jar.xmlファイルに追加して、Bean内からサブジェクトを取得します。
次のコードを使用すると、現在のサブジェクトの権限のあるコンテキスト内のEJB操作からMBeanを起動できます。
ジョブがOracle Enterprise Schedulerの事前デプロイ済ネイティブ・ホスティング・アプリケーションを使用している場合、メタデータの作成を支援し、事前デプロイ済ネイティブ・ホスティング・アプリケーションMDSパーティション(essUserMetadata)にこれをデプロイするクライアント・アプリケーションをビルドすることでカスタム・ジョブ・メタデータの作成を簡易化できます。
次の手順は、Oracle JDeveloperを使用して、次の処理を実行するシン・クライアント・アプリケーションを作成する方法を示しています。
「JDeveloperを使用したEJBおよびそのジョブ定義メタデータの作成および構成」の手順で、事前デプロイ済ネイティブ・ホスティング・アプリケーションに追加されるEJBジョブ定義によって起動できるEJBの作成方法を説明します。
アプリケーションのデプロイ時、ADFインフラストラクチャが使用されメタデータが特定のパーティションにデプロイされます。事前デプロイ済ネイティブ・ホスティング・アプリケーションのMDSパーティションは、essUserMetadataです。
JDeveloperには、スクリーン・リーダー、スクリーン拡大鏡、キーボード移動用の標準のショートカット・キーなどのアクセシビリティ・オプションが用意されています。さらに読みやすくするため、フォントのサイズや色、オブジェクトの色や形など、JDeveloperをカスタマイズすることもできます。JDeveloperでのアクセシビリティについて、およびこれを構成する手順は、『Oracle JDeveloperによるアプリケーションの開発』のOracle JDeveloperのアクセシビリティ情報に関する項を参照してください。
注意:
JDeveloperを開始する前に
MW_HOME環境変数を必ず設定してください。例:export MW_HOME=/scratch/prh/12c/jdevこの変数が設定されていない場合、ジョブ・タイプ・ドロップダウン・メニューには移入されません。
次の手順は、JDeveloperを使用してシン・クライアント・アプリケーションを作成およびデプロイする方法を説明しています。
図6-1 「新規ギャラリ」ダイアログ

カスタム・アプリケーションの作成ダイアログで、アプリケーション名およびアプリケーション・パッケージ接頭辞を入力します(図6-2を参照)。
図6-2 カスタム・アプリケーションの作成ダイアログ - ステップ1/3

図6-3 カスタム・アプリケーションの作成ダイアログ - ステップ2/5

図6-4 カスタム・アプリケーションの作成ダイアログ - ステップ4/5

図6-5 ESSジョブ・サポート設定の構成

図6-6 「プロジェクト・プロパティ」ダイアログ

図6-7 「新規ギャラリ」ダイアログ

/oracle/as/ess/core/ProcessJobTypeを選択して、単純な生成済ジョブ定義メタデータを追加します(図6-8を参照)。 図6-8 「ジョブ定義の作成」ダイアログ

SYS_effectiveApplicationという名前のシステム・プロパティに値EssNativeHostingAppを指定して追加します。 図6-9 SimpleSpawnedJobDefn.xmlのタブ

essmetaディレクトリが使用可能であることを確認します。使用不可の場合、essmetaディレクトリに手動で移動してディレクトリを追加します。 図6-10 「MARデプロイメント・プロファイルのプロパティの編集」ダイアログ

図6-11 「MARデプロイメント・プロファイルのプロパティの編集」ダイアログ

図6-12 「デプロイメント・プロファイルの作成」ダイアログ

EJB-JARデプロイメント・プロファイルを作成する手順は、次のとおりです。
MySampleThinClientEjbと入力します。 図6-13 EJB-JARデプロイメント・プロファイルの作成

MySampleThinClientAppと入力します。 図6-14 「EARデプロイメント・プロファイルのプロパティの編集」ダイアログ

図6-15 「EARデプロイメント・プロファイルのプロパティの編集」ダイアログ

adf-config.xmlファイルを構成します。ADFベースのアプリケーションをJDeveloperからデプロイする際、メタデータがデプロイされるMDSパーティションを選択するよう求めるダイアログがあります。このアプリケーションから生成されるEARファイルがWLSコンソールからデプロイされる場合、特定のMDSパーティション・エントリをadf-config.xmlファイルで指定する必要があります。この場合、adf-config.xmlファイルに、例6-1に示されるエントリが含まれていることを確認します。adf-config.xmlファイルは、「アプリケーション・リソース」→「ディスクリプタ」→左パネルの下部の「ADF META-INF」セクションにあります。 weblogic-application.xmlファイルを構成します。weblogic-application.xmlファイルのコンテンツが例6-2に示されているとおりであることを確認します。 essUserMetadataを選択し、「デプロイ」をクリックします。 図6-16 「Oracleデプロイメント構成」ダイアログ

例6-1 adf-config.xmlファイルのコンテンツ
例6-2 weblogic-application.xmlファイルのコンテンツ
EJBおよびそのジョブ定義メタデータの作成および構成には、JDeveloperを使用します。
次の手順は、各方法について説明しています。
oracle.as.scheduler.RemoteExecutableが「リモート・インタフェース」フィールドのクラスとして設定されていることを確認します(図6-19を参照)。「次へ」をクリックして、「終了」ステップに進みます。RemoteExecutableインタフェースで定義されるexecuteメソッドを実装していることを確認します。図6-20 生成されたセッションBeanの構成

executeメソッドを実装することで、Beanが完了していることを確認します。図6-21 セッションBeanの実装の完了

ejb-jar.xmlファイルに宣言が含まれていることを確認します(例6-3を参照)。weblogic-ejb-jar.xmlファイルに宣言が含まれていることを確認します(例6-4を参照)。これにより、EJBジョブ・タイプを使用してOracle Enterprise Schedulerによって起動できるEJBの作成に使用される手順が完了します。
次の2つの手順は、JDeveloperを使用してEJBジョブ定義を作成する方法を説明しています。
EssNativeHostingAppを指定し、「名前」ドロップダウンからシステム・プロパティSYS_effectiveApplicationを選択します(図6-23を参照)。例6-3 ejb-jar.xmlファイルのコンテンツ
例6-4 weblogic-ejb-jar.xmlファイルのコンテンツ
この章は、Oracle Enterprise Schedulerを使用してジョブ・リクエストを実行するアプリケーションを作成および実行する方法について説明し、Oracle Enterprise Schedulerを使用するアプリケーションをOracle JDeveloperで作成する方法を示すチュートリアルです。
次に、この章では2つの分割されたアプリケーションである、ジョブ発行アプリケーション(発行者)およびジョブ実行アプリケーション(ホスティング・アプリケーション)を使用する、サンプル・アプリケーションのバリエーションを示します。
注意:
Oracle Enterprise Schedulerのサンプル・コードについては、サンプル・サイト(
https://java.net/projects/oraclesoasuite12c)を参照してください。
この章の内容は次のとおりです。
Oracle JDeveloperを使用してOracle Enterprise Schedulerアプリケーションを開発する場合は、ミドルウェア・ホームの環境変数をOracle JDeveloper自体のインストール場所に設定する必要があります。Oracle JDeveloperを使用してOracle Enterprise Schedulerアプリケーションの開発を始める前に、必ずこの変数を設定してください。
JDeveloperには、スクリーン・リーダー、スクリーン拡大鏡、キーボード移動用の標準のショートカット・キーなどのアクセシビリティ・オプションが用意されています。さらに読みやすくするため、フォントのサイズや色、オブジェクトの色や形など、JDeveloperをカスタマイズすることもできます。JDeveloperでのアクセシビリティについて、およびこれを構成する手順は、『Oracle JDeveloperによるアプリケーションの開発』のOracle JDeveloperのアクセシビリティ情報に関する項を参照してください。
Oracle Enterprise Schedulerアプリケーションをビルドするための環境を設定する手順は、次のとおりです。
Oracle Enterprise Schedulerアプリケーションを開発するためにOracle JDeveloperでプロジェクトを作成すると、特定のプロジェクト・テクノロジのサポートを指定することで、アプリケーション機能に対する基礎となるサポートが追加されます。
Oracle Enterprise Schedulerアプリケーションの作成の詳細は、「組み合されたOracle Enterprise Schedulerアプリケーションのビルド」および「分割された発行者アプリケーションおよびホスティング・アプリケーションのビルド」を参照してください。
Oracle JDeveloperを使用してアプリケーションを作成する場合は、アプリケーションの要件に応じて、次のテクノロジから選択します。
このチュートリアルでビルドするEssDemoAppサンプル・アプリケーションには、Oracle Enterprise Scheduler APIを使用してOracle JDeveloperでビルドする完全なアプリケーションが含まれます。
この例では、ホスティング・アプリケーションおよび簡単なJavaジョブ実装を作成します。ここでの例は簡単ですが、そのジョブ・クラスによってExecutableインタフェースが実装され、このインタフェースから、より複雑なJavaジョブがその作業の一部として他のコードを呼び出すことができます。
ジョブ・リクエストをスケジュールするアプリケーションを作成するには、次を実行します:
注意:
この章の説明は、以前に保存したプロジェクトやその他の保存されたOracle JDeveloperがない状態でインストールした、新しいOracle JDeveloperを使用していることを前提としています。Oracle JDeveloperが以前に使用したものである場合、一部の手順がこの章で示す手順と正確には一致しなかったり、手順を短縮し、同じアクションをより少ないステップで実行できることがあります。場合によっては、Oracle JDeveloperの過去の使用に基づき、Oracle JDeveloperで一部のダイアログが表示されません。
Oracle Enterprise Schedulerを使用する場合、アプリケーション・メタデータはMDSを使用して格納されます。MDSを使用するには、MDSユーザーおよびスキーマが構成されたデータベースにアクセスできる必要があります。
Oracle Enterprise Schedulerがスタンドアロン・モードでデプロイされるWebLogic Serverインスタンスも必要です。Oracle Enterprise Schedulerスキーマがインストールされたデータベースにアクセスできる必要があります。
この項では、次の内容について説明します。
Oracle JDeveloperを使用して、アプリケーションおよびそのアプリケーション内のプロジェクト(アプリケーション用のコードとサポート・ファイルが含まれている)を作成します。サンプル・アプリケーションを作成するには、次を実行する必要があります:
Oracle Enterprise Schedulerを使用するには、最初にOracle JDeveloperでアプリケーションを作成する必要があります。ジョブの実行をサポートするホスティング・アプリケーションも作成します。
EssDemoAppアプリケーションおよびホスト・プロジェクトを作成する手順は、次のとおりです。
EssDemoAppと入力します。 接頭辞に続いてピリオドが、アプリケーションの初期プロジェクト内に作成されたオブジェクトに付加されます。
EssHostと入力します。 これらの詳細は、「Oracle JDeveloperによって作成されたOracle Enterprise Schedulerアプリケーション・サポートの理解」を参照してください。
図7-1 カスタム・アプリケーションの作成

oracle.esshostと入力します。 「次へ」をクリックします。
「次へ」をクリックします。
EssDemoAppと入力します。 「終了」をクリックします。
「EssDemoApp概要」ページが表示されます。このページのセクションを使用して、作成しているアプリケーションの状況に関する情報を取得し、開発の進捗状況を管理できます。次に、ジョブの作成をサポートするプロジェクトのアーティファクトの作成に進みます。
前の手順で、ジョブをホストするアプリケーションを開発するプロジェクトを作成しました。この項では、Oracle JDeveloperを使用して、EssDemoAppアプリケーションに別のプロジェクトを作成します。この2番目のプロジェクトでは、クライアントとホスティング・アプリケーションの対話をサポートします。
クライアント・プロジェクトを作成する手順は、次のとおりです。
EssClientと入力します。 ESSクライアント・サポート
HTMLおよびCSS
JSF
JSPおよびサーブレット
XML
この詳細は、「Oracle JDeveloperによって作成されたOracle Enterprise Schedulerアプリケーション・サポートの理解」を参照してください。
図7-2 カスタム・プロジェクトの作成

oracle.essclientと入力します。 「次へ」をクリックします。
「次へ」をクリックします。
EssDemoAppが表示されていることを確認します。 「終了」をクリックします。
ここで追加するJavaジョブの場合は、実装クラスによって、ジョブのロジック、つまり、ジョブの実際の作業を実行するコードが実装されます。クラスによってoracle.as.scheduler.Executableインタフェースが実装されます。インタフェースのexecuteメソッドによって、ジョブのロジックを追加できる場所が提供されます。この例のコードは非常に簡単ですが、executeメソッドは、Javaジョブがアクセスできるコードへ続く処理の開始点としても使用できます。
PL/SQLやプロセス・ジョブなどの他のジョブ・タイプと同様に、メタデータがJavaジョブの作業のガイドとなります。このメタデータによって、Oracle Enterprise Scheduler定義のシステム・プロパティ、ユーザーが作成するプロパティ、およびメタデータにアクセスできるユーザーの制御を含めることができる、ジョブ固有のコンテキストが形成されます。たとえば、メタデータを使用して、インスタンス・データを収集してダウンストリームのコードに渡すことができます。
EssDemoAppサンプル・アプリケーションを使用してジョブ・リクエストを発行するには、次のものを作成する必要があります。
この項では、Oracle JDeveloperを使用してジョブ定義メタデータおよびJavaジョブの簡単な実装クラスを作成します。
アプリケーションのメタデータを作成する手順は、次のとおりです。
図7-3 サンプル・アプリケーションへのジョブ・タイプ・メタデータの追加

HelloWorldJobDefinitionを入力します。 /oracle/esshost/metadataと入力します。 メタデータ・パッケージ名で名前を区切るには、ドットではなくスラッシュを使用する必要があります。「.metadata」で終わるメタデータ・パッケージは、Oracle JDeveloperでは表示されません。
ドロップダウンにジョブ・タイプが表示されない場合は、「JDeveloperを起動してOracle Enterprise Schedulerアプリケーションのビルドをサポートする方法」の説明に従い、Oracle JDeveloperを起動したことを確認します。
「Javaクラスの作成」チェック・ボックスを選択することにより、JavaジョブのJavaクラスの作成を要求し、後で作成する手間を省くことができます。「同期」オプションを選択することによって、そのジョブが同期Javaジョブになることを指定します。
oracle.esshost.impl)を入力します。図7-4に示すように、「クラス名」フィールドに、クラスの名前(ここでは、HelloWorldImpl)を入力します。 図7-4 ジョブ定義作成ウィザードによるジョブ定義の作成

要求したJavaクラスがHelloWorldJobDefinition.xmlファイルとともに作成されます。Oracle JDeveloperでXMLファイルのコンテンツが「ジョブ定義」ページに表示されます。
「ジョブ定義」ページで、ジョブのパラメータ、メタデータへのアクセスおよびローカライズに使用するリソース・バンドルを指定するプロパティを含むジョブ定義メタデータを編集できます。
Sample Java Job Definitionと入力します。 残りのメタデータは変更しません。
例7-1 Executeメソッドが実装されたHelloWorldImpl
Oracle Enterprise Schedulerアプリケーションでは、アプリケーションのいずれかのコンポーネントからジョブ・リクエストを発行するために、Oracle Enterprise Scheduler APIを使用します。EssDemoAppサンプル・アプリケーションには、(Oracle Enterprise Schedulerを使用して)ジョブ・リクエストを発行するための、サーブレット・ベースのユーザー・インタフェース用のJavaサーブレットが用意されています。
この項では、ジョブ発行リクエストを受信するためのサーブレットを作成します。
ジョブ・リクエストの発行をサポートするサーブレットを追加する手順は、次のとおりです。
図7-5 サンプル・アプリケーションへのジョブ・タイプ・メタデータの追加

EssDemoを入力します。 oracle.essclient.servletと入力します。 図7-6 サーブレットの作成 -- ステップ2/4

EssDemoを入力します。 /essdemo/*と入力します。 提供されたEssDemoアプリケーションには、完了したサーブレットが含まれています。ソース・コードをプロジェクトにコピーする必要があります。これを行うには、Oracle JDeveloperで、サーブレットのコンテンツをサンプル・アプリケーションに用意されているファイルEssDemo.javaのコンテンツで置き換えます。
Oracle Enterprise Schedulerプロパティでは、アプリケーションに関連付けられているejb-jar.xmlファイルで使用される設定の値を設定します。それらのプロパティは、次のとおりです。
アプリケーションを識別するために使用される論理名を指定します。アプリケーションをコンテナにデプロイするときに使用されるアプリケーション名とは区別します。この値を使用すると、論理アプリケーション名をソース・コードに安全にハードコードできます。
セキュリティ・チェックを実行するために使用されるJPSセキュリティ・ストライプ(またはセキュリティ・コンテキスト)を指定します。
適用可能なセキュリティ・ポリシーのセットを判別するために実行時に使用される、アプリケーション・ストライプ名を指定します。
この項では、Oracle Enterprise Schedulerプロパティのデフォルト値を設定します。
Oracle Enterprise Schedulerプロパティの値を設定する手順は、次のとおりです。
EssDemoAppと入力します。図7-7 Oracle Enterprise Schedulerプロパティの値の設定

サンプル・アプリケーションを作成した後、Oracle JDeveloperを使用してアプリケーションをアセンブルします。
アプリケーションをアセンブルするには、次を実行します:
サンプル・アプリケーションには、必要なEJBディスクリプタが含まれている必要があります。ejb-jar.xmlおよびweblogic-ejb-jar.xmlファイルを作成し、これらのファイルを、作成したJava実装クラスとともに含める必要があります。
Oracle Enterprise Schedulerがアプリケーションのかわりにジョブ・リクエストを実行している間にアプリケーションのエントリ・ポイントを検出できるように、Oracle Enterprise Schedulerには、EJB JARをアセンブルおよび提供するアプリケーションが必要です。このEJB jarでは、ejb-jar.xmlおよびweblogic-ejb-jarに必要なEJBディスクリプタがあること、およびOracle Enterprise Schedulerに対して発行されるすべてのJavaクラス実装が必要です。ディスクリプタ・ファイルejb-jar.xmlおよびweblogic-ejb-jarには、Oracle Enterprise Scheduler EJBについての記述が含まれている必要があり、これらのファイルは変更できません。
EJB-JARデプロイメント・プロファイルを作成する手順は、次のとおりです。
ess-ejbと入力します。図7-8 EJB-JARデプロイメント・プロファイルの作成

EssDemoAppと入力します。この項では、Oracle JDeveloperでWARファイルの生成に使用できる情報を指定します。
WARアーカイブ・オプションを更新する手順は、次のとおりです。
WAR_EssDemoAppと入力します。「manifestファイルを含める(META-INF/MANIFEST.MF)」を選択解除します。EssDemoAppと入力します。「OK」をクリックします。
MARオプションを作成する手順は、次のとおりです。
MAR_EssDemoAppを入力します。EssDemoApp/EssHost/essmetaディレクトリを追加します。これにより、アプリケーションについて適切なOracle Enterprise Schedulerユーザー・メタデータが選択されます。
これは、ネームスペースの作成元のディレクトリです。たとえば、oracleを選択すると、ネームスペースはoracleになります。productディレクトリを選択すると、ネームスペースはoracle/apps/productになります。ネームスペース/oracle/esshost/metadataを作成するには、metadataディレクトリをクリックします。このダイアログで選択するフォルダによって、adf-config.xmlファイルの最上位レベルのネームスペースが決定されます。
この項では、EssDemoAppサンプル・アプリケーションをアセンブルするEARファイルを準備します。EARアーカイブは次のもので構成されます。
EARオプションを更新する手順は、次のとおりです。
EAR_EssDemoAppと入力します。「OK」をクリックします。
EssHost/src/META-INF/MANIFEST.MFを追加します。図7-10 EARアーカイブ・オプションの更新

EssApplicationRoleロールに割り当てられるユーザーを作成する必要があります。次の手順は、バックエンド・ホスティング・アプリケーションのセキュリティを構成する方法を示しています。
jps-config.xmlという名前のファイルが生成されます。このファイルは、「アプリケーション・リソース」パネルで、「ディスクリプタ」および「META-INF」を開いて確認できます。このファイルには、アプリケーションに基づいて名前が付けられたセキュリティ・コンテキストまたはセキュリティ・ストライプが含まれています。
jazn-data.xmlという名前のファイルが生成されます。
jazn-data.xmlファイルの概要エディタで、「ユーザー」リストの「追加」ボタンをクリックします。名前をEssUserに設定し、パスワードをwelcome1に設定します。
EssApplicationRoleに設定します。「EssUser」を選択して「OK」をクリックします。次の手順は、ESSアプリケーション・ロールに対するリソース権限を追加してジョブ定義を更新する方法を示しています。
HelloWorld Exampleと入力します。EssDemoAppと入力します。例7-2 jazn-data.xml
ソース・エディタを使用して、weblogic-application.xmlから次の行を削除します。
EssHost META-INF/MANIFEST.INFファイルのコンテンツを次の行と置き換えます。
「EssClient」→「Webコンテンツ」→「WEB-INF」→「web.xml」の順に移動します(図7-12を参照)。「セキュリティ」ウィンドウの「レルム」フィールドの次の値を変更します。
adf-config.xmlファイルのコンテンツを例7-3に示すXMLコードで置き換えます。例7-3 EssDemoAppアプリケーションのadf-config.xmlファイル
EssDemoAppアプリケーションをビルドおよびアセンブルする手順を完了した後、Oracle WebLogic Serverにアプリケーションをデプロイする必要があります。アプリケーションを正常にデプロイした後、アプリケーションを実行できます。EssDemoAppサンプル・アプリケーションでは、ブラウザを使用してEssDemoサーブレットを実行し、Oracle WebLogic Serverで実行中のOracle Enterprise Schedulerにジョブ・リクエストを発行します。
EssDemoAppアプリケーションをデプロイするには、正しく構成され実行されているOracle WebLogic Server、およびアクティブなメタデータ・サーバーが必要です。アプリケーションをデプロイすると、Oracle JDeveloperで「デプロイメント構成」ページが表示されます。ドロップダウン・リストからリポジトリを選択し、パーティション名を入力します(パーティション名はデフォルトでアプリケーション名に設定されます)。
EssDemoAppアプリケーションをデプロイする手順は、次のとおりです。
essUserMetadata 図7-13 「Oracleデプロイメント構成」ウィンドウ

EssDemoAppサンプル・アプリケーションを実行するには、ブラウザでEssDemoサーブレットにアクセスします。
EssDemoサーブレットにアクセスする手順は、次のとおりです。
http://host:http-port/context-root/essdemo
次に例を示します。
図7-14に示すように、EssDemoサーブレットが表示されます。
図7-14 Oracle Enterprise Schedulerサンプル・アプリケーションのEssDemoサーブレットの実行

Oracle Enterprise Schedulerアプリケーションをビルドおよびデプロイする場合、ジョブ発行アプリケーション(発行者)およびジョブ実行アプリケーション(ホスティング・アプリケーション)の2つの分割されたアプリケーションを使用できます。この設計を使用する場合、各アプリケーションは、このような分割構成をサポートするオプションを使用して構成およびデプロイする必要があります。
さらに、一部のOracle Enterprise Schedulerデプロイメントでは、ホスティング・アプリケーションと発行元アプリケーションに別のOracle WebLogic Serverを使用します。このデプロイメント・オプションでは、発行元アプリケーションとホスティング・アプリケーションが別のOracle WebLogic Serverにデプロイされます。Oracle Enterprise Schedulerの発行者アプリケーションとホスティング・アプリケーションが別のOracle WebLogic Serversで実行される場合は、発行元アプリケーションがホスティング・アプリケーションを検出できるようにホスティング・アプリケーションのOracle WebLogic Serverを構成する必要があります。
注意:
この項では、新しいアプリケーションを作成します。「EssDemoAppアプリケーションのアプリケーションおよびプロジェクトの作成」で開始する項でEssDemoAppを作成した場合、この項で同じ名前のプロジェクトを作成することに注意してください。この項でEssDemoAppのアプリケーション名を使用するには、アプリケーションに対して異なる場所を選択するか、または前のアプリケーションを削除する必要があります。
サンプルの分割されたアプリケーションをビルドするには、次を実行します:
Oracle JDeveloperを使用して、バックエンドのアプリケーションを作成します。EssDemoAppのバックエンドのサンプル・アプリケーションを作成するには、次を実行します:
分割されたアプリケーションでOracle Enterprise Schedulerを使用するには、Oracle JDeveloperを使用してバックエンドのアプリケーションおよびプロジェクトを作成し、Oracle Enterprise Schedulerの拡張機能をプロジェクトに追加します。
バックエンドのホスティング・アプリケーションを作成する手順は、次のとおりです。
EssDemoAppに設定します。 SuperEssと入力します。 これらの詳細は、「Oracle JDeveloperによって作成されたOracle Enterprise Schedulerアプリケーション・サポートの理解」を参照してください。
図7-16 バックエンドのホスティング・アプリケーションの作成

oracle.apps.ess.howtoに変更し、「次へ」をクリックします。 EssDempAppRoleロールに割り当てられたユーザーを作成する必要があります。
バックエンドのホスティング・アプリケーションのセキュリティを構成する手順は、次のとおりです。
jps-config.xmlという名前のファイルが生成されます。このファイルは、「アプリケーション・リソース」パネルで、「ディスクリプタ」→「META-INF」を開いて確認できます。このファイルには、アプリケーションに基づいて名前が付けられたセキュリティ・コンテキストまたはセキュリティ・ストライプが含まれています。
jazn-data.xmlという名前のファイルが生成されます。
jazn-data.xmlファイルの概要エディタで、「ユーザー」リストの「追加」ボタンをクリックします。EssDemoAppUserに設定し、パスワードをwelcome1に設定します。EssDemoAppRoleに設定します。EssDemoAppUserを選択し、「OK」をクリックします。図7-17 セキュリティの構成

Oracle Enterprise Schedulerの分割されたアプリケーションを使用してジョブ・リクエストを発行するには、次を含むジョブ・リクエストを定義するメタデータを作成する必要があります。
バックエンドのホスティング・アプリケーションのメタデータを作成する手順は、次のとおりです。
図7-18 サンプル・アプリケーションへのジョブ定義の追加

HelloWorldJobDefを入力します。 oracle/apps/ess/howto/metadataと入力します。 ドロップダウンにジョブ・タイプが表示されない場合は、「JDeveloperを起動してOracle Enterprise Schedulerアプリケーションのビルドをサポートする方法」の説明に従い、Oracle JDeveloperを起動したことを確認します。
「Javaクラスの作成」チェック・ボックスを選択することにより、JavaジョブのJavaクラスの作成を要求し、後で作成する手間を省くことができます。「同期」オプションを選択することによって、そのジョブが同期Javaジョブになることを指定します。
oracle.apps.ess.howto)を入力します。「クラス名」フィールドに、クラスの名前(ここでは、HelloWorldJob)を入力します。 要求したJavaクラスがHelloWorldJobDefinition.xmlファイルとともに作成されます。Oracle JDeveloperでXMLファイルのコンテンツが「ジョブ定義」ページに表示されます。
「ジョブ定義」ページで、ジョブのパラメータ、メタデータへのアクセスおよびローカライズに使用するリソース・バンドルを指定するプロパティを含むジョブ定義メタデータを編集できます。
図7-19 ジョブ定義の作成

HelloWorld Exampleと入力します。 EssDemoAppと入力します。 図7-20 「アクセス制御の追加」ダイアログ

Oracle Enterprise Schedulerの制御の下でJavaクラスを実行するアプリケーションを定義するには、Oracle Enterprise Scheduler Executableインタフェースを実装するJavaクラスを作成する必要があります。Executableインタフェースでは、Oracle Enterprise Schedulerを使用したJavaクラスの呼出しを可能にする規定を指定します。
executeメソッドを実装する手順は、次のとおりです。
executeメソッドを実装します。executeメソッドは、Javaジョブの実行が開始される場所です。メソッド内のコードは、例7-4のように表示されます。例7-4 HelloWorldJob Executeメソッドのコード
Oracle Enterprise Schedulerプロパティでは、アプリケーションに関連付けられているejb-jar.xmlファイルで使用される設定の値を設定します。それらのプロパティは、次のとおりです。
アプリケーションを識別するために使用される論理名を指定します。アプリケーションをコンテナにデプロイするときに使用されるアプリケーション名とは区別します。この値を使用すると、論理アプリケーション名をソース・コードに安全にハードコードできます。
セキュリティ・チェックを実行するために使用されるJPSセキュリティ・ストライプ(またはセキュリティ・コンテキスト)を指定します。
適用可能なセキュリティ・ポリシーのセットを判別するために実行時に使用される、アプリケーション・ストライプ名を指定します。
Oracle Enterprise Schedulerプロパティの値を設定する手順は、次のとおりです。
EssDemoAppと入力します。バックエンドのサンプル・アプリケーションを作成した後、Oracle JDeveloperを使用してアプリケーションをアセンブルします。
バックエンドのアプリケーションをアセンブルするには、次を実行します:
EJB Javaアーカイブ・ファイルには、Javaジョブ実装のディスクリプタが含まれています。
EJB-JARデプロイメント・プロファイルを作成する手順は、次のとおりです。
JAR_SuperEssEjbJarと入力します。この項では、EssDemoAppサンプル・アプリケーションをアセンブルするEARファイルを準備します。EARアーカイブは、Oracle Enterprise Scheduler Javaジョブ実装を含むEJB JARで構成されます。
EARオプションを更新する手順は、次のとおりです。
EssDemoApp/SuperEss/essmetaを追加します。EAR_EssDemoAppEarと入力します。「OK」をクリックします。
EssDemoAppと入力します。EssDemoApp/SuperEss/src/META-INF/MANIFEST.MFを追加します。SuperEss META-INF/MANIFEST.INFファイルのコンテンツを次の行と置き換えます。
ソース・エディタを使用して、weblogic-application.xmlから次の行を削除します。
WebLogicアプリケーションのパス:
EssDemoApp/src/META-INF/weblogic-application.xmlアプリケーションをアセンブルした後、サーバーにデプロイできます。
バックエンドのホスティング・アプリケーションをデプロイする手順は、次のとおりです。
「アプリケーション・リソース」パネルで、次を行います。
adf-config.xmlファイルのコンテンツを例7-5に示すXMLで置き換えます。例7-5 adf-config.xmlファイル
Oracle Enterprise Schedulerの分割されたアプリケーションでは、フロントエンドのアプリケーションからジョブ・リクエストを発行するために、Oracle Enterprise Scheduler APIを使用します。EssDemoAppUIアプリケーションには、(Oracle Enterprise Schedulerを使用して)ジョブ・リクエストを発行するための、サーブレット・ベースのユーザー・インタフェース用のJavaサーブレットが用意されています。
フロントエンドの発行者サンプル・アプリケーションを作成するには、次を実行します:
ejb-jar.xmlファイルを構成します。 web.xmlファイルを編集します。 weblogic-application.xmlファイルを編集します。 adf-configファイルを編集します。 フロントエンドの発行者アプリケーションをビルドするには、JDeveloperでバックエンドのホスティング・アプリケーションの場合に使用したのと同様の手順を使用します。
フロントエンドの発行者アプリケーションを作成する手順は、次のとおりです。
ESSDemoAppUIを使用します。ESSホスト・サポートの設定を構成する場合は、「アプリケーションID」フィールドに、必ずEssDemoAppと入力してください。サーブレットのWebプロジェクトを作成する必要があります。
SuperWebプロジェクトを作成する手順は、次のとおりです。
SuperWebと入力します。 ESSクライアント・サポートの詳細は、「Oracle JDeveloperによって作成されたOracle Enterprise Schedulerアプリケーション・サポートの理解」を参照してください。
「次へ」をクリックします。
oracle.apps.ess.howtoを入力します。「次へ」をクリックします。 アプリケーションのセキュリティを構成する必要があります。EssDemoAppUIアプリケーションはEssDemoAppアプリケーションによって作成されたユーザーおよびロールを共有するため、ユーザーやロールを作成する必要はありません。
フロントエンドの発行者アプリケーションのセキュリティを構成する手順は、次のとおりです。
図7-22 ADFセキュリティの構成

jps-config.xmlという名前のファイルが生成されます。このファイルは、「アプリケーション・リソース」パネルで、「ディスクリプタ」→「META-INF」を開いて確認できます。
通常は、Oracle Application Development Frameworkなどの重量フレームワーク上に作成されるより複雑なユーザー・インタフェースが使用されますが、簡単にするために、発行者アプリケーションには基本のHTTPサーブレットを使用します。
フロントエンドの発行者アプリケーションのHTTPサーブレットを作成する手順は、次のとおりです。
「クラス」フィールドにEssDemoAppServletと入力します。oracle.apps.ess.howtoと入力し、「次へ」をクリックします。ESSDemoAppServlet.javaのコンテンツを例7-6に示すコードで置き換えます。例7-6 フロントエンドの発行者アプリケーションのHTTPサーブレット・コード
Oracle Enterprise SchedulerメタデータおよびランタイムEJB参照を追加するには、web.xmlファイルを編集する必要があります。
フロントエンドの発行者アプリケーションのweb.xmlファイルを編集する手順は、次のとおりです。
/essdemoappservlet URLパターンを/essdemoappservlet/*に変更します。weblogic-application.xmlファイルを作成し、編集する必要があります。
フロントエンドの発行者アプリケーションのweblogic-application.xmlファイルを編集する手順は、次のとおりです。
weblogic-application.xmlファイルのコンテンツを例7-7に示すXMLで置き換えます。例7-7 フロントエンドの発行者アプリケーションのweblogic-application.xmlにコピーするコンテンツ
ホスティング・アプリケーションで作成されたメタデータを共有するようにアプリケーションに通知するには、adf-config.xmlファイルを編集する必要があります。
フロントエンドの発行者アプリケーションのadf-config.xmlファイルを編集する手順は、次のとおりです。
adf-config.xmlファイルのコンテンツを例7-8に示すXMLで置き換えます。例7-8 フロントエンドの発行者アプリケーションのadf-config.xmlにコピーするコンテンツ
フロントエンドのサンプル・アプリケーションを作成した後、Oracle JDeveloperを使用してアプリケーションをアセンブルします。
フロントエンドのアプリケーションをアセンブルするには、次を実行します:
EJB Javaアーカイブ・ファイルには、Javaジョブ実装のディスクリプタが含まれています。
フロントエンドの発行者アプリケーションのEJB JARファイルをアセンブルする手順は、次のとおりです。
JAR_SuperEssEjbJarに設定します。WebアプリケーションのWebアーカイブ・ファイルを作成する必要があります。
フロントエンドの発行者アプリケーションのWARファイルをアセンブルする手順は、次のとおりです。
WAR_SuperWebWarに設定します。ESSDemoAppUIと入力します。サンプル・アプリケーションには、EssDemoAppのバックエンドのアプリケーションをアセンブルするMARプロファイルおよびEARファイルが含まれている必要があります。
フロントエンドの発行者アプリケーションのMARおよびEARファイルを作成する手順は、次のとおりです。
MAR_EssDemoAppUIMarと入力し、「OK」をクリックします。EAR_EssDemoAppUIEarと入力し、「OK」をクリックします。「アプリケーション名」フィールドにEssDemoAppUIと入力します。WAR_SuperWebWarを選択します。「MAR_ESSDemoAppUIMar」を選択して「JAR_SuperEssEjbJar」を選択します。「プロジェクト・プロパティ」→「SuperWeb」→「ライブラリとクラスパス」ウィンドウに移動します。「ライブラリの追加」ボタンを使用して、次のライブラリを追加します。
次の手順は、Oracle Enterprise Schedulerプロパティの値を設定する方法を示しています。
EssDemoAppUIを入力します。 ソース・エディタを使用して、weblogic-application.xmlから次の行を削除します。
アプリケーションをアセンブルした後、サーバーにデプロイできます。
フロントエンドの発行者アプリケーションをデプロイする手順は、次のとおりです。
/oracle/apps/ess/howtoネームスペースにマップされた共有リポジトリを見つけます。そのパーティションを、EssDemoAppのデプロイ時に使用したパーティションに変更します。デフォルト値を使用した場合、これはEssDemoApp_V2.0になります。図7-23 「Oracleデプロイメント構成」ウィンドウ

この章では、Oracle Enterprise Schedulerメタデータ・サービスを使用して、スケジュール、ジョブ定義およびその他のOracle Enterprise Schedulerメタデータをメタデータ・ストアに作成し、更新および管理する方法について説明します。メタデータ・サービス問合せメソッドを使用して、メタデータ・リポジトリ内に格納されているオブジェクトをリストすることもできます。
この章の内容は次のとおりです。
ジョブ定義の作成方法の詳細は、「PL/SQLジョブの作成と使用」および「プロセス・ジョブの作成と使用」の章を参照してください。
Oracle Enterprise Schedulerでは、メタデータ・サービスを提供し、使用するアプリケーション・プログラムに対して、ステートレス・セッションEnterprise Java Bean (EJB)として公開します。メタデータ・サービスを使用すると、アプリケーション・レベルのメタデータ・オブジェクトを作成、更新および管理できます。
メタデータ・サービスでは、Oracle Metadata Services (MDS)を使用してメタデータ・オブジェクトをリポジトリに保存します(データベース・ベースまたはファイル・ベースのいずれかのリポジトリを使用できます)。メタデータ・サービスを使用すると、複数のジョブ・リクエストの発行をまたいで、アプリケーション・レベルのメタデータを再使用できます。
Oracle Enterprise Schedulerのメタデータ・オブジェクトには、次のものがあります。
MetadataServiceMXBeanおよびMetadataServiceMXBeanProxyが備えられています。 注意:
Oracle Enterprise Schedulerメタデータ・オブジェクトは、アプリケーション・レベルのメタデータとグローバル・メタデータの両方で使用されます。
アプリケーション・レベル・メタデータ・オブジェクトへのアクセスは、MetadataServiceインタフェースでのみ公開されます。MetadataServiceはステートレス・セッションEJBとして公開されます。外部クライアントは、対応するEJBを使用してサービスにアクセスする必要があります。クライアントは内部API層と直接相互作用できません。アプリケーション・クライアントが、ステートレス・セッションEJB経由でメタデータ・サービスを使用する場合、複数のメソッドが1つのユーザー・トランザクション内でコールされるときなどに、複数のコールをまたいで状態を格納するMetadataServiceHandle引数への参照が、このインタフェース内のすべてのメソッドによって受け取られます。MBeanProxyインタフェースでは、ハンドルは必要ありません。
Oracle Enterprise Schedulerアプリケーションでは、MetadataServiceHandleにアクセスしたり操作する必要はありません。アプリケーションで行う必要があるのは、openメソッドによって作成される参照を保持し、コールされるメソッドにそれを渡すことです。最後に、closeメソッドをコールしてハンドルを明示的にクローズする必要があります。特定のハンドルを使用して加えられたすべての変更は、closeメソッドをコールすることによってのみコミット(または中断)されます。
メタデータ・オブジェクト名は、特定のパッケージまたはネームスペースのスコープ内で一意である必要があります。特定のパッケージ内に、同じ名前を持つ、同じタイプの2つのメタデータ・オブジェクトを作成することはできません。
各Oracle WebLogic Serverドメインには通常、1つのメタデータ・リポジトリが含まれます。メタデータ・リポジトリは複数のパーティションに分割され、各パーティションはリポジトリ内の他のパーティションから独立し、分離しています。
アプリケーションごとに、使用するパーティションを選択できます。2つのアプリケーションで1つのパーティションを共有することもできます。
パーティション内では、データを任意の方法で編成できます。通常、データはオペレーティング・システムのファイル・システムのように階層的に編成されます。ファイル・システムで使用されるフォルダやディレクトリのかわりに、メタデータ・サービスでは、ファイルを見つけるために使用される一意の名前を形成するネームスペースまたはパッケージ名を使用します。
その他すべてのOracle Enterprise Schedulerアプリケーションでは、アプリケーション・レベルのメタデータを含むアプリケーション名およびオプションのパッケージ名がネームスペース/oracle/apps/essの下に表示されます。たとえば、application1という名前のアプリケーションのメタデータ・リポジトリをdev、testおよびproductionという名前のパッケージに分割できます。
このアプリケーションのメタデータ・リポジトリの構造は、次のようになります。
メタデータ・オブジェクトを作成する各メタデータ・サービス・メソッドでは、ディレクトリ構造のパッケージ部分を指定する必須のpackageName引数を使用します。
Oracle Enterprise Schedulerメタデータ・リポジトリにアクセスすると、次を含む、様々なタイプのメタデータ・サービス操作を実行できるようになります。
forUpdateフラグの値に応じて、読取り専用特性またはトランザクション特性のいずれかを持ちます。 クライアントはステートレス・セッションEJB経由でメタデータ・サービスにアクセスするため、各メソッドでMetadataServiceHandle引数への参照が使用されます。この引数には、メタデータ・サービス操作の状態が格納されます。メタデータ・サービスのopen()メソッドにより、各メタデータ・リポジトリのユーザー・トランザクションが開始されます。Oracle Enterprise Schedulerアプリケーション・クライアントでは、open()メソッドによりMetadataServiceHandle参照を取得し、後続のメタデータ・サービス・メソッドにこの参照を渡します。MetadataServiceHandle参照によって、コール側アプリケーションのメタデータ・リポジトリへの接続が提供されます。
メタデータ・サービスを使用するクライアント・アプリケーションでは、close()をコールして、メタデータ・サービス・トランザクションを明示的に閉じる必要があります。これによりトランザクションが終了し、トランザクションがコミットまたはロールバック(取消し)されます。close()はメタデータ・サービス内のトランザクション動作を制御するだけでなく、Oracle Enterprise Schedulerにより特定のリソースを解放できるようにします。このため、close()はメタデータ・サービスの読取り専用query()およびget()操作でも必須となります。
注意:
メタデータ・サービスではJTAグローバル・トランザクションはサポートされませんが、トランザクションの境界でメタデータ・サービス・コールを行うことはできます。Beanまたはコンテナ管理のトランザクションでメタデータ・サービス・コールを行うことはできますが、このコールはトランザクションの一部ではありません。
メタデータ・サービスにアクセスするには、いくつかの方法があります。
メタデータ・サービスにアクセスする手順は次のとおりです。
oracle.as.scheduler.management APIを使用して管理機能を実行するアプリケーションで使用されます。 oracle.as.scheduler.management APIを使用して管理機能を実行するアプリケーションで使用されます。管理クライアントがOracle Enterprise Schedulerに対してリモートにある場合は、MBeanプロキシを使用します。 ユーザー・アプリケーションでは、アプリケーション・レベルのメタデータ操作を行うために、ステートレス・セッションEJBを使用してメタデータ・サービスにアクセスします。ユーザーは、JNDIを使用してOracle Enterprise Schedulerアプリケーションに関連付けられているメタデータ・サービスを参照できます。
例8-1に、アプリケーション・レベルのメタデータを使用できるようにする、Oracle Enterprise Schedulerメタデータ・サービスのJNDIルックアップを示します。getMetadataServiceEJB()メソッドでは、名前"ess/metadata"を使用してメタデータ・サービスを参照することに注意してください。通常、Oracle Enterprise Schedulerアプリケーションでは、MetadataServiceBeanへのEJB参照に"ess/metadata"を使用します。
例8-1 メタデータ・サービスへのステートレス・セッションEJBアクセスのためのJNDIルックアップ
設計時に、Oracle JDeveloperを使用して、アプリケーション・レベルのメタデータ・オブジェクトを作成、表示および更新できます。
メタデータ・サービスの問合せメソッドを使用すると、メタデータ・リポジトリ内のオブジェクトを表示できます。
queryJobTypes()メソッドを使用してジョブ・タイプの問合せを、queryJobDefinitions()メソッドを使用してジョブ定義の問合せを実行でき、その他のメタデータ・オブジェクトについても同様に対応するMetadataService問合せメソッドを使用して問合せを実行できます。
問合せと組み合せてフィルタを使用し、必要な項目のみを取得するように出力を制限できます(SQL WHERE句を使用する場合と同様の方法で)。
フィルタにより、問合せの比較または条件を指定します。フィルタは、field引数(String)、comparatorおよび関連するvalue(Object)を含む比較を作成することにより作成します。フィルタでは、フィルタ・メソッドを使用して比較を組み合せてフィルタ式を作成できます。
表8-1に比較演算子(comparator引数)をリストします。
表8-1 フィルタ比較演算子
| 比較演算子 | 説明 |
|---|---|
| フィールドに指定された値が含まれる |
| フィールドが指定された値で終了する |
| フィールドが指定された値に等しい |
| フィールドが指定された値より大きい |
| フィールドが指定された値以上 |
| フィールドが指定された値未満 |
| フィールドが指定された値以下 |
| フィールドに指定された値が含まれない |
| フィールドが指定された値と等しくない |
| フィールドが指定された値で始まる |
例8-2に、新しいフィルタを作成するコードを示します。
表8-2 MetadataService問合せフィールド
| 問合せフィールド | 説明 |
|---|---|
| パッケージの名前。 |
| ジョブ定義名。 |
| ジョブ定義に関連付けられているジョブ・タイプ。 |
| ジョブ実行タイプ(同期または非同期)。 |
| リクエスト・カテゴリの名前。 |
| ジョブ・セット実行モード(パラレルまたはシリアル)。 |
| ジョブ・セットの最初のステップ。 |
| 作業割当てがアクティブかどうかを示します。 |
| ジョブが関連付けられている製品の名前を示します。 |
| このジョブが実行されるホスティング・アプリケーションの名前。 |
| ジョブに関連付けられる論理クラスタ。 |
例8-2 問合せに対するフィルタ・コンパレータを使用したフィルタの作成
MetadataService問合せにより、MetadataObjectIDsの列挙リストが次の形式で返されます。
例8-3に、メタデータ内のジョブ・タイプのリストを問い合せるサンプル・ルーチンを示します。
例8-3には、queryJobTypes()メソッドを使用するための次の重要なステップが示されています。
MetadataServiceHandleのインスタンスを取得して、メタデータ・リポジトリへの参照を提供する必要があります。 orderBy引数を使用して決定するか、orderBy引数をNULLに設定して特定の順序付けが適用されないことを示します。 ascending引数を設定します。結果リストに順序付けが適用される場合、ascending引数をtrueに設定して昇順を指定するか、falseに設定して降順を指定します。 例8-3 メタデータ・サービスの問合せメソッドの使用
この章では、Oracle Enterprise Schedulerメタデータおよびジョブ・リクエストで発行するランタイム・サービスで、パラメータと値を定義する方法について説明します。特定のパラメータが、Oracle Enterprise Schedulerシステム・プロパティの値またはアプリケーション定義のプロパティの値を表すことがあります。
この章の内容は次のとおりです。
Oracle Enterprise Schedulerシステム・プロパティは、Oracle Enterprise Schedulerによって予約された名前を持つパラメータです。一部のシステム・プロパティについては、ユーザーが値を指定しなかった場合の値が定義されているか、デフォルト値が提供されます。
Oracle Enterprise Schedulerパラメータは次のように定義できます。
Oracle Enterprise Schedulerシステム・プロパティの詳細は、「システム・プロパティの使用」を参照してください。
Oracle Enterprise Schedulerアプリケーション定義のプロパティおよびシステム・プロパティでは、大文字と小文字が区別されます。たとえば、アプリケーション定義のプロパティ名USER_PARAおよびuser_paraは、Oracle Enterprise Schedulerでは異なるパラメータを表します。
アプリケーション定義のプロパティを使用する場合、Oracle Enterprise Schedulerでは、Oracle Enterprise Scheduler定義のシステム・プロパティ用に、"SYS_"で始まる名前(大文字と小文字を区別しません)が予約されていることに注意してください。このため、"SYS_"で始まる名前(大文字と小文字を区別しません)を持つアプリケーション定義のプロパティは使用できません。
Oracle Enterprise Schedulerでは、ジョブ・リクエストを発行するときに、ジョブ・メタデータで指定されたパラメータとすべての発行パラメータを組み合せて、ランタイム・リクエスト・パラメータを作成します。ランタイム・パラメータはデータベース・ランタイム・ストアに保存され、リクエストの後続処理で使用されます。メタデータ・パラメータは、発行時におけるメタデータ・リポジトリでの定義に従い、ジョブ定義、ジョブ・タイプ、および該当する場合はジョブ・セットから取得されます。その後、リクエストが処理されるときに、メタデータに変更が加えられたり、使用されることは通常ありません。Oracle Enterprise Schedulerにより、ジョブ・メタデータまたは発行パラメータに関連付けられている名前と同じ名前を持つパラメータの競合が解決されます。
パラメータの競合は、次の場合に発生することがあります。
SystemProperty.PRIORITYプロパティが異なる値で設定される場合です。 ParameterInfo readonlyフラグがtrueに設定されて読取り専用として指定されている場合。 パラメータの競合を解決するために、Oracle Enterprise Schedulerでは次のいずれかの競合解決モデルおよび表9-1に示されているパラメータ値継承階層を使用します。
readonlyフラグがfalseに設定されて繰り返し定義されている場合に使用されます。最後の定義優先モデルでは、最上位レベル(最後の定義)が優先されるという優先順位ルールに従って競合が解決されます。たとえば、ジョブ・リクエスト・レベルで指定されたプロパティは、ジョブ定義レベルで指定された同じプロパティより優先されます。 ParameterInfo readonlyフラグがtrueに設定されている)場合に使用されます。最初の読取り専用定義優先モデルでは、表9-1に示されている優先順位ルールに従ってパラメータの競合が解決され、最下位レベルが優先されます。たとえば、ジョブ・タイプ定義レベルで指定された読取り専用パラメータは、ジョブ定義レベルで指定された同じプロパティよりも、それが読取り専用かどうかに関係なく優先されます。 表9-1 パラメータの優先順位レベル
| オブジェクト | レベル |
|---|---|
| 1 - 最下位レベル |
| 2 |
| 3 |
| 4 |
ジョブ・リクエスト( | 5 - 最上位レベル |
図9-1に、様々なコンポーネントで定義されるパラメータによって採用される、優先順位の順序を示します。
図9-1 パラメータの優先順位

ジョブ・リクエストの場合は、ジョブ・タイプによって定義されるパラメータの優先順位が最も高く、その次がジョブ定義で定義されるパラメータとなります。ジョブ・リクエストとともに発行されるパラメータが最も低い優先順位を取ります。ジョブ・セット・リクエストの場合は、ジョブ・セットによって定義されるパラメータの優先順位が最も高く、その次がジョブ・セットの子として実行されるジョブ・リクエストによって定義されるパラメータとなります。
ジョブ・セット・ステップ・パラメータがマテリアライズされるとき、ジョブ・セットで次のいずれかのシステム・プロパティが読取り専用として定義されており、かつ、それらのプロパティが最上位のジョブ・セット、つまり絶対親のジョブ・セットの定義内で定義されている場合は、ジョブ・セット・ステップ・レベルで設定された値が、ジョブ・セット値によってオーバーライドされます。これにより、特定のジョブ・セットのコンテキスト内で実行されるすべての定義、ジョブ定義またはジョブ・セット定義が、同じ値を使用して実行されるようになります。
PRIORITY
REQUEST_EXPIRATION
RETRIES。ステップ定義値が0より大きい場合のみ。
0の値はジョブを再起動できないことを意味する場合があるため、RETRIESには例外があります。つまり、ステップがRETRIES = 0と定義されている場合、これはオーバーライドされず、ステップがRETRIES > 0と定義される場合には、ジョブ・セット値によってオーバーライドされます。
ジョブ・セット・ステップ・リクエストのプロパティのマテリアライズは、ジョブ・セットの処理中に、そのステップに到達したときに実行されます。ジョブ・ステップ・リクエストのプロパティは、次の順序でマテリアライズされます。
例9-2に、ジョブ・セット・ステップのパラメータの優先順位を示します。
図9-2 ジョブ・セット・ステップのパラメータの優先順位

ジョブ・セットにジョブ・セットであるステップが含まれる場合、これはネストされたジョブ・セットです。ネストされたジョブ・セットには、表9-1に示されている優先順位が適用されます。ネストされたジョブ・セットに到達すると、Oracle Enterprise Schedulerにより親リクエストのパラメータが適用され、親リクエストのパラメータは同じ優先順位に従います。これにより、親リクエスト、ジョブ・セットおよびジョブ・セット・ステップのパラメータが、ネストされたジョブ・セットによって継承されます。
Oracle Enterprise Schedulerメタデータには、メタデータ・オブジェクトに関連付けることができるパラメータが含まれます。パラメータには、アプリケーション定義のプロパティと特定の定義(メタデータ・オブジェクト)のシステム・プロパティの両方を含めることができます。
ParameterListクラスのインスタンスによって、特定のジョブ定義、ジョブ・タイプまたはジョブ・セットのパラメータが宣言されます。特定のジョブ定義、ジョブ・タイプまたはジョブ・セット定義のパラメータを設定するには、ParameterListオブジェクトをメタデータ・オブジェクトのsetParameters()メソッドとともに使用するか、コンストラクタを使用してParameterListを提供します。パラメータ・リストにパラメータ情報を提供するために、各ParameterListオブジェクトには、パラメータを表すParameterInfoオブジェクトが含まれています。各パラメータは、表9-2に示されているプロパティを使用して定義されます。
表9-2 ParameterInfoパラメータ・プロパティ
| パラメータ・プロパティ | 説明 |
|---|---|
名前 | パラメータ名を指定します。 |
値 | パラメータ値を指定します。 |
Readonly | このブール・フラグは各パラメータに設定できます。このフラグは、パラメータが読取り専用であるかどうかを示します。
読取り専用パラメータの値は、このパラメータが定義されているオブジェクト自体では変更できます。たとえば、このパラメータがジョブ・タイプ内で読取り専用パラメータとして定義されている場合、その値はジョブ・タイプ定義自体では変更できますが、そのジョブ・タイプを使用するジョブ定義やリクエスト発行パラメータで値をオーバーライドすることはできず、パラメータ値に指定された競合解決ルールが適用されます。詳細は、「パラメータの競合解決方法およびパラメータのマテリアライズに関する必知事項」を参照してください。 |
Legacy | GUIで使用される場合にパラメータを表示するかどうかを指定するブール値。 |
DataType | 値には、サポートされているいずれかの型(Boolean、Integer、Long、Stringおよび日付を |
ジョブ・リクエストのパラメータの優先順位に適した異なるレベルでパラメータを設定できます。たとえば、ジョブ・タイプ、ジョブ定義、ジョブ・セット、ジョブ・セット・ステップまたはリクエスト発行パラメータに適用されるパラメータを設定できます。優先順位ルールの詳細は、「パラメータの競合解決方法およびパラメータのマテリアライズに関する必知事項」を参照してください。
例9-1に、ParameterListを使用して、メタデータ・オブジェクトでパラメータとシステム・プロパティの値を設定するコードを示します。
例9-1には、メタデータ・オブジェクトでパラメータを使用するための次の重要なステップが示されています。
ParameterList add()メソッドを使用する必要があります。 SystemPropertyをパラメータの名前として使用して、システム・プロパティの値を指定できます。 ParameterListのパラメータ情報で定義した名前を使用して、アプリケーション定義のプロパティを指定できます。 ParameterListで指定されたパラメータをメタデータ・オブジェクトに適用するには、メタデータ・オブジェクトのsetParameters()メソッドを使用する必要があります。この場合、ジョブ定義のsetParameters()メソッドを使用します。 例9-1 メタデータ・オブジェクトでのパラメータおよびシステム・プロパティの追加
RequestParametersオブジェクトをsubmitRequest()とともに指定して、ジョブ・リクエストを発行するときのパラメータを指定できます。リクエスト・パラメータでは、メタデータで指定されているパラメータをオーバーライドしたり、ジョブ・リクエストに関連付けられているメタデータで事前に定義されていないパラメータの値を指定できます(一定の制約が適用されます)。
ランタイム・サービスのsetRequestParameter()メソッドを使用して、リクエストが発行された後にリクエスト・パラメータを設定または変更することもできます(一定の制約が適用されます)。
submitRequest()メソッドでは、メタデータ内にリクエスト・パラメータの定義が存在する場合に、各リクエスト・パラメータをその定義に対して検証します。このような検証には、メタデータで指定されたデータ型に対するパラメータのデータ型の検証、パラメータの読取り専用制約の検証などがあります。指定されたリクエスト・パラメータが対応するメタデータ内に存在しない場合、そのパラメータのデータ型は、パラメータ値にinstanceofを適用することによって決定されます。リクエスト・パラメータ値のデータ型は、ParameterInfo.DataTypeで指定されている、サポートされているいずれかの型である必要があります。
リクエスト・パラメータの値がNULLであり、メタデータ内でプロパティが割り当てられていない場合は、submitRequest()のコール時にデフォルトでSTRINGデータ型に設定されます。Oracle Enterprise Schedulerにより、パラメータにnull値が割り当てられます。そのため、メタデータ内でパラメータを割り当てる必要はありません。
RuntimeService setRequestParameter()メソッドは、事前に定義されていないリクエスト・パラメータをジョブにより実行中に設定できるようにします。
ジョブ・リクエストを発行するとき、RequestParametersオブジェクトでパラメータを設定します。このパラメータは、Oracle Enterprise Schedulerシステム・プロパティまたはアプリケーション定義のプロパティを表すことがあります。RequestParametersパラメータ値を使用して、メタデータで指定されているパラメータをオーバーライドするか、ジョブ・リクエストに関連付けられているメタデータで事前に定義されていないパラメータの値を指定できます。
例9-2に、RequestParametersオブジェクトをadd()メソッドとともに使用して、システム・プロパティ値を設定するコードを示します。
この例では、rs_handleという名前でユーザーが作成したruntimeServiceHandleがあることを前提としています。
例9-2 PRIORITYシステム・プロパティとリクエスト・パラメータの使用
RequestParametersオブジェクトは、リクエストのすべてのパラメータのコンテナです。一部のRequestParametersメソッドでは、引数としてステップIDを使用します。このようなメソッドを使用すると、リクエストを発行するときにジョブ・セットのパラメータを指定でき、パラメータは、ジョブ・セット・リクエストに関連付けられている個別のステップに指定またはスコープできます。このようなメソッドでは、ステップID引数によって、特定のパラメータが適用される、ジョブ・セット内のステップが識別されます。ジョブ・セット以外のリクエストでは、ステップIDは適用されませんが、アプリケーションの要件に応じてパラメータを使用できます。
add()などのRequestParametersメソッド内でステップIDを指定する場合は、次の形式でステップIDを指定する必要があります。
ここでは、完全修飾ステップIDによって、ジョブ・セット階層(ツリー)内の一意のステップ(ノード)が示されます。
ジョブ・セット・リクエスト内のステップIDを持たないパラメータはグローバル・パラメータとして処理され、ジョブ・セット・リクエストのそれぞれのステップに適用されます。RequestParametersのステップID引数により、共有パラメータがサポートされます。このパラメータは、ジョブ・セットと、ジョブ定義またはジョブ・タイプのいずれかの両方に適用できます。
Oracle Enterprise Schedulerにより、セパレータとしてコロンが使用されたstepId:nameという形式でステップIDが名前の前に付加され、一意の識別子が生成されます。
例9-3に、RequestParametersオブジェクトをadd()メソッドで指定されるステップIDとともに使用して、ジョブ・セット内のステップにシステム・プロパティ値を設定するコードを示します。
この例では、rs_handleという名前でユーザーが作成したruntimeServiceHandleがあることを前提としています。
例9-3 CLASS_NAMEシステム・プロパティとジョブ・セット・リクエスト・パラメータの使用
Oracle Enterprise Schedulerでは、SystemPropertyクラスで、システムによって認識され使用されるパラメータ名を表します。システム・プロパティは、アプリケーション・メタデータ内でパラメータ名として指定したり、リクエストを発行するときにリクエスト・パラメータを使用して指定できます。Oracle Enterprise Schedulerでは、リクエストが発行されたとき、またはリクエストのライフ・サイクルにおけるいずれかの時点で、特定のシステム・プロパティを設定します。
表9-3に、oracle.as.scheduler.SystemPropertyで定義される、使用可能なシステム・プロパティのリストを示します。ほとんどのシステム・プロパティはすべてのジョブ・タイプで共通ですが、表9-3の説明に示されているように、特定のジョブ・タイプに固有のシステム・プロパティもあります。
パラメータを使用する場合、Oracle Enterprise Schedulerでは、Oracle Enterprise Scheduler定義のプロパティ用に、"SYS_"で始まるパラメータ名(大文字と小文字を区別しません)が予約されていることに注意してください。
表9-3 システム・プロパティ
| 名前 | 説明 |
|---|---|
| 同じジョブ定義の複数のリクエストの保留を許可するかどうかを指定します。このプロパティはジョブ・セット・ステップには影響しません。 型: |
| リクエストの処理に使用されるJava EEアプリケーションの論理名を指定します。このプロパティは、リクエスト送信時にOracle Enterprise Schedulerによって自動的に設定されます。 型: |
| プロセッサが実行を開始した後に、非同期リクエストを待機する時間を分数で指定します。この期間が経過すると、リクエストはタイムアウトしたとみなされます。 型: |
| 実行ビジネス・エラーを表す、プロセス・ジョブ・リクエストのプロセス終了コードを指定します。このプロパティが指定されていない場合、プロセス終了コード4は実行ビジネス・エラーとして処理されます。 このプロパティはプロセス・ジョブ・タイプではオプションです。他のジョブ・タイプでは使用されません。 型: |
| Javaジョブ・リクエストのJava実行可能ファイルを指定します。これは、 型: |
| プロセス・ジョブ・リクエストに対して外部プログラムを起動するために使用されるコマンド行を指定します。 このプロパティはプロセス・ジョブ・タイプの必須プロパティです。他のジョブ・タイプでは使用されません。 型: |
| UNIXまたはUNIXに類似したオペレーティング・システムでプロセス・タイプ・リクエスト実行可能ファイルを実行するための完全なコマンド行を指定します。一般的に、このプロパティはジョブ・タイプ内で指定され、実行可能ファイルの名前、パスおよび引数により、実行時に置換される値が指定されます。 次のプロパティ 型: |
| Windowsオペレーティング・システムでプロセス・タイプ・リクエスト実行可能ファイルを実行するための完全なコマンド行を指定します。一般的に、このプロパティはジョブ・タイプ内で指定され、実行可能ファイルの名前、パスおよび引数により、実行時に置換される値が指定されます。 プロパティ 型: |
| リクエストを処理するために使用される有効なアプリケーションであるJava EEアプリケーションの論理名を指定します。 型: |
| EJBの操作名を指定します。これは、適切なビジネス・メソッドに分岐するBean実装によって使用可能です。このプロパティは、EJBジョブ・タイプに使用されます。 型: |
| プロセス・ジョブ・リクエストの生成されたプロセスに対して設定する環境変数を指定します。プロパティ値は、設定される環境変数を表す名前/値ペア(name=value)のカンマ区切りリストである必要があります。 このプロパティはプロセス・ジョブ・タイプではオプションです。他のジョブ・タイプでは使用されません。 型: |
| Oracle Enterprise SchedulerサーバーのJNDIにバインドされる、Oracle Enterprise SchedulerのAsyncRequest EJBのマップされた名前を指定します。 型: |
| 基礎となるOracle Enterprise SchedulerサーバーのJNDIプロバイダのCSF KEY名を示す名前を指定します。このプロパティは、ホスティング・アプリケーションのEssConfig内で設定できます。 型: |
| Oracle Enterprise SchedulerサーバーのJNDIにバインドされる、Oracle Enterprise SchedulerのRuntimeService EJBのマップされた名前を指定します。このプロパティは、EJBジョブ・タイプに使用されます。 型: |
| Oracle Enterprise SchedulerサーバーのJNDIにバインドされる、Oracle Enterprise SchedulerのMetadataService EJBのマップされた名前を指定します。 型: |
| プロセス・タイプ・リクエストの実行可能ファイルの名前を指定します。値には、実行可能ファイルのパスを含めないでください。 プロパティ 型: |
| UNIXまたはUNIXに類似したオペレーティング・システムでのプロセス・タイプ・リクエスト用の実行可能ファイルが存在するディレクトリを指定します。 型: |
| Windowsオペレーティング・システムでのプロセス・タイプ・リクエスト用の実行可能ファイルが存在するディレクトリを指定します。 型: |
| プロセス・タイプ・リクエスト用の実行可能ファイルのファイル拡張子を指定します(汎用のUNIXまたはUNIXに類似したオペレーティング・システムで実行される場合)。デフォルトは拡張子なしです。 型: |
| プロセス・タイプ・リクエスト用の実行可能ファイルのファイル拡張子を指定します(Windowsオペレーティング・システムで実行される場合)。デフォルトは拡張子なしです。 型: STRING |
| ジョブの実行ステージの実行前に、以前にインポート済のリクエストの出力コンテンツをリクエストの出力ディレクトリに自動的にエクスポートするかどうかを指定します。このプロパティは、プロセス、同期Javaおよび非同期Javaジョブ・タイプの実行ステージに適用できます。非同期Javaジョブ・タイプまたはPL/SQLジョブ・タイプの更新ステージには適用されません。 有効な値は次のとおりです。
このプロパティが指定されていない場合、システムのデフォルトである 型: |
| 実行時間が過去である繰返しリクエストのインスタンスを生成するかどうかを指定します。インスタンスは、リクエスト開始時間の前およびリクエスト終了時間の後には生成されません。過去のインスタンスが生成されるようにするには、このプロパティをTRUEに設定し、リクエスト開始時間をインスタンス生成を開始する最初の時間として指定する必要があります。リクエスト開始時間がnullである場合、現在の時間にデフォルト設定されます。 このプロパティの有効な値は次のとおりです。
このプロパティが指定されていない場合、 型: |
| 非同期Javaジョブの外部部分の識別子を指定します。たとえば、非同期Javaジョブでは通常リモート・プロセスを起動してから、Oracle Enterprise Schedulerに制御を戻します。このプロパティはリモート・プロセスの識別に使用されます。このプロパティは、識別子の判明時に非同期Javaジョブのジョブ実装によって設定されます。Oracle Enterprise Schedulerによっては設定されません。 型: |
| ジョブのリモート・コンポーネントのタイプのインジケータを指定します。非同期Javaジョブ、WebServiceジョブまたはEJBジョブなどのリモート・コンポーネントを含むリクエストの場合、このプロパティはリモート・ジョブの性質を指定します。現在サポートされている外部ジョブ・タイプは、 サポートされている値は このプロパティは省略可能です。指定されていない場合、ジョブの実装方法にかかわらず、Oracle Enterprise Schedulerによってリクエストが外部ジョブ・タイプに関連付けられません。 型: |
| このリクエストがバインドされるOracle Enterprise Scheduler分離グループの名前を指定します。このプロパティは、リクエスト送信時にOracle Enterprise Schedulerによって自動的に設定されます。 型: |
| リクエストに対する入力を指定します。シリアル・ジョブ・セットへの入力は、最初のステップのみへの入力として転送されます。パラレル・ジョブ・セットへの入力は、すべてのパラレル・ステップへの入力として転送されます。 Oracle Enterprise Schedulerによって、このプロパティの値に指定される形式はありません。 型: |
| リモートWebサービスを起動するための入力として使用されるXMLメッセージ・ペイロードを指定します。このプロパティは、EJBジョブ・タイプおよびWebServiceジョブ・タイプに使用されます。このプロパティは、EJBジョブ・タイプのパススルー・パラメータです。 型: |
| キーストア内のユーザー名およびパスワードにマップされるCSF別名を指定します。この特定のユーザー名/パスワードは、 型: |
| ローカル/リモート・サーバーのJNDIにバインドされるEJBのマップされた名前を指定します。このプロパティは、EJBジョブ・タイプに使用されます。 型: |
| リモート・サーバーに関連するJNDIプロバイダのURLを指定します。このプロパティはオプションであり、EJBおよびOracle Enterprise Schedulerがリモートに配置されている場合のみ必要です。このプロパティが指定されていない場合、ジョブはローカル・サーバーで実行されます。このプロパティは、EJBジョブ・タイプに使用されます。 型: |
| リクエストに関連付けられるイベント・リスナー・クラスを指定します。これは、 型: |
| リクエストに関連付けられるロケールを指定します。 型: |
| 論理クラスタの名前を指定します。論理クラスタは物理クラスタに関連する情報で構成され、通常、ホスティング・アプリケーションの構成内に格納されます。論理クラスタ名は、アプリケーションの構成内の物理クラスタ情報セットへの参照です。プロパティが指定されていない場合、論理クラスタはリクエストに関連付けられません。 型: |
| リクエストからの出力を指定します。 シリアル・ジョブ・セットの出力は、最後のステップの 型: |
| 後処理コールアウト・ハンドラ・クラスを指定します。これは、 型: |
| 前処理コールアウト・ハンドラ・クラスを指定します。これは、 型: |
| リクエスト処理の優先度を指定します。優先度の範囲は[0..9]であり、0が最下位の優先度を、9が最上位の優先度を示します。 デフォルト: このプロパティが指定されていない場合、システムのデフォルト値は4です。 型: |
| SQLジョブ・リクエストでコールされるPL/SQLストアド・プロシージャの名前を指定します。ストアド・プロシージャは、schema.nameの形式で指定する必要があります。 このプロパティはSQLジョブ・タイプの必須プロパティです。他のジョブ・タイプでは使用されません。 型: |
| リクエストを送信したアプリケーション内の製品を指定します。 型: |
| プロセス・タイプ生成プロセスの実行可能ファイルに渡される引数を指定します。 型: |
| プロセス・ジョブ・リクエストに対して標準出力およびエラー・ストリームがリダイレクトされるファイルを指定します。これは、リクエストが実行されたときに、生成されたプロセスに対して標準出力およびエラー・ストリームがリダイレクトされるログ・ファイルのフルパスを表します。 このプロパティはプロセス・ジョブ・タイプではオプションです。他のジョブ・タイプでは使用されません。 型: |
| コールアウト・ハンドラの処理遅延時間を指定します。コールバック・ハンドラによって遅延がリクエストされたときに、リクエスト処理を遅延させる時間を分単位で示します。 デフォルト: このプロパティが指定されていない場合、使用されるシステムのデフォルトは5です。 型: |
| リクエストのアプリケーション固有ラベルを指定します。アプリケーションまたはシステムの管理者が定義したラベルを指定することで、管理者は独自の要件に応じてジョブ・リクエストをグループ化できます。 型: |
| プロセス・ジョブ・リクエストに関連付けられている有効なエンコーディングを指定します。 SpawnLauncherにより、次の優先順序で、生成されたジョブ・リクエストのロケール設定が決定されます。
有効なエンコーディングは、プロセスが生成される前に計算され、このプロパティに格納されます。これは、リクエストのログおよび出力に使用するエンコーディングの決定に後で使用されます。 型: |
| リクエストの有効期限を指定します。これは、リクエストの有効期限が切れる時間を、スケジュールされた実行時間からの分数で表します。有効期限値のゼロ(0)は、リクエストが有効期限切れにならないことを意味します。このプロパティが指定されていない場合、システムのデフォルト値は0です。 リクエストの有効期限は実行待機中のリクエストにのみ適用されます。指定された有効期限よりも待機時間が長いリクエストは実行されません。リクエストの実行が開始された後は、リクエストの有効期限は適用されません。 型: |
| リクエスト・ロギングのログ・レベルを指定します。ログ・レベルの有効値は、 型: |
| リクエストを処理するリクエスト・プロセッサ・ノードを指定します。これにより、リクエストにプロセッサ・アフィニティを指定できるようになります。このプロパティが指定されていない場合、使用可能な任意のリクエスト・プロセッサ・ノードでリクエストを実行できます。通常、このプロパティは指定しません。 このプロパティをリクエストに指定した場合、リクエスト・プロセッサの作業割当て 型: |
| プロセス・タイプ・ジョブ・リクエストに使用されるコマンド行を指定します。このプロパティは、Oracle Enterprise Schedulerによってのみ設定されます。これは、診断のみを目的としています。 型: |
| 失敗したリクエストの再試行上限を指定します。リクエストの実行が失敗した場合、リクエストが成功するまで、このプロパティにより指定された回数までリクエストが再試行されます。再試行制限がゼロ(0)の場合、失敗したリクエストは再試行されません。 デフォルト: このプロパティが指定されない場合に使用されるシステムのデフォルトは0です。 型: |
| リクエストを実行するために使用する必要がある 型: |
| ジョブ・セット・ステップの結果状態がその親ジョブ・セットの最終的な状態に影響するかどうかを指定します。ジョブ・セットの状態を決定するときに、ジョブ・セット・ステップの状態が考慮されるようにするには、 型: |
| SQLジョブ・リクエストの実行に使用されるOracle Enterprise Schedulerジョブに割り当てる、Oracle Enterprise Schedulerジョブ・クラスを指定します。ジョブ・リクエストに使用されるジョブが特定のOracle Databaseリソース・コンシューマ・グループに関連付けられている、またはデータベース・サービスへの親和性があるという場合は、このプロパティは指定する必要がありません。 このプロパティが指定されていない場合、SQLリクエストを実行するジョブにデフォルトのOracle Enterprise Schedulerジョブ・クラスが使用されます。そのジョブ・クラスはデフォルトのリソース・コンシューマ・グループに関連付けられます。これはデフォルト・サービスに属し、サービス・アフィニティがなく、Oracle RAC環境内で、クラスタ内のデータベース・インスタンスのいずれかがジョブを実行します。Oracle Enterprise Scheduler SQLジョブ・リクエストがそのデフォルト・ジョブ・クラスを使用するのに、追加の権限は要求されません。 このプロパティはSQLジョブ・タイプのオプションのプロパティです。他のジョブ・タイプでは使用されません。 型: |
| 発行された(絶対親)リクエストに対してJava EEアプリケーションの論理名を指定します。このプロパティは、リクエスト送信時にOracle Enterprise Schedulerによって自動的に設定されます。 型: |
| 実行の成功を示すプロセス・ジョブ・リクエストのプロセス終了コードを指定します。このプロパティが指定されていない場合、システムは、プロセス終了コード0を実行の成功と見なして処理します。 このプロパティはプロセス・ジョブ・タイプではオプションです。他のジョブ・タイプでは使用されません。 型: |
| リクエストで一時ファイルまたは出力ファイルを作成するかどうかを指定します。このプロパティは、前処理、実行、非同期更新および後処理の各ステージで適用されます。リクエストでは、APIを使用してコンテンツ・ストア内に出力コンテンツを常に直接作成できます。 プロパティ値によって、実行するアクションが指定されます。このプロパティが指定されていない場合、ディレクトリは作成されません。有効ではない値は、プロパティが指定されていない場合と同じように処理されます。 有効な値は次のとおりです。
型: |
| リクエストの実行が完了したときに、リクエスト・ログおよび出力ファイルを、内部リポジトリからUniversal Content Management (UCM)などの個別のリポジトリにアップロードするかどうかを指定します。 プロパティ値によって、実行するアクションが指定されます。このプロパティが指定されていない場合、コンテンツはアップロードされません。有効ではない値は、プロパティが指定されなかった場合と同じように処理されます。 有効な値は次のとおりです。
型: |
| 通常のアプリケーション環境ではなくコールアウトから代替環境を使用するかどうかを指定します。このプロパティが指定されていない場合、通常のアプリケーション環境が使用されます。 型: |
| ジョブの起動関連のコード(ジョブの実行可能ファイルまたは前処理ハンドラ、後処理ハンドラなど)の前に 型: |
| 入力ファイルや出力ファイルなどリクエストの実行可能ファイルで使用されるファイルが保存される、ファイル・システム上のベース・ディレクトリを指定します。 Oracle Enterprise Schedulerでは、リクエストによりファイルを保存できるファイル・ディレクトリを指定する構成パラメータがサポートされます。構成パラメータが現在設定されていて、 型: |
| リクエストの 有効な値は次のとおりです。
このプロパティが指定されていない場合、システムのデフォルトである 型: |
| リクエストを実行するために使用されるユーザーの名前を指定します。ジョブ・メタデータで 型: |
| 実行に関する警告を示すプロセス・ジョブ・リクエストのプロセス終了コードを指定します。このプロパティが指定されていない場合、システムは、プロセス終了コード3を実行の警告と見なして処理します。 このプロパティはプロセス・ジョブ・タイプではオプションです。他のジョブ・タイプでは使用されません。 型: |
| プロセス・ジョブ・リクエストの、生成されたプロセスのための作業ディレクトリを指定します。 このプロパティはプロセス・ジョブ・タイプではオプションです。他のジョブ・タイプでは使用されません。 型: |
| WebサービスWSDLの相対URLを指定します。ベースURLは、 型: |
| WebサービスWSDLの完全URLを提供するために このプロパティは省略可能です。指定されていない場合、リクエストの 型: |
| Webサービスに対してターゲットのネームスペースを指定します。このプロパティは、WebServiceジョブ・タイプに使用されます。 型: |
| Webサービス・エンドポイントの相対URLを指定します。ベースURLは、 型: |
| Webサービス・エンドポイントの完全URLを提供するために このプロパティは省略可能です。指定されていない場合、リクエストの 型: |
| Webサービス操作のWSDLサービス名を指定します。このプロパティは、WebServiceジョブ・タイプに使用されます。 型: |
| Webサービス操作のWSDLポート名を指定します。このプロパティは、WebServiceジョブ・タイプに使用されます。 型: |
| Webサービス操作のWSDL操作名を指定します。このプロパティは、WebServiceジョブ・タイプに使用されます。 型: |
| Webサービスの取消し操作のWSDL操作名を指定します。このプロパティは、WebServiceジョブ・タイプに使用されます。 型: |
| リモートWebサービスで取消しを起動するための入力として使用されるXMLメッセージ・ペイロードを指定します。このプロパティは、WebServiceジョブ・タイプに使用されます。 型: |
ジョブ定義をテスト環境から本番環境に簡単に移植できるようにするには、ジョブ定義にホスト名やポート番号など環境固有の情報を含めないようにするのが最善の方法です。Oracle Enterprise Schedulerのトークン置換および論理クラスタ機能では、T2Pプロセス中にターゲット・デプロイメントに正しく適合するよう簡単に変更できるようにメタデータを抽象化できます。
この章の構成は、次のとおりです。
構成の柔軟性を高め、プロビジョニングの必要性を削減するために、Oracle Enterprise Schedulerでは、置換可能トークンをリクエスト・パラメータおよび環境プロパティに含めることができます。
トークンの形式は、${TokenPrefix:token}となります。
ここでのtokenはトークンの名前で、TokenPrefixには置換値が指定されます。サポートされているトークンの接頭辞は、APP_ENV、ESS_ENVおよびESS_REQです。次に示す例は単純ですが、Oracle Enterprise Schedulerの置換機能を表しています。
置換値は、アプリケーション環境プロパティから取得されます。
たとえば、次の環境変数は、Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware ControlまたはWLSTを使用して、ホスティング・アプリケーションの構成プロパティで指定されます。
AppEnvVar1=foo
リクエスト・パラメータはジョブ定義で指定されます。
MyParam=${APP_ENV:appEnvVar1}
置換後、MyParamの値はfooです。
置換値は、Oracle Enterprise Schedulerサーバー環境から取得されます。これには、次の3つの可能なソースがあります。
jrfServerLogPath、jrfServerConfigDirectoryおよびjrfDomainConfigDirectoryです。 次の例は、ホスティング・アプリケーション構成プロパティ内の環境変数の仕様におけるESS_ENVトークン接頭辞の使用方法を示しています。
wlstLocation = ${ESS_ENV:common.components.home}/common/bin/wlst.sh
置換の実行時、Oracle Enterprise Schedulerプロセス・ジョブ環境には、値が完全パスであるwlstLocationという名前の環境変数が含まれます。次に例を示します。
/myInstallHome/mw_home/oracle_common/common/bin/wlst.sh
ESS_REQ置換は、対象のOracle Enterprise Schedulerリクエスト固有の情報から取得されます。サポートされているトークンは次のとおりです。
REQUEST_ID REQUEST_HANDLE IS_RESUMED PAUSED_STATE 最上位レベルの置換の実行時に、ネストされている置換は自動的に解決されます。たとえば、次のリクエスト・パラメータはプロセス・ジョブのジョブ定義で指定されます。
アプリケーションの環境プロパティには次が含まれます。
JVMシステム・プロパティweblogic.Nameの値は、ess_server1と類似したものです。MyParam1で置換が実行されると、MyParam2の値に解決され、次にMyEnvProp1の値に解決されます。ネストされている置換の結果として、MyParam1の値はess_server1となります。
Oracle Enterprise Schedulerの自動置換は、プロセス・ジョブ・コマンド行および環境プロパティの他、EJBおよびWebサービス・ジョブによって使用されるリクエスト・プロパティで使用可能です。
以下のセクションには、EJBジョブ、Webサービス・ジョブおよびプロセス・ジョブに対して自動的に置換されるリクエスト・パラメータがリストされています。
これらのプロパティの詳細は、次の章を参照してください。
EJBジョブ・タイプの自動置換プロパティ
EJBジョブ・タイプに対して自動的に置換されるプロパティは次のとおりです。
SYS_EXT_jndiProviderUrl SYS_EXT_essRuntimeJndiMappedName SYS_EXT_essMetadataJndiMappedName SYS_EXT_essAsyncRequestJndiMappedName SYS_EXT_essJndiCsfKey SYS_EXT_invokeMessage Webサービス・ジョブ・タイプ: 自動置換プロパティ
Webサービス・ジョブ・タイプに対して自動的に置換されるプロパティは次のとおりです。
SYS_EXT_wsEndpointBaseUrl SYS_EXT_wsEndpointUrl SYS_EXT_wsWsdlBaseUrl SYS_EXT_wsWsdlUrl SYS_EXT_invokeMessage SYS_EXT_wsCancelMessage プロセス・ジョブ・タイプ: 自動置換プロパティ
プロセス・ジョブ・タイプに対して自動的に置換されるプロパティは次のとおりです。
SYS_cmdLine SYS_EXT_cmdLine.Unix SYS_EXT_cmdLine.Windows SYS_environmentVariables Oracle Enterprise Schedulerでは、EJBおよびWebサービスのジョブに抽象的なジョブの場所を定義できる手段が提供されています。ジョブの場所は、Oracle Enterprise SchedulerのSYS_logicalClusterNameシステム・プロパティで指定し、論理クラスタ名(LCN)を指定します。
EJBまたはWebサービス・ジョブのジョブ定義によりLCNの値が指定される場合、特定の環境固有のプロパティは、Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware ControlまたはWLSTコマンドを使用して、ジョブ定義ではなくホスティング・アプリケーション・レベルで指定されます。同じLCNを持つすべてのジョブ定義は、Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware ControlまたはWLSTコマンドを使用してホスティング・アプリケーション構成プロパティに入力されたプロパティ値を共有します。
注意:
Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlは、論理クラスタ機能を「ジョブの場所」と呼びます。「論理クラスタ」および「ジョブの場所」という用語は同じ意味で使用できます。
ジョブ定義によりSYS_logicalClusterNameプロパティの値が指定されている場合、値は、論理クラスタの属性を定義するアプリケーション構成プロパティのセットに対する接頭辞として使用されます。表10-1は、ジョブの場所に関連付けられているプロパティをリストしており、ここでのprefixは論理クラスタ名を表します。これらのプロパティがホスティング・アプリケーションで構成されている場合、指定する必要があることに注意してください。
表10-1 ジョブの場所に関連付けられているプロパティ
| プロパティ名 | 対応するシステム・プロパティ | 説明 |
|---|---|---|
|
| クラスタのJNDIプロバイダEJBジョブ・タイプで使用します。対応するシステム・プロパティである |
|
| ホストとポート。たとえば、 |
|
| WSDLのホストとポート。たとえば、 |
たとえば、ジョブによりSYS_logicalClusterNameプロパティがSOA_Cluster1として定義されている場合、アプリケーション構成には、次のプロパティが含まれている場合があります。
注意:
SYS_logicalClusterNameプロパティの値には、「.」文字を含められません。
この章では、Oracle Enterprise Schedulerで使用するPL/SQLストアド・プロシージャを作成する方法と、Oracle Enterprise SchedulerでPL/SQLストアド・プロシージャを使用するために実行する必要があるOracle Databaseタスクについて説明します。
PL/SQLプロシージャを作成してジョブ定義を定義すると、Oracle Enterprise Schedulerランタイム・サービスを使用して、PL/SQLプロシージャに対するジョブ・リクエストを発行できるようになります。
この章の内容は次のとおりです。
ランタイム・サービスの使用方法の詳細は、「ランタイム・サービスの使用」を参照してください。
Oracle Enterprise Schedulerを使用すると、Javaクラス、PL/SQLストアド・プロシージャ、分岐プロセスとして実行されるプロセス・リクエストなど、様々なタイプのジョブ・リクエストを実行できます。
Oracle Enterprise SchedulerでPL/SQLストアド・プロシージャを使用するには、次を実行する必要があります:
最後に、Oracle Enterprise Scheduler APIを使用するアプリケーションを作成したら、Oracle JDeveloperを使用してアプリケーションをデプロイして実行します。
実行時に、ジョブ・リクエストを発行した後、ジョブ・リクエストをモニターおよび管理できるようになります。詳細は、「ランタイム・サービスの使用」を参照してください。
Oracle Enterprise Schedulerでは、PL/SQLストアド・プロシージャ・ジョブ・リクエストに非同期実行モデルを使用します。つまり、Oracle Enterprise Schedulerでは、PL/SQLストアド・プロシージャを直接コールするのではなく、Oracle Database Schedule (Oracle Database機能)を使用します。PL/SQLストアド・プロシージャ・ジョブ・リクエストを実行する準備が整うと、Oracle Enterprise Schedulerにより、即時に1回のみ実行されるOracle Database Schedulerジョブが作成されます。このOracle Database Schedulerジョブは、PL/SQLリクエストを実行するコンテナ・インスタンスに関連付けられているOracle Enterprise Schedulerランタイム・スキーマ・ユーザーによって作成され、アプリケーション・プロシージャ所有者によって所有されます。Oracle Database Schedulerジョブ・プロシージャは、Oracle Enterprise Schedulerランタイム・スキーマ・ユーザーによって所有されるPL/SQLラッパー・プロシージャです。最後に、Oracle Database Schedulerジョブの実行時、ラッパー・プロシージャは動的SQLを使用してアプリケーション・ストアド・プロシージャをコールします。PL/SQLストアド・プロシージャが(正常な戻り値または例外の発生によって)完了すると、Oracle Database Schedulerジョブが終了し、リモート実行が終了したOracle Enterprise Schedulerに通知するイベントを作成します。
Oracle Enterprise SchedulerでPL/SQLストアド・プロシージャを使用するには、PL/SQLプロシージャに、Oracle Enterprise Schedulerアプリケーションで動作するための特定の特性がある必要があり、かつ、特定のOracle Database権限がPL/SQLストアド・プロシージャに割り当てられていることをDBAが確認する必要があります。
PL/SQLストアド・プロシージャの作成には、次のステップが含まれます。
Oracle Enterprise SchedulerからコールするPL/SQLストアド・プロシージャは、特定のシグネチャを持ち、次のような特定のプロシージャ・パラメータを含む必要があります。
request_handleパラメータは、実行されるOracle Enterprise Schedulerリクエストの実行コンテキストを表す不透明な値です。
例11-1に、Oracle Enterprise Schedulerで使用するサンプルのHELLO_WORLDストアド・プロシージャを示します。
例11-1 HELLO_WORLD PL/SQLストアド・プロシージャ
PL/SQLストアド・プロシージャでは、RAISE_APPLICATION_ERROR例外を発生させることによって、例外およびその他の問題を処理できます。RAISE_APPLICATION_ERRORでは、PL/SQLストアド・プロシージャのエラー・コードが-20000から-20999の範囲である必要があります。PL/SQLストアド・プロシージャで例外を発生させる必要がある場合は、RAISE_APPLICATION_ERRORを使用できます。RAISE_APPLICATION_ERRORには、-20000から-20999の範囲のエラー・コードが必要です。
表11-1に、PL/SQLストアド・プロシージャの結果に基づくOracle Enterprise Schedulerの状態を示します。
表11-1 PL/SQLストアド・プロシージャの結果の終了状態
| 最終状態 | 説明 |
|---|---|
| PL/SQLストアド・プロシージャが例外を発生させることなく正常な結果を返すと、その後のリクエスト完了時のエラーにかかわらず、リクエストの状態は |
| PL/SQLストアド・プロシージャが例外とともに結果を返すと、リクエストの状態はその例外のSQLエラー・コードに基づいて決まります。 SQLエラー・コードが-20900から-20919の範囲の場合、リクエストは |
| PL/SQLストアド・プロシージャが例外とともに結果を返すと、リクエストの状態はその例外のSQLエラー・コードに基づいて決まります。 -20900から-20919の範囲外のエラー・コードの場合は、リクエストは -20920から-20929の範囲内の戻りコードの場合は、 |
Oracle Enterprise Schedulerでは、PL/SQLストアド・プロシージャの操作で必要となる可能性のある特定の操作を実行するためのPL/SQLパッケージESS_RUNTIMEが提供されています。これらのプロシージャを使用してジョブ・リクエスト操作を実行し、Oracle Enterprise Schedulerランタイム・スキーマのジョブ・リクエスト情報を取得できます。たとえば、これらのランタイム・プロシージャを使用してリクエストを発行し、Oracle Enterprise Schedulerジョブ・リクエストに関連付けられているリクエスト情報を取得および更新できます。
次のサンプル・コードは、ESS_RUNTIMEプロシージャの使用方法を示します。
このリクエストにより、ジョブ・リクエストに関連付けられているリクエストIDが取得されます。
ESS_RUNTIMEパッケージ内の特定のプロシージャでは、リクエスト・ハンドル・パラメータが必要であり、実行されるリクエストに関する情報を提供します(これらのプロシージャは、PL/SQLストアド・プロシージャ・リクエストを実行するPL/SQLストアド・プロシージャからのみコールする必要があります)。ESS_RUNTIMEパッケージ内の一部のプロシージャは、実行するリクエストのコンテキスト外からコールできます。これらのプロシージャには、リクエストIDパラメータを含めることができます。
Oracle Enterprise SchedulerでPL/SQLストアド・プロシージャを作成して使用する場合は、次のことに注意する必要があります。
Oracle Enterprise Schedulerで使用するPL/SQLストアド・プロシージャを作成したら、DBAがPL/SQLストアド・プロシージャをOracle Databaseにロードして、必要な権限を付与する必要があります。
DBAは権限を付与する前に、Oracle Databaseと、Oracle Enterprise Scheduler PL/SQLストアド・プロシージャ・リクエストを発行する、デプロイされたJava EEアプリケーションに関連付けられているOracle Enterprise Schedulerランタイム・スキーマを決定する必要があります。
PL/SQLストアド・プロシージャ権限を付与する場合は、次の定義を使用します。
ess_schema: Java EEアプリケーションに関連付けられているOracle Enterprise Schedulerランタイム・スキーマを指定します。
user_schema: アプリケーション・ユーザー・スキーマの名前を指定します。
PROC_NAME: Oracle Enterprise Schedulerジョブ・リクエストに関連付けられているPL/SQLストアド・プロシージャの名前を指定します。
Oracle Database権限を付与する手順は、次のとおりです。
ESS_RUNTIMEパッケージの実行権限を付与します。次に例を示します。ESS_RUNTIMEパッケージにプライベート・シノニムを作成します。これは、PL/SQLストアド・プロシージャで完全なschema_name.ESS_RUNIMEを使用するかわりに、単にESS_RUNTIMEとしてESS_RUNTIMEを参照できる便利なステップです。次に例を示します。ESS_JOBパッケージの実行権限を付与します。ESS_JOBが使用されていない場合、このステップはスキップできます。次に例を示します。ESS_JOBパッケージにプライベート・シノニムを作成します。これは、PL/SQLストアド・プロシージャで完全なschema_name.ESS_JOBを使用するかわりに、単にESS_JOBとしてESS_JOBを参照できる便利なステップです。ESS_JOBが使用されていない場合、このステップはスキップできます。次に例を示します。例として、Oracle Enterprise Schedulerランタイム・スキーマがTEST_ESSで、アプリケーション・ユーザー・スキーマがHOWTOであり、PL/SQLプロシージャの名前がHELLO_WORLDである場合は、次のようなDBA操作は次のようになります。
ESS_RUNTIMEパッケージの権限を付与するDBAタスクについて示されている2つのステップは、ESS_RUNTIMEパッケージがPL/SQLプロシージャにより参照される場合にのみ必要です。ESS_JOBパッケージの権限の付与に使用されるDBAタスクについて示されている2つのステップは、ESS_JOBパッケージがPL/SQLプロシージャにより参照される場合にのみ必要です。ESS_SCHJOB_PROCプロシージャに示されているステップは、Oracle Enterprise Schedulerラッパー・プロシージャのコールを可能にするため、常に必要です。
Oracle Enterprise Scheduler PL/SQLストアド・プロシージャ・ジョブで使用される、特定のアプリケーション・ユーザー・スキーマ内のすべてのPL/SQLストアド・プロシージャは、常に同じ(単一の)Oracle Enterprise Schedulerランタイム・スキーマに関連付けられている必要があります。これは技術的に必要ありませんが、DBAのセットアップが大幅に簡略化され、PL/SQLストアド・プロシージャでESS_RUNTIMEを参照する場合に、プロシージャでOracle Enterprise Schedulerランタイム・スキーマを明示的に指定する必要がなくなります。
Oracle Enterprise SchedulerでPL/SQLストアド・プロシージャを使用するには、メタデータ・サービスを見つけて、ジョブ定義を作成する必要があります。ジョブ定義は、名前とジョブ・タイプを指定して作成します。ジョブ定義を作成するときには、特定のシステム・プロパティも設定する必要があります。これにより、メタデータ・サービスを使用してジョブ定義とその他の関連オブジェクトを格納できるようになります。
メタデータ・サービスの使用方法の詳細は、「メタデータ・サービスの使用」を参照してください。
Oracle Enterprise Schedulerでは、Oracle Database Schedulerジョブを使用して、SQLジョブ・リクエストに対してPL/SQLストアド・プロシージャを実行します。Oracle Database Schedulerジョブ・クラスは、データベース・サービスに対するアフィニティを持つ必要があるジョブ、またはOracle Databaseリソース・コンシューマ・グループに関連付けられるジョブに関連付けることができます。Oracle Database Schedulerジョブ所有者は、ジョブ・クラスを使用してジョブを正常に作成するために、Oracle Database Schedulerジョブ・クラスについてEXECUTE権限を持っている必要があります。
Oracle Enterprise Schedulerシステム・プロパティを使用して、PL/SQLストアド・プロシージャをコールするOracle Enterprise Schedulerジョブに特定の属性を指定できます。
これらのSystemPropertyプロパティは、SQLジョブ・タイプのPROCEDURE_NAMEとSQL_JOB_CLASSにのみ適用されます。
PROCEDURE_NAMEシステム・プロパティは、実行されるPL/SQLストアド・プロシージャの名前を指定します。ストアド・プロシージャ名は、owner.nameの形式である必要があり、この場合のownerはジョブ・プロシージャのスキーマ所有者であり、nameはプロシージャ名です。このプロパティは、ジョブ・タイプまたはジョブ定義のいずれかに対して指定する必要があります。
SQL_JOB_CLASSシステム・プロパティは、SQLジョブ・リクエストの実行に使用されるOracle Database Schedulerジョブに割り当てられるOracle Database Schedulerジョブ・クラスを指定します。このプロパティは、リクエストに使用されるOracle Database Schedulerジョブが、特定のOracle Databaseリソース・コンシューマ・グループに関連付けられる必要があるか、データベース・サービスへのアフィニティを持つ必要がある場合を除き、指定する必要はありません。
SQL_JOB_CLASSシステム・プロパティが指定されていない場合、Oracle Enterprise Schedulerによって作成されるデフォルトのOracle Database Schedulerジョブ・クラスが、Oracle Database Schedulerジョブに使用されます。デフォルトのジョブ・クラスは、デフォルトのリソース・コンシューマ・グループに関連付けられます。これはデフォルト・サービスに属し、このことは、サービス・アフィニティがなく、Oracle RAC環境内で、クラスタ内のデータベース・インスタンスのいずれかがジョブを実行する可能性があることを意味します。Oracle Enterprise Scheduler SQLリクエストでこのデフォルト・ジョブ・クラスを使用するために必要な追加の権限付与はありません。
Oracle Enterprise SchedulerのJobTypeオブジェクトでは、実行タイプを指定し、ジョブ・リクエストの共通プロパティ・セットを定義します。1つのジョブ・タイプを定義して、1つ以上のジョブ定義で共有できます。Oracle Enterprise Schedulerでは、次の3つの実行タイプがサポートされています。
JAVA_TYPE: Javaで実装され、コンテナ内で実行されるジョブ定義に使用します。 SQL_TYPE: データベース・サーバーでPL/SQLストアド・プロシージャとして実行されるジョブ定義に使用します。 PROCESS_TYPE: 個別のプロセスとして実行される、バイナリおよびスクリプトのジョブ定義に使用します。 JobTypeを指定する場合、JobTypeに関連付けられる特性を定義するプロパティも指定できます。表11-2に、PL/SQLストアド・プロシージャ・ジョブ・タイプに適したSystemPropertiesを示します。
表11-2 PL/SQLストアド・プロシージャ・ジョブ・タイプ用のOracle Enterprise Schedulerシステム・プロパティ
| システム・プロパティ | 説明 |
|---|---|
| PL/SQLジョブ実行の一部として実行するストアド・プロシージャの名前を指定します。
|
| SQLジョブ・リクエストの実行に使用されるOracle Database Schedulerジョブに割り当てられるOracle Database Schedulerジョブ・クラスを指定します。 これは、 |
PL/SQLジョブ・タイプを作成および格納するには、次を実行します:
JobTypeコンストラクタを使用して、String名とJobType.ExecutionType.SQL_TYPE引数を指定します。 JobTypeに適切なプロパティを設定します。 addJobType()メソッドを使用して、JobTypeをメタデータに格納します。 MetadataObjectIdを使用します。MetadataObjectIDには、一意の識別子を使用したメタデータ・オブジェクトの完全修飾名が含まれます。 サンプル・コードは、「Oracle Enterprise SchedulerアプリケーションでのPL/SQLストアド・プロシージャの使用」を参照してください。
PL/SQLをOracle Enterprise Schedulerで使用するには、ジョブ定義を作成および格納する必要があります。ジョブ定義は、Oracle Enterprise Schedulerでジョブ・リクエストを定義する基本作業単位です。各ジョブ定義は、1つのジョブ・タイプにのみ属します。
注意:
ジョブ・タイプを指定してジョブ定義を作成した後で、タイプやジョブ定義名を変更することはできません。タイプまたはジョブ定義名を変更するには、新しいジョブ定義を作成する必要があります。
「Oracle Enterprise SchedulerアプリケーションでのPL/SQLストアド・プロシージャの使用」には、ジョブ定義コンストラクタとジョブ・タイプを使用してジョブ定義を作成する方法が示されています。
この項では、SQLジョブ・タイプに対してジョブ・タイプとジョブ定義アプリケーション・メタデータを作成するサンプル・コードを示します。
この章では、Oracle Enterprise Schedulerを使用してEnterprise Java Bean (EJB)ジョブを作成する方法について説明します。
この章の構成は、次のとおりです。
EJBジョブ・タイプを使用するとJavaベースのジョブを作成でき、事前デプロイ済のホスティング・アプリケーションの利便性を利用できます。さらに、EJBは別のサーバー上にリモートで配置できます。
Java SEベースのジョブと異なり、EJBジョブはホスティング・アプリケーションの内部に埋め込む必要がありません。このため、リモートで配置でき、事前デプロイ済のホスティング・アプリケーションで使用できます。EJBジョブは、事前デプロイ済のホスティング・アプリケーションを含むどのホスティング・アプリケーションからも起動できます。EJBの実装は、スケジューラ・サーバーと同じWebLogicドメイン内にある必要があることに注意してください。
EJBは、Oracle Enterprise Scheduler (共有ライブラリ内で定義)で定義されているインタフェースに準拠しています。EJBは非トランザクションです。同期および非同期の両方のEJBジョブがサポートされます。非同期で実行するとEJBは即座に戻り、Oracle Enterprise Scheduler EJBは後でジョブの完了時に起動されます。EJB実装は、3つの共有ライブラリ・サーバー(oracle.ess)、クライアント(oracle.ess.client)およびシン・クライアント(oracle.ess.thin.client)のいずれとも動作可能です。シン・クライアント共有ライブラリは、Oracle Enterprise Schedulerデータ・ソースに依存しません。シン・クライアント・ライブラリの使用の詳細は、「シン・クライアント・アプリケーションの作成」を参照してください。
EJBはサブリクエストを発行でき、出力およびログに書き込むことができます。EJBインタフェースは、Javaジョブに類似しているか同じであり、類似の処理を実行できます。パフォーマンスを向上させるために、単一の共有EJBで複数のジョブ実装を統合できます。
EJBジョブは、EJBリモート・ビジネス・インタフェースを使用してリモートで実行されるJavaジョブです。実行タイプはJAVA_TYPEです。リモート・ジョブとは、リモート・サーバーにデプロイされているEJBです。このBeanのリモート・ビジネス・インタフェースは、oracle.as.scheduler.RemoteExecutableインタフェースを拡張し、executeメソッドを定義します。Oracle Enterprise Schedulerとサービス・コンポーネント間の契約は、executeメソッドで定義されます。図12-1は、標準的なEJBジョブ・デプロイメント内のコンポーネントを示しています。
EJBは、ホスティング・アプリケーションと同じドメインに配置する必要があり、SubjectオブジェクトはEJBに伝播されます。JNDIルックアップ操作で、オプションの資格証明を指定できます。デフォルト・アイデンティティは、anonymousです。
図12-1 EJBジョブ環境

Oracle Enterprise Schedulerは柔軟であり、実装およびデプロイメント・オプションが用意されています。「ジョブ開発の計画」は、ジョブ開発およびデプロイメント・プロセスの計画方法の概要を説明しています。
Oracle Enterprise SchedulerでEJBタイプのジョブを使用するには、メタデータ・サービスを特定してジョブ定義を作成する必要があります。ジョブ定義は、名前とジョブ・タイプを指定して作成します。ジョブ定義を作成するときには、特定のシステム・プロパティも設定する必要があります。
ジョブ定義は、メタデータ・サービスを使用してメタデータ・リポジトリに格納できます。サンプル・メタデータ・ファイルは、この章の後半で説明します。
メタデータ・サービスの使用方法の詳細は、「メタデータ・サービスの使用」を参照してください。
ジョブ定義のJobTypeを指定する場合、JobTypeに関連付けられる特性を定義するSystemPropertiesを指定することもできます。表12-1および表12-2に、リクエストの処理方法を指定するプロパティを示します。
表12-1 EJBジョブ・タイプのプロパティ
| プロパティ名[SystemPropertyクラスのフィールド] | 説明 |
|---|---|
| オプションです。リモート・サーバーのURLを指定します。EJBがリモートに配置されている場合にのみ必須です。
次に2つの例を示します。
|
| 必須です。リモートEJB実装のJNDIルックアップ名を指定します。 例: |
| オプションです。適切なビジネス・メソッドに分岐するEJBの実装で使用されるパス・スルー・パラメータを指定します。 例: |
| EJBサーバーのJNDIツリーが保護されている場合のみ必須です。キーストア内のユーザー名とパスワードにマップされ、CSFの別名を指します。この特定のユーザー名/パスワードのペアは、 このプロパティは、 |
注意:
Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware ControlまたはWLSTスクリプトを使用して、CSFキー別名をインストール後の手順として構成できます。インストール後の手順の前に、キーストアのCSFマップを
oracle.ess.securityのデフォルト値に設定できます。
表12-2に、RequestParametersオブジェクト、またはホスティング・アプリケーションのOracle Enterprise Scheduler構成のいずれかに追加できるプロパティを示します。テスト環境から本番環境に移行する際ジョブ定義はレプリケートされるため、本番環境で環境固有のデータをジョブ定義に入力しないでください。かわりに、このデータは、構成データとしてホスティング・アプリケーションで個別に入力する必要があります。Oracle Enterprise Schedulerのトークン置換および論理クラスタ機能では、T2Pプロセス中にターゲット・デプロイメントに正しく適合するよう簡単に変更できるようにメタデータを抽象化できます。これらの機能の使用の詳細は、「トークンおよび論理クラスタの使用」を参照してください。
表12-2 追加プロパティ
| プロパティ名[SystemPropertyクラスのフィールド] | 説明 |
|---|---|
| オプションです。認証済Oracle Enterprise SchedulerサーバーのCSFキーの別名を指定します。このプロパティは、Oracle Enterprise SchedulerのJNDIツリーが認証済の場合にのみ必須です。 例: |
| ホスティング・アプリケーションで定義され、Oracle Enterprise SchedulerサーバーのJNDIツリーにバインドされる、Oracle Enterprise Scheduler このプロパティは、 |
| ホスティング・アプリケーションで定義され、Oracle Enterprise SchedulerサーバーのJNDIツリーにバインドされる、Oracle Enterprise Scheduler
|
| ホスティング・アプリケーションで定義され、Oracle Enterprise SchedulerサーバーのJNDIツリーにバインドされる、Oracle Enterprise Scheduler このプロパティは、次の場合にのみ必須です。
|
システム・プロパティの詳細は、「パラメータとシステム・プロパティの使用」を参照してください。
リモートEJBの保護された起動は、そのサーバーのJNDIツリーが認証されている場合に必須です。これは、保護された参照を使用してリモートEJBがOracle Enterprise Scheduler EJBをコールバックする場合も同様です。次の各項で、ガイドラインを示します。
次の内容が転送起動に適用されます。
JndiProviderUrlはRequestParametersを介してリモートEJBに常に提供されます。 JNDI_CSF_KEYプロパティをリクエスト・パラメータまたはホスティング・アプリケーションのEssConfigurationで指定する必要があります。 CsfKeyのキーストアを参照してPasswordCredentialを取得し、リモート・サーバーに接続します。 次の内容がコールバック起動に適用されます。
HostingAppで公開されているOracle Enterprise SchedulerのRuntime、MetadataおよびAsyncRequest BeanのJNDI名は、リクエスト・パラメータまたはホスティング・アプリケーションのEssConfigurationで指定する必要があります。EssNativeHostingAppが使用されている場合、これらのエントリは必要がありません。 ESS_JNDI_CSF_KEY_NAMEプロパティをリクエスト・パラメータまたはホスティング・アプリケーションのEssConfigurationで指定する必要があります。Oracle Enterprise Schedulerにより、このプロパティがRequestParametersを介してリモートEJBで使用可能になります。 RemoteConnector APIを使用して、 Oracle Enterprise Scheduler Beanのリモート・インスタンスを取得できます。これは、次を渡すことで実行できます。 RequestParameters RequestParametersおよびJndiMappedName (ネイティブ・ホスティング・アプリケーション以外のホスティング・アプリケーション用) RequestParameters、ユーザー名およびパスワード(Oracle Enterprise Schedulerサーバーが認証されている場合) InitialContext (主にEssNativeHostingAppを伴うJava SEクライアント用) InitialContextおよびjndiMappedName (主にその他のホスティング・アプリケーションを伴うJava SEクライアント用) コードの実装がOracle Enterprise Scheduler EJBへのアクセスに依存している場合、RemoteConnector APIクラスで公開されているメソッドを使用します。Oracle Enterprise Schedulerでは、JNDIルックアップを実行する前にサーバー・アフィニティ・プロパティをInitialContext環境で設定する必要があり、RemoteConnector APIクラスがこのプロパティを設定します。これは、マルチノード・クラスタ・シナリオで特に重要です。RemoteConnectorクラスは、Oracle Enterprise Schedulerクライアント・ライブラリでパッケージ化されています。
何らかの理由でRemoteConectorクラスを使用できない場合、次の例に示すように、Oracle Enterprise Scheduler EJBの参照を実行する前に環境マップ・プロパティをInitialContextに設定できます。
マルチノード・クラスタ環境では、クラスタ・アルゴリズムをラウンドロビン・アフィニティに設定するのが最適です。
Oracle Enterprise SchedulerサービスのBeanが認証されている場合、リモート・アプリケーションは、保護された参照を使用してOracle Enterprise Schedulerにコールバックする必要があります。リクエスト・パラメータで使用可能なESS_JNDI_CSF_KEY_NAMEプロパティを使用するOracle Enterprise SchedulerのRemoteConnector APIを使用して、参照を実行できます。ただし、このCSF参照を支援するために、RemoteConnectorを起動するコードは資格証明ストア・アクセスの権限を付与する必要があります。次のXMLの一部分を、リモート・アプリケーションのjazn-data.xmlファイルに追加できます。
この項では、同期Beanの作成方法を表す例を示します。
この項では、同期Beanに適用されるメタデータを示します。
次の例で、ファイルoracle/apps/ess/custom/Jobs/EssGatewayJobDefn.xmlにあるEJBジョブのジョブ定義のサンプルを示します
この項では、Oracle Enterprise Schedulerで予期される同期EJBジョブのサンプル実装を示します。
次のコード・スニペットは、このBeanを定義するejb-jar.xml ファイルの一部を示しています。
次のコード・スニペットは、このBeanを定義するweblogic-ejb-jar.xml ファイルの一部を示しています。
Oracle Enterprise SchedulerがBeanを非同期に起動する際、実行メソッドの終了を待機しません。このため、Beanの実装は処理が終了した後にOracle Enterprise Schedulerに通知する必要があります。この目的のためにRemoteAsyncHelperクラスを使用できます。または、RemoteConnectorから取得されるAsyncRequestBeanを使用して、ステータスの更新をOracle Enterprise Schedulerに通知できます。
通常、非同期EJBは次の用途に使用されます。
同期EJBジョブは、実行時間が短いユーザー・ビジネス・メソッドにより適しています。
Oracle Enterprise SchedulerがBeanを非同期で実行するにはいくつかの方法があります。
注意:
Oracle Enterprise Schedulerは、同期Beanを非同期で起動できます。ただし、このメソッドを使用する場合、長時間実行メソッドが非同期性のためにマークされる方法でBeanをモデル化する必要があります。
注意:
EJB標準で定義されているように、executeメソッドは許可されていないカスタム例外をスローするため、
executeメソッドの@Asynchronous注釈またはクラス全体を使用できません。Oracle Enterprise Schedulerでは、カスタム例外をスローするためにexecuteメソッドが必要です。
この項では、非同期Beanに適用されるメタデータを示します。
この例では、ファイルoracle/apps/ess/custom/Jobs/AsyncJobDefn.xmlにあるEJBジョブのジョブ定義のサンプルを示します
この項では、「非同期Bean」で説明している明示的および暗黙的メソッドの両方を使用して非同期性を実装する方法を表すサンプル・コードを示します。
次のコード・サンプルでは、メッセージドリブンBeanを非同期で起動するために使用される同期ステートレスBeanを示します。
次のコード・スニペットでは、EJB Asynchronousを使用して、Beanまたはそのメソッドが非同期に動作するように宣言します。
この章では、Oracle Enterprise Schedulerを使用してWebサービス・ジョブを作成する方法および次の項について説明します。
Webサービスは、Web上でサービスを公開するスタンドアロンの手段を提供します。WebサービスはURLからアクセス可能であり、SOAPおよびXMLをペイロードとして使用します。Webサービスは、WebサービスのインタフェースおよびURLを定義するWSDL標準によって説明されています。
Webサービスの例は次のとおりです。
Webサービスは、一方向、同期または非同期操作を公開できます。一方向のWebサービス操作は、Webサービスによりレスポンスが返されないファイア・アンド・フォーゲット操作です。同期Webサービス・操作は、同じWebサービスの起動の一部としてレスポンスを返します。通常、Webサービス・クライアントは、同期操作レスポンスが受信されるまでブロックされます。非同期Webサービス操作には2つの一方向メッセージが含まれますが、1つはWebサービス操作リクエスト用、もう1つはレスポンス用です。通常、非同期Web操作は長時間実行される操作を表します。Webサービス・クライアントは非同期Webサービス操作を起動しますが、レスポンスを待機しません。かわりに、クライアントはWebサービスからレスポンスを受信するコールバックURLを指定します。Webサービスは、リクエストをバックグラウンドで処理し、コールバック操作を使用してレスポンスをクライアント指定のコールバックURLに返します。
Oracle Enterprise Schedulerは、同期インタフェース、一方向インタフェースおよび非同期インタフェースを使用するWebサービス・ジョブをサポートします。Webサービス・ジョブ定義は(ホスティング・アプリケーションまたはクライアント・アプリケーションの一部として)JDeveloperを使用して、またはOracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlを使用して定義できます。Webサービス・ジョブ・タイプを選択する場合、ユーザーは、ウィザードで誘導される簡単な一連のステップを進みWebサービス・ジョブを定義します(「Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlを使用したジョブ定義の作成」の例を参照)。このウィザードは、WSDL URLを取得し、WSDLサービス、ポート・タイプおよび操作の選択をユーザーに要求します。次に、WSDLに基づいてペイロードのサンプルXMLを作成し、ユーザーにその更新を許可します。非同期および同期Webサービスは、オプションで、取消し用に指定された操作を実行できます。取消し操作があった場合、この操作が選択され、取消し操作用のサンプルXMLコードが変更されます。このウィザードは、ウィザードでユーザーが入力した値または入力した値から導かれた値をジョブ定義の事前定義済のシステム・プロパティのセットに入力します。
注意:
Webサービス・ジョブ・タイプのWSDL URLは、具体的なWSDL URLである必要があります。抽象的なWSDL URLにはできません。
ジョブ定義には、ユーザー定義パラメータを設定できます。起動またはcancelペイロードXMLコード内の要素または属性は、トークン置換手順を指定することで、プラグインされるこれらのパラメータのいずれかを要素値として指定できます。たとえば、トークン置換コマンド${ESS_REQ:customerID}でパラメータcustomerIDをプラグインします。これにより、ジョブの発行者はパラメータ値のみを入力して、それらからXMLペイロードを構築できます。トークン置換は、WSDLベースURLおよびWSDL相対URLシステム・プロパティにも指定できます。トークンの置換の詳細は、「トークンおよび論理クラスタの使用」を参照してください。
Webサービス・ジョブは、Oracle Web Services Manager (OWSM)ポリシーによって保護されます。Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware ControlまたはJDeveloperでは、OWSMの直接アタッチされるポリシーを起動(クライアント・ポリシー)およびコールバック(サービス・ポリシー)アクションのジョブ定義にアタッチできます。グローバルにアタッチされたポリシーを使用してポリシーをグローバルに定義したり、直接アタッチされたポリシーを使用して個別のジョブ定義を保護したりできます。
注意:
Oracle Web Services Manager (OWSM)ポリシーの使用の詳細は、Oracle Web Services ManagerによるWebサービスの保護とポリシーの管理の次の各項を参照してください。
- 「Fusion Middleware Controlを使用したポリシーをグローバルにアタッチする」
- 「WLSTを使用したポリシーをグローバルにアタッチする」
- 「WLSTを使用したポリシーを直接アタッチする」
進捗状況メッセージは、非同期Webサービス・ジョブに対してサポートされています。これらのメッセージは、ジョブ・ログに書き込まれます。コールバック操作で、ジョブが成功したか失敗したかをジョブは示すことができます。コールバック・メッセージは、ジョブの出力で構成されます。
Oracle Enterprise Schedulerでは、事前定義済Webサービス・ジョブ・タイプがサポートされています。Webサービス・ジョブ定義で指定するジョブ・タイプにより、構成済Webサービス操作が非同期、同期または一方向(ファイア・アンド・フォーゲット)のいずれで起動されているかどうかが暗黙的に判別されます。
「概要」で説明したように、Oracle Enterprise Schedulerでは、3つの事前定義されたWebサービス・ジョブ・タイプがサポートされています。Webサービスの事前定義済ジョブ・タイプを表13-1に示します。
表13-1 事前定義済Webサービス・ジョブ・タイプ
| 事前定義済ジョブ・タイプ | 説明 |
|---|---|
| (非同期)コール元がWebサービスを起動すると、Webサービスがバックグラウンドで非同期に実行され、WebサービスはコールバックURLのコール元にコールバックします |
| (同期)コール元は、レスポンスが返されるまでブロックされます(リクエスト/レスポンス) |
| (一方向)コール元はレスポンスを想定しません。Webサービスはバックグラウンドで実行されます(ファイア・アンド・フォーゲット)。 |
Webサービス・ジョブの取消し操作のサポートはオプションです。Webサービスは、実行中のWebサービスの起動を取り消す取消し操作をサポートできます。
取消し操作は中断操作ではありません。中断操作ではコンポジットが終了し、元の操作を完了するためのコールバックが行われません。Webサービス・プロバイダにより正常に動作する取消しを実装することで、元のWebサービス操作により、SOAPレスポンス・ヘッダーで事前定義済のwsa:Actionコードを使用して「操作取消しレスポンス」が返されます(表13-2を参照)。取消しWebサービス操作は、同期Webサービス操作である必要があります。
同期と非同期のWebサービス・ジョブのいずれも、wsa:Action SOAPレスポンス・メッセージ・ヘッダーで適切な値を指定して、Webサービス操作が取り消されたかフォルト(エラー)になったかを示すことができます。コールバック・レスポンスSOAPメッセージが「取消済」または「フォルト」レスポンスに一致しない場合(後述するメカニズムのいずれかを使用)、ジョブの状態は「成功」となります。
表13-2に、SOAP wsa:Actionヘッダーを使用して指定できる様々なWebサービス操作ステータスを示します。
表13-2 SOAP Webサービス操作ステータス
| アクション・コード名 | アクションURI |
|---|---|
取消済 | "http://xmlns.oracle.com/schedulercallback/wsOperationCancelled" |
フォルト |
|
Oracle SOA Suiteは、wsa:Actionメッセージ・ヘッダーの設定をサポートします。かわりに、表13-3にリストされている文字列の1つを、コールバック・メッセージのSOAP body要素に追加できます。
表13-3 Oracle SOA Suiteステータス操作
| 操作 | 文字列 |
|---|---|
取消済 | "wsOperationCancelled" |
フォルト | "wsOperationFault" |
Oracle Enterprise Schedulerでは、Webサービス・ジョブの特定の構成プロパティを使用します。
表13-4に、Webサービス・ジョブ・タイプに関連付けられているプロパティをリストします。
表13-4 Webサービス・ジョブの構成プロパティ
| プロパティ名 | 説明 |
|---|---|
| WSDL URLのベースURLの一部。 |
| WebサービスのWSDL URLの相対的な部分(具体的なWSDL URLである必要があります)。 |
| エンドポイントURLのベースURLの一部。 |
| Webサービス・エンドポイントURLの相対部分(具体的なWSDL URLである必要があります)。 |
| ターゲットのネームスペース。 |
| サービス名。 |
| ポート名。 |
| 操作名。 |
| Webサービスの呼出しに使用されるXMLの発行メッセージ |
| オプションです。取消操作名。 |
| オプションです。Webサービスの取消操作のためのXMLメッセージ。 |
| オプションです。サポートされている値は、「ADFBC」、「OSB」または「SOA」です。その他の値は無効です。 |
脚注 1
このプロパティは、トークン置換を使用して指定できます。詳細は、「トークンおよび論理クラスタの使用」を参照してください。
SYS_EXT_wsEndpointBaseUrlプロパティおよびSYS_EXT_wsEndpointUrlプロパティがジョブ定義で指定されている場合、Oracle Enterprise SchedulerにはWebサービスを起動するための十分な情報があります。SYS_EXT_wsEndpointBaseUrlとSYS_EXT_wsEndpointUrlプロパティがジョブ定義で指定されておらず、SYS_EXT_wsWsdlBaseUrlとSYS_EXT_wsWsdlUrlプロパティが指定されている場合、Oracle Enterprise Schedulerは実行時に(ジョブを起動する前)WSDLを取得し、WSDLからEndpointUrlとTargetNamespaceプロパティ値を取得し、Webサービスを起動します。
SYS_EXT_wsServiceName、SYS_EXT_wsPortNameおよびSYS_EXT_wsOperationNameプロパティを指定して、起動する特定のWebサービス操作を識別する必要があります。
SYS_EXT_invokeMessageプロパティには、起動するためのXMLメッセージ(SOAP bodyペイロード)が含まれます。これは、XMLテンプレートまたは完全なXMLのいずれかです。
XMLテンプレートには、実行時に置換されるトークンが含まれます。ジョブ発行者は、テンプレートのトークンと置換されるパラメータ値を指定します。完全なXMLがトークンなしで使用される場合、置換は必要なく、ジョブ定義内で指定されたXMLはジョブ起動でそのまま使用されます。
注意:
XML文内の山カッコ(<および>)はエスケープする必要があります。
起動後、リモートWebサービスは、進捗状況メッセージをログに記録してそのステータスを更新できます。これらのメッセージは、Webサービス・ジョブによってログに記録され、リクエスト・ログで使用できます。Webサービス・レスポンスXMLは、ジョブ出力として取得されます。
SYS_EXT_wsCancelMessageおよびSYS_EXT_wsCancelOperationNameプロパティが取消しメッセージで構成されている場合、メッセージは取消し操作が実行中のWebサービス・ジョブで開始されたときに起動されます。取消し操作は、同期Webサービス操作として常に起動されます。
取消しメッセージSOAPヘッダーには、起動Webサービス操作に関連付けられているwsa:messageIdに設定されているWS-Addressing relatesToIdプロパティが自動的に移入されます。取消し操作では、起動操作と同じOWSMポリシーが使用されます。SYS_EXT_wsCancelMessageプロパティが構成されていない場合、Webサービスでは取消しがサポートされないため取消しできません。
SYS_externalJobTypeプロパティでは、Webサービス・ジョブ定義によりWebサービス・タイプ(ADFBC、Service BusまたはSOA)を指定できます将来カスタマイズされるWebサービス・ジョブ実装用のものです。
Webサービス・ジョブ・タイプでは、分離されたOracle Web Services Manager (OWSM)ポリシー・サブジェクト(Job-Invoke、Job-Callback)、およびWebサービス起動とコールバック操作に対して関連付けられているグローバルにアタッチされたポリシーおよび直接アタッチされたポリシーが使用されます。
Job-Invokeポリシー・サブジェクトは、すべてのWebサービス・ジョブ・タイプ(一方向、同期および非同期)に関連付けられていますが、一方Job-Callbackポリシー・サブジェクトは同期Webサービス・ジョブ・タイプにのみ使用できます。Job-InvokeおよびJob-Callbackのグローバルにアタッチされたポリシーはドメイン・レベルで指定でき、EMまたはWLSTを使用して構成できます。
Job-Invokeのグローバルにアタッチされたポリシーまたは直接アタッチされたポリシーがWebサービス・ジョブ定義に指定されていない場合、Webサービスは非同期で起動されます。匿名コールバックは非同期Webサービス・ジョブ・タイプにサポートされていないため、これは一方向および同期ジョブ・タイプにのみ機能します。
Job-InvokeおよびJob-Callbackの直接アタッチされたポリシーは個別のWebサービス・ジョブ定義に固有であり、Webサービス・ジョブ定義に関連付けられているポリシー・アセンブリ・ディスクリプタで取得されます。これらの直接アタッチされたポリシーは、JDeveloperを使用して設計時に指定するか、実行時にOracle Enterprise Manager Fusion Middleware ControlまたはWLSTコマンドを使用して指定できます。
Webサービス・ジョブ・ポリシー・サブジェクトに対するグローバルにアタッチされたポリシーは、Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware ControlまたはWLSTスクリプトを使用して、Webサービス・ジョブ・ポリシー・サブジェクトに対するドメイン・レベルのグローバルにアタッチされたポリシーを構成できます。例13-1に、このようなスクリプトの例を示します。
例13-1 グローバルにアタッチされたポリシーを構成するWLSTスクリプト
Oracle JDeveloperとOracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlの両方に便利なグラフィカル・ユーザー・インタフェースが用意されていて、Webサービスのジョブ定義の作成に役立ちます。
「Oracle JDeveloperを使用したジョブ定義の作成」では、Oracle JDeveloperを使用してジョブ定義を作成する方法を説明し、「Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlを使用したジョブ定義の作成」では、Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlを使用して同様の作業を行う方法を説明します。
アプリケーションの作成時にOracle JDeveloperを使用してWebサービス・ジョブ定義を使用できます。Oracle JDeveloperを使用してOracle Enterprise Schedulerで動作するアプリケーションを作成する方法については、「Oracle JDeveloperを使用したOracle Enterprise Schedulerアプリケーションの生成」の一般情報を参照してください。
JDeveloperには、スクリーン・リーダー、スクリーン拡大鏡、キーボード移動用の標準のショートカット・キーなどのアクセシビリティ・オプションが用意されています。さらに読みやすくするため、フォントのサイズや色、オブジェクトの色や形など、JDeveloperをカスタマイズすることもできます。JDeveloperでのアクセシビリティについて、およびこれを構成する手順は、『Oracle JDeveloperによるアプリケーションの開発』のOracle JDeveloperのアクセシビリティ情報に関する項を参照してください。
次の手順は、非同期Webサービス・ジョブ・タイプのジョブ定義を作成する方法を示しています。
注意:
図13-2に示す例は、値が発行リクエスト時に指定される置換トークン
SubmitArgument1を含む起動XMLペイロードを示しています。トークン置換については、「トークンおよび論理クラスタの使用」で説明しています。
図13-2 Oracle JDeveloper: 「Web Service」ポップアップ

非同期ジョブ定義に対してJob-Callbackの直接アタッチされるポリシーを構成するには、この手順のステップ3を繰り返し、「リクエスト用」のかわりに「コールバック用」を選択します。Job-Callbackの直接アタッチされるポリシーに対して必須のOWSMサービス・ポリシーを選択およびアタッチします(図13-4を参照)。
注意:
デプロイメント後、Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlを使用して、Webサービス・ジョブ定義に関連付けられているジョブ・ポリシーを変更できます。
図13-5 Oracle JDeveloper: ESS Webサービス・ポリシー・ポップアップ

この手順では、Oracle Enterprise Mangerを使用してWebサービス・ジョブ定義を作成および構成する方法を説明します。
図13-7に示す例は、値が発行リクエスト時に指定される置換トークンSubmitArgument1を含む起動XMLペイロードを示しています。
注意:
トークン置換については、「トークンおよび論理クラスタの使用」で説明しています。
図13-7 Fusion Middleware Controlコンソール: 「Webサービスの選択」ポップアップ

図13-10 Fusion Middleware Controlコンソール: ポリシーのアタッチ・ポップアップ

非同期ジョブ定義に対してJob-Callbackの直接アタッチされるポリシーを構成するには、この手順のステップ6を繰り返し、「起動」のかわりに「コールバック」を選択します。Job-Callbackの直接アタッチされるポリシーに必須のOWSMサービス・ポリシーを選択しアタッチします。
この章では、Oracle Enterprise Schedulerを使用して、スクリプトまたはバイナリ・コマンドを分岐プロセスで実行するプロセス・ジョブを作成する方法について説明します。
この章の内容は次のとおりです。
ランタイム・サービスの使用方法の詳細は、「ランタイム・サービスの使用」を参照してください。
Oracle Enterprise Schedulerを使用すると、Javaクラス、PL/SQLストアド・プロシージャ、生成されたジョブとして実行されるプロセス・ジョブなど、様々なタイプのジョブ・リクエストを実行できます。
Oracle Enterprise Schedulerを使用してプロセス・タイプのジョブを実行するには、特定のメタデータを指定して、実行するプロセス・タイプのジョブの特性を定義する必要があります。また、実行時間のスケジュールなどの、ジョブ・リクエストのプロパティを指定する場合もあります。
Oracle Enterprise Schedulerを使用してプロセス・タイプのジョブ・リクエストを指定するには、次の3つのステップ・プロセスを実行します。
Oracle Enterprise Scheduler APIを使用したアプリケーションを作成した後、このアプリケーションをパッケージ化してデプロイする必要があります。
実行時に、ジョブ・リクエストを発行した後、ジョブ・リクエストをモニターおよび管理できるようになります。ジョブ・リクエストの監視および管理の詳細は、「ランタイム・サービスの使用」を参照してください。
Oracle Enterprise Schedulerでプロセス・タイプのジョブを使用するには、メタデータ・サービスを特定してジョブ定義を作成する必要があります。
ジョブ定義は、名前とジョブ・タイプを指定して作成します。ジョブ定義を作成するときには、特定のシステム・プロパティも設定する必要があります。ジョブ定義は、メタデータ・サービスを使用してメタデータ・リポジトリに格納できます。
メタデータ・サービスの使用方法の詳細は、「メタデータ・サービスの使用」を参照してください。
Oracle Enterprise SchedulerのJobTypeオブジェクトでは、実行タイプを指定し、ジョブ・リクエストの共通プロパティ・セットを定義します。1つのジョブ・タイプを定義して、1つ以上のジョブ定義で共有できます。Oracle Enterprise Schedulerでは、次の3つの実行タイプがサポートされています。
JAVA_TYPE: Javaで実装され、コンテナ内で実行されるジョブ定義に使用します。 SQL_TYPE: データベース・サーバーでPL/SQLストアド・プロシージャとして実行されるジョブ定義に使用します。 PROCESS_TYPE: ホスト・オペレーティング・システムの制御下で個別のプロセスとして実行される、バイナリおよびスクリプトのジョブ定義に使用します。 JobTypeを指定する場合、JobTypeに関連付けられる特性を定義するSystemPropertiesを指定することもできます。表14-1に、リクエストによってプロセス・ジョブ・タイプに対するプロセスが生成された場合の、リクエストの処理方法を指定するプロパティを示します。
表14-1 プロセス・タイプのジョブのためのシステム・プロパティ
| システム・プロパティ | 説明 |
|---|---|
| 実行ビジネス・エラーを示すプロセス・ジョブ・リクエストのプロセス終了コードを指定します。このプロパティが指定されていない場合、プロセス終了コード4は実行ビジネス・エラーとして処理されます。 |
| 外部プログラムを起動するために必要なコマンド行。 |
| 生成されたプロセスに対して設定される環境編集を表す名前/値ペア(name=value)のカンマ区切りリスト。 |
| プロセス・ジョブ・リクエストに対して標準出力およびエラー・ストリームがリダイレクトされるファイルを指定します。 |
| 生成されたジョブが実行されるOracle WebLogic Serverノード。 |
| プロセス・ジョブ・リクエストの正常実行を示すプロセス終了コード。このプロパティが指定されていない場合、プロセス終了コード0は正常完了として処理されます。 |
| 生成されたジョブの正常実行を示すプロセス終了コード。このプロパティが指定されていない場合、プロセス終了コード3は警告終了として処理されます。 |
| 生成されたプロセスの作業ディレクトリ。 |
システム・プロパティの詳細は、「パラメータとシステム・プロパティの使用」を参照してください。
例14-1に、PROCESS_TYPEを使用したジョブ定義のサンプルを示します。
例14-1に示すように、プロセス・ジョブ・タイプを作成して格納する場合は、次を実行します。
JobTypeコンストラクタを使用して、String名とJobType.ExecutionType.PROCESS_TYPE引数を指定します。 addJobType()メソッドを使用して、JobTypeをメタデータに格納します。 MedatdataObjectIdでは、一意の識別子を使用して、メタデータ・リポジトリ内のメタデータ・オブジェクトを一意に識別します。 例14-1 Oracle Enterprise Schedulerジョブ定義の作成およびジョブ定義プロパティの設定
プロセス・タイプのジョブを使用するには、ジョブ定義を作成して格納する必要があります。
注意:
ジョブ・タイプを指定してジョブ定義を作成した後で、タイプやジョブ定義名を変更することはできません。ジョブ・タイプやジョブ定義名を変更するには、新しいジョブ定義を作成する必要があります。
例14-1に、ジョブ定義コンストラクタおよびジョブ・タイプを使用してジョブ定義を作成する方法を示します。表14-1に、ジョブ定義に関連付けられる一部のシステム・プロパティを示します。
例14-1に示すように、ジョブ定義を作成して格納する場合は、次を実行します。
JobDefinitionコンストラクタを使用して、String名およびメタデータに格納されているジョブ・タイプを指すMetadataObjectIDを指定します。 addJobDefinition()メソッドを使用して、ジョブ定義をメタデータ・リポジトリに格納し、MetadataObjectIDを返します。 Oracle Enterprise Schedulerで個別のプロセス・ジョブを管理するには、エージェント・ハンドラが必要です。エージェント・ハンドラは、プロセス・ジョブの実行を検証、生成、モニターおよび制御し、またプロセス・ジョブの終了ステータスをOracle Enterprise Schedulerに返します。
エージェント・ハンドラにより、Oracle Enterprise Schedulerの可用性のモニターやジョブ取消しリクエストの処理も行われます。ジョブが異常終了した(またはジョブの取消しリクエストが発行された)場合、エージェント・ハンドラは生成されたプロセスを(その子とともに)終了し、エージェント・ハンドラも終了します。これにより、オペレーティング・システム・タイプが検出され、適切なシステム・コールを使用して、プロセス・ジョブが起動、管理および終了されます。
Oracle Enterprise Schedulerのエージェント・ハンドラを使用して、そのログを/tmpフォルダに生成できます。ログの生成は、Oracle Enterprise Schedulerのログ・レベルをFINE、FINERまたはFINESTに設定して、/tmpフォルダへの読取り権限および書込み権限を確保することによって有効化する必要があります。プロセス・ジョブの起動ごとにログ・ファイルが1つ生成されます。ログ・ファイルには、プロセス・ジョブの起動ログがリストされ、ここには、環境変数のリスト、プロセス・ジョブに対して指定されたコマンド行とリダイレクトされた出力ファイル、プロセス・ジョブのプロセスIDと終了コード、プロセスの生成中に検出されたエラーなどが含まれます。
Oracle Enterprise Schedulerでは、2つの異なるエージェント・ハンドラ、つまりJavaエージェント・ハンドラとPerlエージェント・ハンドラが提供されます。両方のエージェント・ハンドラの機能は同等ですが、Javaエージェント・ハンドラではWindowsでのterminate-spawned-process-on-restart動作がサポートされていないという点が異なります。
デフォルトで、Oracle Enterprise Schedulerでは、標準および拡張モードのリクエストにJavaエージェント・ハンドラが使用されます。Fusionモードでのリクエストには、常時、Perlのエージェント・ハンドラを使用します。標準および拡張リクエスト・モードでPerlのエージェント・ハンドラを使用するには、プロセスのジョブを実行しているホスティング・アプリケーションに関連付けられたess-config.xmlファイルに、次の例に示すようにPerlCommandプロパティを追加する必要があります。
ディレクトリ名などの環境に依存する値を指定するため、トークンの置換を使用できます。詳細は、「トークンおよび論理クラスタの使用」を参照してください。
Oracle Enterprise SchedulerのPerlエージェントには、Oracle Perlバージョン5.10以上が必要です。プロセス・ジョブをサポートするPerlをインストールする手順は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Enterprise Schedulerの管理』の「プロセス・ジョブをサポートするPerlの構成」に記載されています。
注意:
Fusion Applications環境でOracle Enterprise Schedulerを実行する場合、Perlエージェント・ハンドラを使用する必要があります。
個々のプロセス・ジョブは、実行時にプロセス・ジョブに適用されるロケール環境変数設定によって決定される様々なロケールおよびエンコーディングを使用できます。プロセス・ジョブでは、リクエストの完了後にOracle Enterprise Schedulerにより、リクエスト・ログおよび出力ファイルがコンテンツ・ストアにインポートされます。
プロセス・ジョブのロケール環境変数は、プロセス・ジョブ定義やホスティング・アプリケーションのess-config.xmlファイルなど、複数の場所で指定できます。プロセス・ジョブのロケール解決ロジックは、次の優先順位でリクエストに有効なLC_ALLおよびLANG環境変数を決定します。
SYS_environment(最も高い優先順位) ess-config.xmlファイル すべてのプロセス・ジョブで、有効なロケールおよびエンコーディングは、前述の優先順位に基づいて決定されます(有効なLC_ALL値は有効なLANG値をオーバーライドします)このエンコーディングは、ログにのみ適用され、出力には適用されません。
この章では、Oracle Enterprise Schedulerジョブ定義に関連付けることができるスケジュールを定義して、ジョブ・リクエストが実行されるタイミングを指定したり、Oracle Enterprise Schedulerでの処理用に、時間ベースの制御を指定する作業シフトなどの管理アクションを含める方法について説明します。
この章の内容は次のとおりです。
Oracle Enterprise Schedulerを使用してスケジュールを作成し、ジョブ・リクエストが実行されるタイミングを決定したり、作業割当てがアクティブになるタイミングを決定するなど、他の目的にもスケジュールを使用できます。スケジュールには、2012年7月14日などの、明示的な日付のリストを含めることができます。スケジュールには、繰り返される日付(または時間と日付)のセットを表す式を含めることもできます。
Oracle Enterprise Schedulerを使用して、次の1つ以上を含むスケジュールを作成します。
繰返しは、繰り返される日付と時間を表す式です。繰返しは、Oracle Enterprise SchedulerのRecurrenceオブジェクトを使用して指定します。Recurrenceオブジェクトは、スケジュールを作成するときに、または日付のリストを指定する除外で使用します。
Recurrenceコンストラクタを使用して、次のように繰返しを作成できます。
RecurrenceFieldsクラスで定義されているフィールド(DAY_OF_MONTHなど)を使用します。 注意:
繰返しを作成するとき、各繰返しインスタンスについて、これらの2つのメカニズムのいずれか1つのみを使用できます。
繰返しには、次のものも含まれます(これらは必須ではありません)。
開始日、終了日およびカウント属性は、繰返しのRecurrenceFieldsヘルパー・ベースのインスタンスまたはiCalendarベースのインスタンスのいずれかに対してのみ有効です。
Recurrenceオブジェクトのインスタンスが正しく定義された完全な繰返しパターンを表しているかどうかをチェックする繰返しのvalidate()メソッドを使用して、繰返しを検証できます。Recurrenceインスタンスは、日付または日付と時間の出現を生成するために最小限必要なフィールドを持っている場合に、完全とみなされます。
繰返しフィールド・ヘルパーを使用して、繰返しを作成できます。RecurrenceFieldsヘルパー・クラスによって、繰返しパターンを指定するためのわかりやすい方法が提供されます。表15-1に、繰返しパターンを指定するために使用できる繰返しフィールド・ヘルパー・クラスを示します。
表15-1 繰返しフィールド・ヘルパー・パターン
| 繰返しフィールド | 説明 |
|---|---|
| 日付を定義します。 |
| 曜日の列挙。 |
| 繰返しの繰返し頻度を定義します。選択肢は次のとおりです。
|
| 月を定義します。 |
| 時間を定義します。 |
| 月の週の列挙。 |
| 年の値をカプセル化します。 |
例15-1は、RecurrenceFieldsヘルパー・クラスを使用して作成された繰返しのサンプルを示しており、ここでは、開始日および終了日を使用せずに、週単位の頻度(毎週月曜日の10:00 a.m.)を指定しています。
例15-1では、次のことに注意してください。
例15-2に、開始日および終了日のない、4時間ごとの繰返しのサンプルを示します。この繰返しは、RecurrenceFieldsヘルパー・クラスを使用して作成されており、時間単位の頻度、間隔の乗数の4、NULLの開始日およびNULLの終了日が指定されています。
例15-2では、次のことに注意してください。
例15-3に、RecurrenceFieldsヘルパー・クラスを使用して作成され、月単位の頻度が指定された繰返しのサンプルを示します。
例15-3では、次の特性のある繰返しを指定しています。
例15-4に、RecurrenceFieldsヘルパー・クラスを使用して作成され、月単位の頻度と開始日時が指定された繰返しのサンプルを示します。
例15-4では、次の特性のある繰返しを定義しています。
Calendarインスタンスcalで指定され、その値はset()メソッド・コールで設定されます。 例15-1 週単位の頻度による繰返しの定義
例15-2 4時間ごとの頻度による繰返しの定義
例15-3 月単位の頻度による繰返しの定義
例15-4 開始日時が指定された繰返しの定義
RecurrenceコンストラクタとiCalendar (RFC 2445)仕様を含むStringをともに使用して、繰返しパターンを指定できます。
iCalendar RFC 2245式の使用の詳細は、次のリンクを参照してください。
http://www.ietf.org/rfc/rfc2445.txt
例15-5に、iCalendar式を使用して作成された繰返しのサンプルを示します。
注意:
iCalendar式では、次のものはサポートされていません。
COUNT、UNTIL、BYSETPOS、WKST
setCountメソッドを使用して、Recurrenceオブジェクトにカウントを直接指定できます。
例15-5 iCalendar文字列式を使用した繰返しの定義
RecurrenceFieldsヘルパーを使用して繰返しを定義する場合は、次のことに注意してください。
RecurrenceFieldsヘルパー・クラスを使用して繰返しパターンを定義する場合、いずれかのRecurrenceFields.FREQUENCY定数を使用して頻度を指定することが、常に必須となります(頻度の詳細は、表15-1を参照してください)。 RecurrenceFields.FREQUENCY.HOURLYであり、間隔が8の場合、この組合せは8時間ごとを表します。 RecurrenceFieldsの頻度フィールドのみが指定されている場合、頻度フィールドを使用して、その開始日を最初の出現とする出現が開始日によって定義されます。たとえば、開始日が01-MAY-2007:09:00:00、RecurrenceFields.FREQUENCYがWEEKLYと指定されており、他の繰返しフィールドが使用されていない場合、出現は01-MAY-2007:09:00:00から毎週1回発生します(さらに、08-MAY-2007:09:00:00、15-MAY-2007:09:00:00と続きます)。 つまり、開始日を頻度フィールドの指定とともに指定することによって、繰返しパターンを簡単に定義できます。
WEEKLYと指定されている場合に、追加の繰返しフィールドDAY_OF_WEEKに値WEDNESDAYを指定して使用すると、出現は01-MAY-2007直後の水曜日から毎週水曜日に発生します。01-MAY-2007は火曜日であるため、最初の出現は01-MAY-2007:09:00:00ではなく、02-MAY-2007:09:00:00に発生します。 この場合、開始日が01-MAY-2007:09:00:00で、TIME_OF_DAYも11:00:00に指定された場合、すべての出現は11:00:00に発生し、開始日に指定された時間の09:00:00がオーバーライドされます。
TIME_OF_DAYフィールドのいずれも含まれない場合、Oracle Enterprise Schedulerによって実行時に提供されるタイムスタンプに基づいて、出現が発生します(通常、このタイムスタンプはリクエスト発行時に提供されます)。 たとえば、繰返しで2時間ごとの繰返しが指定されている場合、ジョブ・リクエストの発行時間によって出現の開始時間が決まります。つまり、そのような場合、ジョブ・リクエストの出現はそれぞれ2時間ごとになりますが、複数のジョブ・リクエストが発行されると、それぞれの開始時間は異なり、各ジョブ・リクエストのリクエスト発行時に設定されます。
MONTH_OF_YEARのみを指定し、開始日がともに指定されない場合、繰返しパターンは定義されません。開始日が指定されない場合に、パターンを定義するために必要な最小繰返しフィールド数は、使用される頻度の値に応じて異なります。たとえば、頻度がWEEKLYの場合、週単位の出現が発生する曜日を定義するには、DAY_OF_WEEKおよびTIME_OF_DAYのみで十分です。頻度がYEARLYの場合に、繰返しパターンを定義するには、MONTH_OF_YEAR、DAY_OF_MONTH(またはWEEK_OF_MONTHおよびDAY_OF_WEEK)およびTIME_OF_DAYで十分です。 MONTH_OF_YEARが1月から6月と指定され、DAY_OF_MONTHが30と指定される場合、繰返しでは無効な日(2月の30日)がスキップされます。 iCalendar式で繰返しを定義する場合は、次のことに注意してください。
たとえば、繰返しで2時間ごとの繰返しを指定でき、ジョブ・リクエストの発行の開始日時によって出現の具体的な開始時間が決まります。このように開始時間が指定されないと、異なるジョブ・リクエストの出現の発生時間は、各リクエストの発行時間に応じて異なる場合がありますが、個々の出現の間隔は2時間です。
setStartDate()による開始日の指定またはsetEndDate()による終了日の指定はオプションです。ただし、開始日または終了日が指定された場合、開始日より前および終了日より後(指定されている場合は、関連付けられた開始時間より前および終了時間より後)には、オブジェクトによって出現が生成されないことが保証されます。 明示的な日付により、スケジュールまたは除外で使用される日時が定義されます。RecurrenceFieldsクラスの適切なフィールドを使用して、ExplicitDateを構築します。
時間部分が指定されないjava.util.Calendarと比較した場合、ExplicitDateクラスでは部分的な日付を定義できます。さらに、TimeZoneなどのその他すべてのjava.util.Calendarフィールドは、ExplicitDateとともには定義されません。ExplicitDateで時間部分が指定されない場合、Oracle Enterprise Schedulerにより適切な時間が算出されます。たとえば、2007年6月1日より後の毎週月曜日を示すスケジュールがあるとし、2007年8月17日(金曜日)の明示的な日付を追加するとします。この例では、2007年8月17日には時間が含まれていないため、これは部分的な日付です。
Oracle Enterprise Schedulerの除外を使用して、スケジュールから除外する必要がある日付を表すことができます。たとえば、除外を使用して、スケジュールでスキップする休日のリストを作成できます。
Exclusionオブジェクトを使用して、個別の除外を表します。ExplicitDateまたはRecurrenceオブジェクトのいずれかを使用して、除外で除外する日付を定義できます。
例15-7に、繰返しを使用してExclusionインスタンスを作成する方法を示します。
例15-7では、個別の除外を定義しています。除外のリストの作成の詳細は、「除外定義の作成方法」を参照してください。
例15-7 明示的な日付および除外の定義
除外のリストを作成して、除外日を維持するには、次を実行します:
ExclusionsDefinitionオブジェクトを定義します。addExclusionDefinition()メソッドを使用して、ExclusionsDefinitionを維持します。例15-8 ExlusionDefinitionでの除外のリストの作成および格納
Oracle Enterprise Schedulerを使用してスケジュールを作成し、ジョブ・リクエストが実行されるタイミングを決定したり、他の目的にもスケジュールを使用できます(作業割当てがアクティブになるタイミングを決定するなど)。スケジュールには、2007年6月13日などの明示的な日付のリスト、または繰り返される日付や日付および時間を表す式のセットが含まれます。スケジュールでは、特定の除外および包含日付も指定できます。
次のものを使用してスケジュールを作成します。
スケジュールを定義する手順は、次のとおりです。
Scheduleオブジェクトを定義し、新しいスケジュールを作成するためのスケジュール・コンストラクタを使用して、スケジュールを作成します。m_metadataServiceを取得し、MetadataServiceHandleを使用して、tryブロック内でメタデータ・セッションを開きます。addScheduleDefinitionを使用してスケジュールを格納します。finallyブロックでセッションを閉じます。例15-9に、毎週月曜日の10:00AMに実行するように指定された、週次スケジュールのRecurrenceFieldsヘルパー・クラスを持つ繰返しを使用したスケジュール定義のサンプルを示します。
このスケジュールでは、addInclusionDate()メソッドを使用してスケジュール内の出現に明示的な日付を追加し、addExclusionDate()メソッドを使用してスケジュールの出現から5月15日の日付を明示的に除外します。
例15-10に、スケジュールを格納するために使用されるサンプル・コードを示します。メソッドaddScheduleDefinition()は、tryブロック内でスケジュールを格納するために使用され、その後にエラー処理を含むfinallyブロックが続きます。
例15-9 RecurrenceFieldsヘルパーを使用したスケジュールの繰返しの作成
例15-10 スケジュールの格納
この章では、Oracle Enterprise Scheduler Webサービスを使用して、Oracle Enterprise Schedulerランタイム機能のサブセットにアクセスする方法について説明します。
この章の内容は次のとおりです。
Oracle Enterprise Schedulerでは、エンタープライズ・レベルのスケジューリング用の豊富な機能セットを提供します。
機能には、次の操作のサポートが含まれます。
クライアント・アプリケーションは、Oracle Enterprise Scheduler Webサービス(ESSWebservice)を使用して、Oracle Enterprise Schedulerランタイム機能のサブセットにアクセスできます。ESSWebserviceは、主に、BPELプロセスからOracle Enterprise Schedulerを呼び出すなど、SOA統合をサポートするために提供されています。ただし、Webサービスを使用してOracle Enterprise Schedulerと相互作用する必要があるすべてのクライアントでは、ESSWebserviceを使用できます。ESSWebserviceでは、リクエスト発行およびリクエスト管理用のジョブ・スケジューリングおよび管理機能を公開しています。
ESSWebserviceは、Oracle Enterprise Schedulerランタイム・フレームワークにおけるJava EEアプリケーションであるOracle Enterprise Schedulerアプリケーション内でデプロイされます。このため、ESSWebserviceは、Oracle Enterprise Schedulerがインストールおよびデプロイされているすべてのノードで使用できます。
ESSWebserviceは同期Webサービスであり、たとえば、呼び出された操作はすべて同期操作となります。Oracle Enterprise Scheduler内部ジョブの実行モデルは非同期ですが、ESSWebservice APIは非同期である必要はありません。ただし、Oracle Enterprise Scheduler Webサービスは、ジョブ完了イベントを(コアAPIレイヤーでのOracle Enterprise Scheduler EventListener規定の実装と同様の方法で)非同期で取得する機能も提供します。
ESSWebservice WSDLでは、ESSWebserviceの完全な機能を記述します。表16-1に、ESSWebserviceで使用可能な操作の要約を示します。
表16-1 ESSWebserviceで使用可能な操作の要約
| 操作 | 通信タイプ | 説明 |
|---|---|---|
| 同期 | 後処理アクションをジョブ・セット・リクエスト内のステップに追加します。このメソッドは、リクエストの発行前にコールされます。このメソッドでは、同時処理においてadd_printer、add_notification、add_layoutによって以前サポートされていたアクションのサポートを提供します。これらのレガシー・ルーチンへのパラメータは、addPPActionへの引数として、元のルーチンで宣言されていた順序で渡されます。 |
| 同期 | リクエスト内の複数のアクションをパッケージ化できる点を除き、 |
| 同期 | 終了状態にないリクエストの処理を取り消します。 |
Oracle Enterprise SchedulerOracle Enterprise SchedulerOracle Enterprise Scheduler Oracle Enterprise SchedulerOracle Enterprise Scheduler | 同期 | 終了状態にあるリクエストを削除対象としてマークします。リクエストがほとんどのメソッドでアクセスできなくなりますが、データは物理的に削除されません。 親リクエストの場合、この操作はすべての子にカスケードされます。 |
| 非同期 | リクエストの完了時に非同期ステータス更新に登録します。個別の非同期レスポンスでの一方向操作です。 |
| 同期 |
|
| 同期 | 指定したリクエストのランタイム詳細を取得します。 |
| 同期 | 指定したリクエストの現在の状態を取得します。 |
| 同期 |
|
| 同期 | リクエストの |
| 同期 | 非同期Javaジョブのステータスを設定します。 |
| 同期 | リクエストのNLS環境オプションを設定します。 |
| 同期 | 以前の同時処理スタイルでの引数を、ジョブ・セット・リクエスト内のステップ用のOracle Enterprise Schedulerプロパティにマーシャリングします。この操作は、リクエストの発行前に呼び出されます。 |
| 同期 | 以前の同時処理スタイルでの引数をOracle Enterprise Schedulerプロパティにマーシャリングします。この操作は、リクエストの発行前に呼び出されます。各引数のキーはARGUMENT_PREFIX#であり、#は引数の元の値です。たとえば、ARGUMENT_PREFIX1="firstArg"およびARGUMENT_PREFIX2="secondArg"です。 |
| 同期 | 新しい再帰ジョブ・リクエスト(スケジュールが設定されたリクエスト)を発行します。 |
| 同期 | 新しいジョブ・リクエストを発行します。詳細は、「ユースケース: BPELプロセスでのOracle Enterprise Scheduler ESSWebserviceの使用」を参照してください |
Oracle Enterprise Schedulerは、ジョブ・リクエスト(Javaタイプのジョブ・リクエストなど)をそのジョブを発行したアプリケーションのコンテキストで実行します。
開発目的の場合は、通常、Oracle Enterprise Schedulerがターゲット・アプリケーションのコンテキストでジョブを実行できる任意のノード上にローカルに、Oracle Enterprise Schedulerとクライアント・アプリケーションを共存させます。目的が本番である場合は、一般的に、クライアント・アプリケーションとOracle Enterprise Schedulerは異なるサーバーに常駐します。
Oracle Enterprise Schedulerを使用するJava EEアプリケーションには、すべてのOracle Enterprise Schedulerアーティファクトが含まれており、この中には次のものがあります。
ejb-jar.xmlでのMDB記述) ESSWebserviceを使用してOracle Enterprise Schedulerと相互作用するクライアントでは、Oracle Enterprise Schedulerが適切なターゲット・アプリケーションのコンテキストでジョブを実行できるように、このタイプのJava EEアプリケーションを提供する必要があります。このようなすべてのWebサービス・クライアントでは、対応するJava EEホスティング・アプリケーションの名前を認識し、その名前をOracle Enterprise Schedulerに渡し、必要に応じて(WSDLで定義されます)その名前をOracle Enterprise Scheduler Webサービス・コールに渡す必要があります。
このようなアプリケーションは標準的なOracle Enterprise Schedulerクライアント・アプリケーションであり、このアプリケーションではジョブ・リクエストの発行および管理がESSWebservice操作を使用して実行されます。
ESSWebservice Webサービスを使用してOracle Enterprise Scheduler機能にアクセスする場合、対応するホスティングJava EEアプリケーションがOracle Enterprise Schedulerで使用できる必要があります。クライアントが、Oracle Enterprise Scheduler Webサービスを使用してOracle Enterprise Schedulerとリモートで相互作用できる場合も、関連付けられているJava EEホスティング・アプリケーションはOracle Enterprise Schedulerと同じ場所に配置されている必要があります。これにより、Oracle Enterprise Schedulerは正しいアプリケーション・コンテキストでジョブ・リクエストを実行できます。このため、ESSWebserviceクライアントでは、必要なすべてのOracle Enterprise Schedulerアーティファクトが含まれた、対応するJava EEホスティング・アプリケーションを依然として開発、パッケージ化およびデプロイする必要があります。
SOAクライアントの場合、BPELプロセスなどのすべてのSOAコンポーネントは、SOAコンポジットとしてデプロイされます。SOAコンポジットはJava EEアプリケーションではありません。このコンポジットは、(SOAインフラ内の)SOAファブリック・ランタイム・フレームワークを使用して実行されます。
SOAコンポーネントの場合、コンポジットとOracle Enterprise Schedulerとの間のプロキシとして機能する個別のJava EEホスティング・アプリケーションを作成します。このホスティング・アプリケーションは、デプロイされたコンポジットごとに1つのOracle Enterprise Schedulerアプリケーションという1対1のアソシエーションで作成したり、複数のコンポジットによって単一のJava EEホスティング・アプリケーションが共有されるようにできます。Java EEホスティング・アプリケーションには、必要なすべてのOracle Enterprise Schedulerアーティファクトが含まれています。
ESSWebservice WSDLで示されているように、クライアントは、ジョブ完了に関して非同期に通知される必要がある場合、getCompletionStatus()操作を呼び出すことができます。ジョブ完了時に、Oracle Enterprise Schedulerは、ESSWebserviceが着信コール内のコール元アドレスを取得するws-addressingに続いてコールバック操作onJobCompletion()を呼び出します。クライアントは、このコールバックを今後いつでも受信できる必要があります。このようなコールバックは、ジョブの完了に必要な時間に完全に依存します。これは、ジョブ完了時に(Oracle Enterprise Scheduler EventListener規約を実装する)クライアントのリスナーを呼び出すためのOracle Enterprise Scheduler機能に似ています。
getCompletionStatus()を使用する場合、クライアントには、特定の必須WebサービスAddressingヘッダー(特に、wsa:MessageIDヘッダーとwsa:ReplyToヘッダー)が含まれている必要があります。これにより、Oracle Enterprise Schedulerランタイムは、ジョブ完了ステータスが適切なReplyToアドレスに送信されたことを非同期で通知できます。BPELプロセスでgetCompletionStatus()を使用すると、SOAランタイムは必須ヘッダーを自動的に追加します。クライアント側でWebサービス・プロキシを使用している場合にgetCompletionStatus()をプログラムで使用するには、これらのAddressingヘッダーをWebサービス・クライアントで設定する必要があります。
ESSWebserviceは、次のOracle Enterprise Scheduler機能をサポートしていません。
Oracle Enterprise Scheduler機能は、JAX-WS注釈付きサービス・エンドポイント・インタフェース(SEI)を使用するWebサービスとして公開されます。このSEI WebサービスのWebサービス実装によって、共通のOracle Enterprise Scheduler実装レイヤーが呼び出されます。ESSWebserviceは、最大限の互換性を得るためにドキュメント/リテラル/ラップ・モードで公開されます。
ESSWebserviceで使用される一部のデータ型は、Webサービスで直接使用することには適していません。このようなデータ型は、対応するXML表現に簡単に変換できません。このため、Oracle Enterprise Scheduler Webサービス・レイヤーでは、ESSWebserviceで公開され、WSDLで表示されるこれらのデータ型に適用するラッパー・クラスを定義します。一般的に、Webサービス・レイヤーでは、可能な場合には既存のデータ型を再利用します。
Oracle Enterprise Schedulerがインストールされ、実行されている場合、Webサービス・ページからWSDL定義ファイルを取得できます。
Oracle Enterprise Schedulerがインストールされ、実行されている場合、次のタイプのURLにあるWebサービス・ページからWSDL定義ファイルを取得できます。
次に例を示します。
ブラウザからESSWebservice URLに直接アクセスすることによってWebサービス操作を起動することはできません。
この例では、BPELプロセスからESSWebServiceを使用する方法を示しています。BPELプロセスでは、ESSWebServiceを使用してジョブ・リクエストを発行します。
このユースケースでは、BPELおよびSOAユーザーがOracle Enterprise Schedulerを使用する場合の1つの方法を示しています。経験豊富なSOAユーザーおよび設計者は、Webサービスを使用するOracle Enterprise Schedulerで作業する方法として、他に案がある場合があります。
Oracle JDeveloperは、アプリケーションおよびそのアプリケーション内のプロジェクト(アプリケーション用のコードとサポート・ファイルが含まれている)の作成に使用されます。
JDeveloperには、スクリーン・リーダー、スクリーン拡大鏡、キーボード移動用の標準のショートカット・キーなどのアクセシビリティ・オプションが用意されています。さらに読みやすくするため、フォントのサイズや色、オブジェクトの色や形など、JDeveloperをカスタマイズすることもできます。JDeveloperでのアクセシビリティについて、およびこれを構成する手順は、『Oracle JDeveloperによるアプリケーションの開発』のOracle JDeveloperのアクセシビリティ情報に関する項を参照してください。
ESSWebServiceサンプル・アプリケーションを作成するには、次の手順に従います。
EssWebApplicationと入力します。 接頭辞に続いてピリオドが、アプリケーションの初期プロジェクト内に作成されたオブジェクトに付加されます。
Project1を受け入れます。 図16-1 BPEL仕様の選択

図16-2 サービス・タイプの選択

BPELProcess1.bpel)で、「コンポーネント」パレットのOracle拡張機能セクションから「ジョブのスケジュール」コンポーネントをreceiveInputおよびcallBackClientコンポーネントの間にドラッグします(図16-3を参照)。 図16-3 スケジュール・ジョブ・コンポーネントの追加

注意:
また、「ファイル」→「新規ギャラリ」→「一般」→「接続」→SOA-MDS接続を選択して、接続を作成することもできます。
図16-4 メタデータ・サーバーへの接続の作成

図16-5 スケジュール・ジョブの編集

図16-6 MDS接続を介したジョブ定義の選択

図16-7 Sys_effectiveApplicationプロパティの定義(定義されていない場合)

図16-8 ユーザー定義プロパティの追加

図16-9 追加のユーザー定義プロパティの追加

図16-10 プロジェクト・エディタ・タブ

図16-11 参照の更新ダイアログ

図16-12 「SOA WSポリシーの構成」を開く

/wss_http_token_client_policyとなります。非同期BPELプロセスを作成している場合、このプロセスを使用してサービス・ポリシーをコールバックにアタッチする必要もあります。 図16-13 「SOA WSポリシーの構成」ダイアログ

図16-14 セキュリティ・ポリシーの選択ダイアログ

getCompletionStatus操作のInvokeアクティビティを追加します。 図16-15 Schedulejob1とcallbackClientの間へのInvokeコンポーネントのドラッグ・アンド・ドロップ

xという名前の入力変数を作成し、「OK」をクリックして「Invokeの編集」」ダイアログを閉じます。 図16-16 「Invokeの編集」ダイアログ
requestIDをgetStatusAsync入力パラメータのrequestIDにマップします(図16-17を参照)。「OK」をクリックします。 図16-17 「Assignの編集」ダイアログを使用したScheduleJob1出力パラメータrequestIDのgetStatusAsync入力パラメータrequestIDへのマップ
図16-15 getStatusAsyncコンポーネントとcallbackClientコンポーネントの間へのReceiveコンポーネントのドラッグ・アンド・ドロップ
図16-19 Receive1コンポーネントのOnJobCompletionへの名前変更
yという名前の変数を追加します(図16-19を参照)。「OK」をクリックし、「Receiveの編集」ダイアログを閉じます。 resultMessageを、callbackClientコンポーネントの入力パラメータresult変数にマップします(図16-20を参照)。「OK」をクリックします。 図16-20 onJobCompletionコンポーネントの出力パラメータresultMessageのcallbackClientコンポーネントの入力パラメータresult変数へのマップ
この章では、Oracle Enterprise Schedulerのジョブ・セット(1つの単位として実行するためにグループ化できるジョブ定義の集合)を定義および発行する方法について説明します。
この章の内容は次のとおりです。
Oracle Enterprise Schedulerは、ジョブ・セットと呼ばれる、1つの単位として実行するためにグループ化できるジョブ定義の集合に対応しています。ジョブ・セットはネストできるため、ジョブ・セットにはジョブ定義の集合または1つ以上の子ジョブ・セットを含めることができます。ジョブ・セット内に含まれる各ジョブ定義やジョブ・セットは、ジョブ・セット・ステップと呼ばれます。
ジョブ・セットは、シリアル・ジョブ・セットまたはパラレル・ジョブ・セットとして定義されます。実行時、Oracle Enterprise Schedulerではパラレル・ジョブ・セット・ステップを並行して実行します。シリアル・ジョブ・セットが実行されるとき、Oracle Enterprise Schedulerでは、ステップを特定の順序で1つずつ実行します。Oracle Enterprise Schedulerでは、シリアル・ジョブ・セットを使用することによって、前のステップの実行ステータスに基づく、ステップ間の条件付き分岐がサポートされています。
シリアル・ジョブ・セットを定義してパラレル・ジョブ・セットを含めたり、パラレル・ジョブ・セットを定義してシリアル・ジョブ・セットを含めたりできます。パラレルおよびシリアル・ジョブ・セットが混在するジョブ・セットは、complex job setと呼ばれます。たとえば、シリアル・ジョブ・セットに子パラレル・ジョブ・セットが含まれる場合、シリアル・ジョブ・セットは子パラレル・ジョブ・セットに到達するまで、逐次実行されます。その後、子パラレル・ジョブ・セット内のすべてのジョブ定義またはジョブ・セット定義が並行して実行されます。子パラレル・ジョブ・セットが完了すると、続いて、シリアル・ジョブ・セットの残りのステップが逐次実行されます。ネストされたパラレル・ジョブ・セットは、ネストされていないパラレル・ジョブ・セットと同じように動作します。
ジョブ・セットのすべてのステップに対して、Oracle Enterprise Schedulerでは、特定のステップがジョブ・セット全体にどのように影響を及ぼすかについて、実行時の柔軟性をもたらすプロパティ(SYS_selectState)がサポートされています。このプロパティはステップごとに定義します。表17-1に、SYS_selectStateを示します。
表17-1 ジョブ・セット・ステップのプロパティ
| プロパティ | 説明 |
|---|---|
| ジョブ・セットの状態を決定するときに、ジョブ・セット・ステップの結果の状態を含めるかどうかを指定します。ステップの実行状態がジョブ・セット全体の最終的な状態に影響するかどうかを指定します。 デフォルトでは、すべてのジョブ・セット・ステップがジョブ・セットの状態に影響を及ぼします。特定のジョブ・セット・ステップの状態がジョブ・セットの状態に影響しないようにするには、そのステップに対して |
Oracle Enterprise Schedulerには、複数のアプリケーションをまたいで1つのジョブ・セットを実行する機能が備えられています。ジョブ・セットはホスティング・アプリケーションで実行され、デフォルトで、すべてのジョブ・セット・ステップもそのアプリケーションで実行されます。
ジョブ・セットの内容は、ジョブ・セット・ステップを定義するときに指定します。たとえば、シリアル・ジョブ・セットの場合は、名前と実行モードを指定し、次に、ジョブ定義の順序を定義するジョブ・セット・ステップか、またはジョブ・セットの実行時に実行される子ジョブ・セットを追加します。
次を指定して、Oracle JDeveloperでジョブ・セットを定義できます。
Oracle Enterprise Schedulerのジョブ・セットは、名前、パッケージ、ジョブ・セット実行モード、ステップ定義、アプリケーション定義プロパティおよびシステム・プロパティによって定義されます。
ジョブ・セットを作成する手順は、次のとおりです。
図17-1 シリアル・ジョブ・セットが示されたジョブ・セット・エディタ
シリアル・ジョブ・セット・ステップを定義するには、シリアル実行モードを選択し、次に、ジョブ・セット・ステップを追加します。ジョブ・セット・ステップは、使用可能なジョブ定義および現在のプロジェクトで定義されたジョブ・セットから作成されます。シリアル・ジョブ・セット・ステップは、ステップIDおよびそのステップに関連付けられるジョブ定義の子ジョブ・セット定義を指定する場合に定義します。次のステップを指定するために、ジョブ・セット・ステップの終了状態からのリンクも定義します。表17-2に、JDeveloperを使用して指定できる可能な終了状態を示します。
表17-2 ジョブ・セットのシリアル実行ステップの終了状態
| 終了状態 | 説明 |
|---|---|
| Oracle JDeveloperでは、この状態はチェックマーク・アイコンで示されます。このパスは、子ステップまたは子ジョブ・セットが正常に処理されたことを表します。 |
| Oracle JDeveloperでは、このステップは警告ボタンで示されます。子ステップまたは子ジョブ・セットによって警告が発生しました。 |
| Oracle JDeveloperでは、このステップはエラー・ボタンで示されます。子ステップまたは子ジョブ・セットの処理を実行するリクエストの一部の処理によって、エラーが発生しました。 |
シリアル・ジョブ・セット・ステップを追加する手順は、次のとおりです。
step1と入力します。ERROR終了状態のステップを選択します。たとえば、ドロップダウン・リストからStep_errorを選択します(Step_errorを定義する必要があります)。WARNING終了状態のステップを選択します。たとえば、ドロップダウン・リストからStep_warningを選択します(Step_warningを定義する必要があります)。ジョブ・セットにパラレル・ジョブ・セット・ステップを追加できます。
パラレル・ジョブ・セット・ステップを追加する手順は、次のとおりです。
「ステップの追加」ウィンドウが表示されます。
Oracle JDeveloperでジョブ・セットを定義すると、Oracle JDeveloperによって、定義したステップを表す要素を含むXMLファイルが作成されます。
パラレル・ジョブ・セットを定義する場合は、同時に実行される一連のジョブ・セット・ステップを指定します。パラレル・ジョブ・セットにはステップのみが含まれ、すべてのステップが同時に実行されて、相互に依存することも各ステップの実行順序に依存することもないため、ステップ間のリンクは含まれません。
ジョブ・セットを定義すると、Oracle JDeveloperによって、Oracle Enterprise Schedulerのジョブ・ステップ・スキーマに準拠するXMLドキュメントが作成されます。
シリアル・ジョブ・セットを定義する場合、関連付けられたXMLドキュメントにはジョブ・セット・ステップとリンクが含まれます。Oracle Enterprise Schedulerでは、シリアル・ジョブ・セットの定義に対して次の制限事項が適用されます。
Job_AからJob_B、Job_Cへのフローが定義されたジョブ・セットにおいて、Job_BまたはJob_CからJob_Aに戻る実行パスを定義することはOracle Enterprise Schedulerによって許可されません。たとえば、成功、エラーまたは警告リンクのジョブ・セット・ステップ内のリンクの1つが同じジョブ・セット・ステップに戻る場合、循環実行パス、すなわちループを作成できます。このため、各ジョブ・セット・ステップはいずれかの使用可能なジョブ定義またはジョブ・セットにリンクするか、あるいはすべてのジョブ・セット・ステップで同じジョブ定義またはジョブ・セットを成功、エラーおよび警告の場合のリンクとして使用できます。ループとしては、ジョブ・セット・ステップIDによって識別されるジョブ・セット・ステップを経由するパスに基づくもののみが可能です。Oracle Enterprise Schedulerでは、ジョブ・セット・ステップ・レベルでのループを回避するために送信時にジョブ・セットが検証されます。また、Oracle JDeveloperではジョブ・セット・ステップ・レベルのループを含むジョブ・セットを作成することはできません。 Job_Bが定義されたジョブ・セットにおいて、Job_BがERRORの終了状態で終了した場合のためにJob_BからJob_B自体への実行パスを定義することは、Oracle Enterprise Schedulerによって許可されません。ただし、ジョブ定義またはジョブ・セットに使用可能なRETRIESプロパティを使用して、構成されたRETRIESの数だけ複数実行を行うことができます。 WARNINGのステップJob_Dに対してリンクが定義されておらず、ステップJob_DがWARNINGの状態で終了した場合、ジョブ・セットの実行は停止します。 各ジョブ・セット・ステップは、いずれかの使用可能なジョブ定義またはジョブ・セットを使用するように定義することも、複数のステップで同じジョブ定義またはジョブ・セットを使用するように定義することもできます。
ジョブ・セットのアプリケーション定義プロパティまたはシステム・プロパティが、メタデータで設定された、またはジョブ・リクエストを発行するときに設定されたアプリケーション定義プロパティまたはシステム・プロパティと競合する場合があります。ジョブ・セットのアプリケーション定義プロパティおよびシステム・プロパティが処理される方法の詳細は、「メタデータ・サービスでのパラメータの使用」および「ランタイム・サービスでのパラメータの使用」を参照してください。
実行時、ジョブ・セットの個々のステップは、表17-2に示す様々な終了状態で終了する可能性があります。ジョブ・セット・ステップがジョブ・セットである場合、ジョブ・セット・ステップもそれらのいずれかの終了状態で終了します。Oracle Enterprise Schedulerには、ジョブ・セット・ステップの終了状態について優先度の階層があります。これは、ジョブ・セットに複数のステップがある場合に、ジョブ・セットの終了状態には最も優先度の高い終了状態のステップの終了状態が適用されることを意味します。したがって、ステップの最も優先度の高い終了状態によって、ジョブ・セット全体の結果の状態が決定されます。
ジョブ・セットの結果の状態は、システム内の後続のすべての状態依存処理に影響を及ぼします。ジョブ・セットは、すべての子リクエストが完了した後にのみ、子リクエストの終了状態に基づいて終了状態への遷移の基本的なルールに常に従います。通常、ジョブ・セットは、すべての子リクエストが終了し、終了状態に遷移した後にのみ、計算されたいずれかの終了状態に遷移します。たとえば、特定のジョブ・セットが実際は別のジョブ・セット内のステップである場合、内部ジョブ・セット・リクエストの状態が計算される方法は、外部ジョブ・セット内での条件付き実行に影響を与えます。
表17-3に、可能なジョブ・セットの終了状態および示されるレベル(優先度の列)を示します。
表17-3 ジョブ・セットの終了状態の遷移
| 終了状態 | 説明 | 優先度 |
|---|---|---|
| ジョブ・セットのいずれかのステップが シリアル・ジョブ・セットでは、1つのステップが |
|
| ジョブ・セットのいずれかのステップが |
|
| 少なくとも子リクエストの1つが期限切れになり、 |
|
| 少なくとも1つの子リクエストで取消しの試行が正常に処理され、 さらに、 ジョブ・セットが取り消された場合、追加または実行されていないステップは、最終状態のために |
|
| すべての子リクエストが |
|
表17-4に、追加の可能なジョブ・セットの状態を示します。
表17-4 可能なジョブ・セットの実行時の状態
| 状態 | 説明 |
|---|---|
| これは発行されたジョブ・セット・リクエストの初期状態です。ただし、ジョブ・セット・リクエストが |
| ジョブ・セットは、 |
| 発行されたジョブ・セットは、 |
| ユーザーがジョブ・セット全体の取消しをリクエストした場合、ジョブ・セットは このような場合、現在もアクティブでまだ終了状態に遷移していないすべての子リクエストに対して取消しが試行されます。 一方、取消しがジョブ・セットの特定の子リクエストに対して試行された場合、親リクエストの状態は変更されず、可能であれば特定の子リクエストのみが 後処理中に取消しが発生した場合、状態は |
| この状態は、ジョブ・セットまたはジョブ・セット・ステップの実行が終了し、後処理が開始されることを示します。 |
|
ジョブ・セットの場合、他のステップが完了するか、実行中の間、個々のステップは シリアル・ジョブ・セットの場合、ジョブ・セットは ただし、パラレル・ジョブ・セットでは、複数のステップが |
|
|
Oracle Enterprise Schedulerには、複数のアプリケーションをまたいで1つのジョブまたはジョブ・セットを実行する機能が備えられています。
EFFECTIVE_APPLICATIONシステム・プロパティがODIに設定されているため、ODIアプリケーションで実行されます。 EFFECTIVE_APPLICATIONシステム・プロパティがINVに設定されているため、INVアプリケーションで実行されます。 図17-5 アプリケーション間ジョブ・セット・ステップ
ジョブ・セットはホスティング・アプリケーションで実行され、デフォルトで、すべてのジョブ・セット・ステップもそのアプリケーションで実行されます。システム・プロパティSYS_effectiveApplicationは、ジョブ定義または(ジョブ・セット・ステップではなく)ジョブ・セットで定義する必要があります。SYS_effectiveApplicationを定義するネストされたジョブ・セットの場合、アプリケーションはネストされたジョブ・セットのすべての子リクエストに適用されます。ネストされたジョブ・セットである場合、ネストされたジョブ・セットのジョブは有効なアプリケーションで実行されます。ジョブに対してSYS_effectiveApplicationが定義されている場合、ジョブ・セットのリクエストおよびそのジョブ・セットのすべての子リクエストは有効なアプリケーションに関連付けられます。つまり、これらのリクエストのAPPLICATIONシステム・プロパティは有効なアプリケーションに設定されます。
SYS_effectiveApplicationシステム・プロパティは、メタデータ、具体的には、ジョブ・セット、ジョブ・セット・ステップ、ジョブ・タイプおよびジョブでのみ定義できます。プロパティSYS_effectiveApplicationは、リクエスト・パラメータではサポートされていません。有効なアプリケーションは、ホスティング・アプリケーションと同じクラスタ内にある必要があり、そうでない場合、エラーが発生します。発行されたジョブ・セットによって有効なアプリケーションが定義されている場合、その値はホスティング・アプリケーションと同じである必要があり、そうでない場合、ジョブ・セットの発行は拒否されます。
複数のアプリケーションをまたいで実行されるジョブ・セットの場合、アプリケーションによるリクエストの問合せは、すべての子を取得するには不十分です。Oracle Enterprise Schedulerでは、問合せフィールドとして絶対親IDがサポートされているため、アプリケーションに関係なく、ジョブ・セットのすべてのリクエストを問い合せることができます。絶対親IDは、ホスティング・アプリケーションに対して発行されたジョブ・セットのリクエストIDです。
Oracle Enterprise Schedulerでは、次の要件が適用されるアプリケーション間ジョブ・セットがサポートされています。
ジョブ・セットのステップでは、ジョブ・セットの前のステップからの入力が必要になる場合があります。Oracle Enterprise Schedulerでは、1つのステップから次のステップの入力へ出力を簡単に転送するために、2つのシステム・プロパティSYS_inputListおよびSYS_outputListが使用されます。
ジョブ・セットの次のステップに渡す必要がある情報(出力ファイルのリストなど)がジョブで生成されると、ジョブではSYS_outputListプロパティに情報が追加されます。ジョブ・リクエストの実行が完了すると、Oracle Enterprise Schedulerでは、次のステップが実行される前に、リクエストのSYS_outputListプロパティを転送し、これが次のステップのSYS_inputListプロパティになるようにします。次のステップはその入力として前のステップの出力を受け取ります。
ジョブ・セット・ステップは単一ジョブである場合とジョブ・セットである場合があり、Oracle Enterprise Schedulerでは、ネストされたジョブ・セットによる転送もサポートされています。シリアル・ジョブ・セットの場合、Oracle Enterprise Schedulerではジョブ・セットの出力がジョブ・セットの最後のステップの出力として定義されます。つまり、最後のステップのSYS_outputListプロパティのみが次のステップに転送されます。同様に、シリアル・ジョブ・セットへの入力は、そのジョブ・セットの最初のステップにのみ転送されます。つまり、シリアル・ジョブ・セットの最初のステップのみで、SYS_inputListプロパティが前のステップのSYS_outputListプロパティの値に設定されます。
パラレル・ジョブ・セットの場合、Oracle Enterprise Schedulerでは、ジョブ・セットの出力はジョブ・セットのすべてのジョブのSYS_outputListプロパティの連結(デリミタで区切られ、順序の保証なし)であることが指定されます。パラレル・ジョブ・セットへの入力はジョブ・セットのすべてのジョブに転送されます。つまり、パラレル・ジョブ・セットのすべてのジョブで、INPUT_LISTプロパティが同じになります。システム・プロパティOUTPUT_LIST_DELIMITERでは、出力ファイルを一覧表示するときに使用するデリミタが指定されます。
ジョブ・セットに2つのジョブがあり、各ジョブで独自の出力ファイルfile1.txtおよびfile2.txtが生成されるとします。OUTPUT_LIST_DELIMITERの値がセミコロンである場合、そのジョブ・セットのシステム・プロパティSYS_outputListの値はfile1.txt;file2.txtになります。出力ファイルの連結されたリストを使用して、ジョブ・セットの次のジョブ・ステップでは、ジョブ・セット内の前のステップによって生成された出力ファイルにアクセスできます。
InputFileクラスはジョブ定義の入力としてファイルへのアクセスを提供します。現在、ファイルをジョブ・リクエストへの入力として受け入れるためのメカニズムはありません。
ステップのSYS_outputListプロパティの値を次のステップのSYS_inputListプロパティの値へ転送する場合を除き、Oracle Enterprise Schedulerでは2つのプロパティは他のシステム・プロパティと同様に処理されます。Oracle Enterprise Schedulerではプロパティの値の形式は定義されません(パラレル・ジョブ・セットの場合のセミコロンのデリミタを除く)。プロパティの構文およびセマンティクスの定義は、たとえば、完全修飾名または相対パス名、およびデリミタとしてのカンマまたはスペースを使用して、ジョブで行われます。
この章では、Oracle Enterprise Schedulerのジョブ非互換性の使用方法について説明します。この機能を使用して、同時に実行できないジョブ・リクエストを指定できます。
この章の内容は次のとおりです。
ジョブ・リクエストの作成および発行方法の詳細は、「PL/SQLジョブの作成と使用」および「プロセス・ジョブの作成と使用」を参照してください。ジョブ・セットの使用の詳細は、「ジョブ・セットの定義および使用」を参照してください。
注意:
説明を単純化するために、この非互換性の章ではジョブ定義についてのみ言及しますが、ここでの説明は、すべての場合において、ジョブ定義とジョブ・セットの両方に当てはまります。
それぞれの非互換性については、グローバルな非互換性とドメイン(プロパティベース)の非互換性のいずれかが指定されます。Oracle Enterprise Schedulerでは、oracle.as.scheduler.Incompatibility Javaクラスによって表される非互換性定義に基づき、ジョブ定義またはジョブ・セットの間の非互換性がサポートされています。IncompatibilityType列挙によって、有効な非互換性タイプが指定されます。
DOMAIN): この場合、1つ以上のジョブ定義がリソースのスコープ内で非互換としてマークされ、リソースはシステム・プロパティ名またはユーザー定義パラメータ名によって識別されます。非互換性を定義するために使用するジョブ定義ごとに、プロパティ名を指定する必要があります。互換性のないジョブに対するリクエストのリソースの値が同じ場合、Oracle Enterprise Schedulerにより、これらが同時に実行されないようにできます。parameterVOを介して指定されたパラメータは、プロパティ名submit.argument1、... submit.argument#を持つリクエスト・プロパティとして発行されます。ドメイン非互換性プロパティとしてこのようなパラメータを使用するには、非互換性プロパティ名にsubmit.argument1、... submit.argument#を指定します。 GLOBAL): この場合、1つ以上のジョブ定義が、リソースやプロパティに関係なく非互換としてマークされます。Oracle Enterprise Schedulerにより、互換性のないジョブに対するリクエストが同時に実行されないようにできます。 Oracle Enterprise Schedulerの非互換性定義により、グローバルな非互換性とドメイン(プロパティベース)の非互換性のいずれかが指定されます。非互換性は1つ以上のエンティティ(ジョブ定義またはジョブ・セット)、およびこれらのエンティティが非互換となる必要があるリソースで構成されています。グローバルの非互換性にリソースは指定しません。各エンティティには、自己非互換としてフラグを付けることができます。非互換性が1つのエンティティにのみ定義されている場合、そのエンティティに自己非互換としてフラグを付ける必要があります。Oracle Enterprise Schedulerでは、1つのエンティティがドメイン(プロパティベース)のエンティティを表し、別のエンティティがグローバルな(プロパティのない)エンティティを表す混合モードはサポートされていません。
ドメインの非互換性の場合、リソースは非互換性のエンティティごとに異なる場合があるプロパティ名によって表されます。たとえば、ドメインの非互換性が2つのジョブ定義(JobAとJobB)に対して作成される場合、各エンティティに対して識別されるリソース(プロパティ)のプロパティ名は、JobAとJobBで異なることがあります。これはJobAでfooと呼ばれ、JobBでfoo2と呼ばれる可能性があります。Oracle Enterprise Schedulerでは、JobAに対するリクエストとJobBに対するリクエストのそれぞれのプロパティ値が同じである場合、これらのリクエストは互換性がないとみなされ、同時に実行されることはありません。リクエストのそれぞれのプロパティ値が異なる場合、これらのリクエストは互換性があるとみなされ、同時に実行できます。
非互換性定義により、別のジョブ定義と互換性のないジョブ定義が指定されます。指定されたジョブ定義により、任意の非互換性定義を直接指したり参照することはありません。
Oracle Enterprise Schedulerにより、リクエストが最初に実行されるときにリクエストのジョブ定義を参照する非互換性定義(ある場合)が決定されます。また、その際に任意のドメインの非互換性に対するリソース(プロパティ)値も決定されます。この情報はリクエストのライフ・サイクルの後続の処理全体(リクエストの再試行を含む)を通して使用されます。ジョブ・セット・リクエストの場合、個別のステップ・リクエストが実行されるときではなく最上位のジョブ・セット・リクエストが実行されるときに、Oracle Enterprise Schedulerにより、潜在的なジョブ・セット・ステップのジョブ定義を参照する非互換性定義(ある場合)が決定されます。
スケジュールベースの発行の場合、Oracle Enterprise Schedulerにより、スケジュールのインスタンスに新しい子リクエストが作成されます。指定した時間に実行されるインスタンスは1つのみです。インスタンス・リクエストが最初に実行されるときに、Oracle Enterprise Schedulerにより、非互換性定義に行われたメタデータ変更が追跡され、非互換性定義(ある場合)がリフレッシュされる場合があります。これは、次のインスタンス・リクエストが実行されるときに使用される非互換性定義が、前のインスタンス・リクエストが実行されたときに使用された非互換性定義と異なる場合があることを意味します。
ジョブ定義またはジョブ・セットは、それら自体と互換性がない場合、自己非互換として定義できます。自己非互換とは、単一のジョブ定義に関連付けられる複数のジョブ・リクエストを同時に実行できないことを意味します。単一のエンティティが自己非互換としてマークされる場合、非互換性定義にそのエンティティを含めることができます。グローバルな自己非互換性では、特定のジョブまたはジョブ・セット定義に対する複数のリクエストは同時に実行されません。プロパティベースの自己非互換性では、特定のジョブまたはジョブ・セット定義に対するリクエストは、プロパティ値が同じである場合、同時に実行されません。
次のことを指定することによって、Oracle JDeveloperにおける非互換性を定義できます。
Oracle Enterprise Schedulerのグローバルな非互換性は、名前、パッケージおよびエンティティによって定義されます。
グローバルな非互換性を作成する手順は、次のとおりです。
図18-1 「非互換性の作成」ウィンドウ
非互換性が作成され、非互換性定義ページが表示されます。
図18-2 非互換性の「エンティティの追加」ウィンドウ
図18-3 グローバルな非互換性の「エンティティの編集」ウィンドウ
Oracle Enterprise Schedulerのドメインの非互換性は、名前、パッケージ、エンティティおよび各エンティティのプロパティによって定義されます。
非互換性を作成する手順は、次のとおりです。
図18-4 「非互換性の作成」ウィンドウ
「OK」をクリックします。これにより非互換性が作成され、「非互換性エディタ」が表示されます。
「エンティティの追加」ウィンドウが表示されます。
非互換性エディタが表示されます。
図18-5に示すように、「エンティティの編集」ウィンドウが表示されます。
図18-5 非互換性の「エンティティの編集」ウィンドウ
実行時、Oracle Enterprise Schedulerによって、非互換性タイプのグローバルまたはドメイン(プロパティベース)に応じて非互換性定義が処理されます。
ジョブ・リクエストが実行されるときに、Oracle Enterprise Schedulerによって、リクエストの発行に使用されるジョブまたはジョブ・セット定義を参照する非互換性定義が決定されます。各ドメインの非互換性について、その非互換性に使用するリソースまたはプロパティの値も決定されます。すでに実行中の非互換性リクエストがあるかどうかを決定するためにOracle Enterprise Schedulerによって確認されます。そうである場合、リクエストは、そのリクエストが互換性のないすべてのリクエストが完了するまでブロックされます。
注意:
ドメイン非互換性のプロパティの値が、リクエストの実行時にリクエスト・パラメータから取得されます。通常、値はリクエストの発行時に指定されたジョブ定義またはリクエスト・パラメータのいずれかに基づきます。このようなパラメータが見つからない場合、この非互換性は、後続のリクエスト処理で無視されます。この非互換性定義に関して、リクエストは他のリクエストと互換性を持ちます。初期プロパティ値は、プロパティが後で変更された場合も、非互換性リソース値として使用されます。
この章では、Oracle Enterprise Schedulerランタイム・サービスAPIを使用して、ジョブ・リクエストを発行および管理し、ジョブ・リクエスト履歴からジョブ・リクエスト情報を問い合せる方法について説明します。
注意:
ランタイム・サービスには、ログおよび出力APIも含まれます。これらのAPIについては、「ジョブ・リクエスト・ログと出力」で別々に説明します。
この章の内容は次のとおりです。
Oracle Enterprise Schedulerを使用すると、Javaクラス、PL/SQLプロシージャおよびプロセス・ジョブ・タイプ(分岐プロセス)など、様々なジョブ・タイプを定義して実行できます。これらのジョブ・タイプを実行するには、ジョブ定義を発行する必要があります。
ランタイム・サービスを使用して、次のような様々なタイプの操作を実行できます。
メタデータ・サービスと同様に、Oracle Enterprise SchedulerではランタイムMBeanプロキシ・インタフェースを提供します。
ランタイム・サービスのopen()メソッドにより、各Oracle Enterprise Schedulerランタイム・サービス・ユーザー・トランザクションが開始されます。Oracle Enterprise Schedulerアプリケーション・クライアントでは、open()により作成されるRuntimeServiceHandle参照を取得して、その参照をランタイム・サービス・メソッドに渡します。RuntimeServiceHandle参照により、クライアント・アプリケーションにランタイム・サービスへの接続が提供されます。クライアント・アプリケーションでは、close()をコールしてランタイム・サービスを明示的に終了する必要があります。これによりトランザクションが終了し、トランザクションがコミットまたはロールバック(取消し)されます。close()はランタイム・サービス内のトランザクション動作を制御するだけでなく、Oracle Enterprise SchedulerによりRuntimeServiceHandleに関連付けられているリソースを解放できるようにします。
Oracle Enterprise Schedulerでは、アプリケーション・プログラムに対して、ランタイム・サービスをステートレス・セッションEnterprise Java Bean (EJB)として公開します。Oracle Enterprise Schedulerランタイム・サービスのステートレス・セッションEJBを見つけるために、JNDIを使用できます。
例19-1に、RuntimeServiceLocalHomeオブジェクトを使用したOracle Enterprise Schedulerランタイム・サービスのルックアップを示します。
注意:
ランタイム・サービスにアクセスするときは、次のことに注意してください。
JndiUtil.getRuntimeServiceEJB()では、RuntimeService EJBがローカルのJNDIロケーション"ess/runtime"にマップされていることを前提としています。これは、ホストされているアプリケーションのメッセージドリブンBean (MDB)内で自動的に行われます。open()コールによって、RuntimeServiceHandle参照が提供されます。この参照は、アプリケーション・プログラム内の、ランタイム・サービスにアクセスするメソッドで使用します。- ランタイム・サービスの使用が終了したら、
close()をコールして、RuntimeServiceHandleに関連付けられているリソースを解放する必要があります。
例19-1 Oracle Enterprise Schedulerランタイム・サービスにアクセスするためのJNDIルックアップ
ジョブ定義の発行時に、新しいジョブ・リクエストを作成します。
メタデータ・リポジトリで維持されているジョブ定義を使用してジョブ・リクエストを発行するか、ジョブ定義またはスケジュールがメタデータ・リポジトリに格納されない非定型方式でジョブ・リクエストを作成できます(非定型リクエストの詳細は、「非定型ジョブ・リクエストの発行」を参照してください)。
ジョブ・リクエストを作成するには、submitRequest()をコールします。必要に応じて、次のいずれかの形式でジョブ・リクエストを作成できます。
例19-2に、メタデータ・リポジトリに常駐するジョブ定義を使用して新しいジョブ・リクエストを作成するsubmitRequest()メソッドを示します。また、ジョブ定義とスケジュールがメタデータ・リポジトリに格納されない、非定型ジョブ・リクエストを発行することもでます。詳細は、「非定型ジョブ・リクエストの発行」を参照してください。サブリクエストを発行することもできます。詳細は、「サブリクエストの使用」を参照してください。
注意:
ランタイム・サービスを使用してジョブ・リクエストを発行するときには、次のことに注意してください。
- 例19-1に示されているように、ランタイム・サービス・ハンドルを取得します。
- ランタイム・サービスでは、メタデータ・サービスを内部的に使用して、指定された
MetadataObjectId、jobDefnIdを持つジョブ定義メタデータを取得します。
例19-2 submitRequest()によるジョブ・リクエストの作成
ジョブ・リクエストを作成するとき、Oracle Enterprise Schedulerによって、ジョブ・リクエストに関連付けられているプロパティが解決および格納されます。特定のシステム・プロパティを、ジョブ・リクエストと関連付けることができます。ジョブ・リクエストが発行されたとき、これらのプロパティをプロパティ階層内に設定していなかった場合は、Oracle Enterprise Schedulerによってデフォルト値が提供されます。
表19-1に、デフォルト・ランタイム・サービス・フィールド名と対応するシステム・プロパティを示します。
表19-1 ランタイム・サービスのデフォルト値フィールドと対応するシステム・プロパティ
| 値 | ランタイム・サービスのデフォルト値フィールド | 対応するシステム・プロパティ | 説明 |
|---|---|---|---|
0 |
|
| リクエストのデフォルト有効期限(分数)。デフォルト値は、リクエストが有効期限切れにならないことを意味する0です。 |
4 |
|
| リクエストに関連付けられているデフォルトのシステム優先度。 |
5 |
|
|
|
0 |
|
| 失敗したリクエストのデフォルトの再試行回数。デフォルト値は0で、失敗したリクエストが再試行されないことを意味します。 |
0 |
|
| ジョブ実行が開始された後に、プロセッサが非同期レスポンスを待機する時間を分数で指定します。時間が経過した後、リクエストはタイムアウトになります。 |
ジョブ・リクエストに関連付けられているすべてのOracle Enterprise Schedulerメタデータは、リクエストの発行時にランタイム・ストアに維持されます。維持されるメタデータ・オブジェクトには、ジョブ定義、ジョブ・タイプ、ジョブ・セット、スケジュール、非互換性定義および除外定義があります。メタデータは最上位レベルのリクエストのコンテキストに格納され、各メタデータ・オブジェクトは絶対親リクエストIDおよびそのメタデータIDによって一意に識別されます。最上位レベルのリクエストに対して、一意のメタデータ・オブジェクトはそれぞれ1回のみ格納され、これは、そのリクエスト内で定義が複数回使用されている場合も同様です。これにより、すべての子リクエストで必ず同じ定義が使用されます。
リクエストが発行されると、リクエストのすべての既知のメタデータが維持されます。サブリクエストの場合は、サブリクエストが発行されるまでメタデータが認識されないため、サブリクエスト・メタデータは、サブリクエストの発行時に、メタデータ・オブジェクトがすでにランタイム・ストアにおいて永続化されていないことが確認された後で、維持されます。
ランタイム・ストアに維持されたメタデータは、絶対親リクエストが削除されるときに削除されます。
Oracle Enterprise Schedulerは、DMS ECIDおよびFlowId値をすべてのリクエストに関連付けます。Oracle Enterprise Schedulerでは、通常、リクエストの発行時に現在のDMS実行コンテキストからECIDおよびFlowIdを取得し(存在する場合)、そのECIDおよびFlowId値を後続のリクエストの処理で使用します。たとえば、Oracle Enterprise Schedulerは、ジョブの実行可能ファイルを開始するときに、リクエストにECIDおよびFlowIdを関連付けるDMS実行コンテキストを設定します。
リクエストの発行時、DMS FlowIdプロパティがDMS実行コンテキスト内に存在しない場合、新規FlowIdはリクエストに関連付けられます。たとえば、リクエストがSOAによって発行されていない場合、DMS実行コンテキスト上にFlowIdが存在しない場合があり、Oracle Enterprise Schedulerによって新規FlowIdがリクエストと関連付けられます。
DMS実行コンテキストがリクエストの発行時に存在しない場合、新しいECIDおよびFlowIdがリクエストに関連付けられます。たとえば、リクエストがOracle Enterprise Scheduler PL/SQLインタフェースを使用して発行された場合、PL/SQL発行プロシージャがコールされたときにデータベース・セッションから使用できるDMSコンテキスト情報がない場合があります。新しいECIDおよびFlowIdが、Oracle Enterprise Schedulerの中間層によって検証が正常に完了した後、リクエストに関連付けられます。
一般的に、子リクエストは、親リクエストからECIDおよびFlowIdを継承します。たとえば、ジョブ・セット・ステップ・リクエストの作成時、Oracle Enterprise Schedulerでは親リクエストのECIDおよびFlowIdが使用されます。
サブリクエストは発行済のリクエストであるため、サブリクエストの発行の現在のDMS実行コンテキストのECIDおよびFlowIdがサブリクエストに関連付けられます。通常、ECIDおよびFlowIdの値は、親リクエストの値と同じですが、これは親ジョブの実行可能ファイルを開始する前に、Oracle Enterprise Schedulerにより親リクエストのECIDおよびFlowIdが含まれるDMS実行コンテキストが設定されるためです。Oracle Enterprise Schedulerがサブリクエストの発行を受信する前に、アプリケーションまたは一部のコンポーネント・レイヤーによりECIDまたはFlowIdが変更される場合があります。その場合、親およびサブリクエストのECIDまたはFlowIdが異なる場合があります。
スケジュールがリクエストの発行時に指定されている場合、発行されるリクエストは実行されていない絶対親を表します。Oracle Enterprise Schedulerは、指定されたスケジュールに従って子インスタンス・リクエストを自動的に作成し、新しいECIDおよびFlowIdが各子インスタンスに使用されます。子インスタンス・リクエストは、インスタンスの親リクエストを表し、それ自体の子が含まれる場合があります(サブリクエストまたはジョブ・セット・ステップ・リクエストなど)。一般的にそのような子には、そのインスタンスの親リクエストと同じECIDおよびFlowIdが含まれます。
Oracle Enterprise Schedulerでは、プロパティ名がFlowIdであるDMS FlowIdプロパティが使用されます。SOAには、DMS実行コンテキストに存在している場合があるプロパティがいくつかあります。その2つのプロパティは、SOA CorrelationFlowIdおよびSOA FlowIdプロパティです。DMS FlowIdプロパティ(FlowId)は、SOA CorrelationFlowIdの値の伝播に使用されます。DMSプロパティ名"oracle.soa.tracking.FlowId"は、SOA FlowIdプロパティの値の伝播に使用されます。このため、SOAによって発行されるOracle Enterprise Schedulerリクエストに関連付けられているFlowIdプロパティは、SOA CorrelationFlowIdの値と一致する場合があります。
ジョブ・リクエストを発行した後、requestIDを使用して、次のことを実行できます:
ランタイム・サービスをrequestIDとともに使用して、システム内に存在するジョブ・リクエストの情報を取得できます。表19-2に、ジョブ・リクエスト情報を取得できるようにするランタイム・サービス・メソッドを示します。
表19-2 ランタイム・サービスのGetリクエスト・メソッド
| ランタイム・サービス・メソッド | 説明 |
|---|---|
| 指定したリクエストの完全なランタイム詳細を取得します。 |
| 指定したリクエストの基本的なランタイム詳細を取得します。このメソッドによって返されるRequestDetailには、ほとんどの情報が |
| リクエスト・パラメータの値を取得します。 |
| 指定したリクエストに関連付けられている直接的な子リクエスト識別子の列挙を取得します。これには、完了していないリクエストのIDが含まれます(リクエスト・トランザクションがロールバックされる場合や、エラーが発生した場合など)。 |
| 指定したリクエストの現在の状態を取得します。 |
例19-3 に、HOLD状態にある直接的な子リクエストがあるかどうかを判別するコードを示します。
例19-3 直接的な子のジョブ・リクエストが保留中であるかどうかの判別
ランタイム・サービスをrequestIDとともに使用して、ジョブ・リクエストの状態を変更できます。表19-3に、ランタイム・サービスのジョブ・リクエスト状態変更メソッドを示します。ジョブ・リクエスト管理メソッドを使用すると、ジョブ・リクエストの状態によっては、リクエストの状態を変更できます。たとえば、リクエストがCOMPLETED状態である場合は、cancelRequest()でリクエストを取り消すことはできません。
表19-3 ランタイム・サービスのジョブ・リクエスト状態メソッド
| ランタイム・サービス・メソッド | 説明 |
|---|---|
| 終了状態にないリクエストの処理を取り消します。 |
| 終了状態にあるリクエストを削除対象としてマークします。 |
|
|
| リクエストの |
例19-4に、submitRequest()とジョブ・リクエストの状態を制御するメソッドを示します。holdRequest()は、ジョブ・リクエストの処理を保留にします。対応するreleaseRequest()によって、リクエストが解放されます。この例では、リクエストを保留にする必要がある条件は示しません。
注意:
例19-4について、次のことに注意してください。
- 例19-1に示されているように、ランタイム・サービス・ハンドル
rHandleを取得します。holdRequest()によって、リクエストがHOLD状態になります。- リクエストが
HOLD状態にある間も、必要な一部の処理を実行できます。releaseRequest()によって、リクエストのHOLD状態が解除されます。
例19-4 ランタイム・サービスのreleaseRequest()の使用
ランタイム・サービスを使用して、ジョブ・リクエストのシステム・プロパティまたはリクエスト・パラメータを更新できます。表19-4に、ジョブ・リクエストをロックおよび更新できるようにするランタイム・サービス・メソッドを示します。
表19-4 ランタイム・サービスの更新メソッド
| ランタイム・サービス・メソッド | 説明 |
|---|---|
| 指定されたリクエストのロックを取得します。ロックは、 |
| 指定されたリクエスト・サブジェクトのプロパティ値を、プロパティの読取り専用制約に更新します。 |
例19-5に、ジョブ・リクエスト・パラメータを更新するコードを示します。例19-1に示されているように、このコードはtry/finallyブロック内に含められます。
例19-5は、次のことを示しています。
rhandleを取得します。 lockRequest()を使用して、いずれかのリクエストにロックを取得します。 setRequestParameter()により更新操作を実行します。 close()を使用して、トランザクションをコミットまたはロールバック(取消し)します。close()はランタイム・サービス内のトランザクション動作を制御するだけでなく、Oracle Enterprise SchedulerによりRuntimeServiceHandleに関連付けられているリソースを解放できるようにします。 例19-5 ランタイム・サービス・パラメータの更新のサンプル
ランタイム・サービスを使用して、ジョブ・リクエスト情報を問い合せることができます。
これを行うには次の手順が必要になります。
問合せメソッドは、ランタイム・サービスのqueryRequests()メソッドの1つのみです。このメソッドにより、問合せに一致するリクエストIDの列挙が返されます。queryRequests()メソッドには、問合せ結果の選択に役立つフィールド、コンパレータおよび値の組合せが格納されたフィルタ引数が含まれます。戻り値には、完了していないリクエストのIDが含まれます(リクエスト・トランザクションがロールバックされる場合や、エラーが発生した場合など)。フィルタの詳細は、「フィルタの作成方法」を参照してください。
問合せにフィルタを作成すると、ランタイム・ストアを問い合せるときに、表19-5に示されているいずれかのフィールド名を使用できます。
表19-5 ランタイムの問合せ用の問合せフィルタ・フィールド(列挙RuntimeService.QueryFieldで定義)
| 名前 | 説明 |
|---|---|
| リクエストの絶対親リクエストID。 |
| アプリケーション名。 |
| ジョブが非同期、同期または不明のいずれであるかを示します。フィールドの値は、リクエストが処理されるまで設定されません。フィールドのデータ型は |
| リクエストを処理した実行可能クラスの名前。 |
| Oracle Enterprise Schedulerでリクエストの処理が終了した日時。このフィールドは、プロセス・フェーズがCOMPLETEDに設定された時間を表します。 |
| ジョブ定義ID(メタデータ・オブジェクトID)。 |
| リクエストの実行に要した時間(ミリ秒)。 |
| エンタープライズID。 |
| リクエスト・エラー・タイプ。 |
| Oracle Enterprise Scheduler非同期Javaジョブの外部部分の識別子。 |
| リモート・ジョブのタイプを示します。 |
| インスタンスの親リクエストのリクエストID。 |
| ジョブ・タイプID(メタデータ・オブジェクトID)。 |
| リモート・ジョブが実行される論理クラスタを示します。 |
| リクエストの説明。 |
| 親リクエストID。 |
| リクエストの優先度。 |
| リクエストのプロセス・フェーズ。 |
| プロセスが終了した日時。 |
| リクエストを処理したインスタンスの名前。 |
| プロセスが開始した日時。 |
| 製品名。 |
| リクエストがREADYになった後、実行を待機している時間(ミリ秒)。 |
| リクエストに指定されたリクエスト・カテゴリ。 |
| リクエストの処理に使用されるDMS ECID。 |
| リクエストされた終了時間。 |
| リクエストされた開始時間。 |
| 発行されたリクエストのリクエストID。 |
| リクエストのタイプ(つまり、 |
| 返された結果の開始および終了索引を制御します。ユーザーはこのフィールドを使用して、「10から20までの結果のみを返す」などの結果の制約を示すことができます。 |
| ジョブに関連付けられている再試行回数。このフィールドは、ジョブが再試行された回数を表します。 |
| トリガーID (メタデータ・オブジェクトID)。 |
| スケジュールID(メタデータ・オブジェクトID)。 |
| スケジュールされたリクエストの実行時間。 |
| ジョブ・リクエストの状態。 |
| リクエストの発行時間。 |
| リクエストの発行者。 |
| リクエスト発行時のDMSコンテキストからのDMS ECID。 |
| リクエスト発行時のDMSコンテキストからのSOA/DMS FlowId。 |
| リクエストの発行者GUID。 |
| ジョブがタイムアウトしたかどうかを示します。 |
| リクエストの実行タイプ。 |
| リクエストを発行したユーザーの名前。 |
| リクエストが実行を待機している時間(ミリ秒)。 |
| リクエストが処理されたときにアクティブだった作業割当ての名前。 |
表19-6にジョブ・リクエストを問い合せるランタイム・サービス・メソッドを、例19-6にこのメソッドの使用方法を示します。
表19-6 ランタイム・サービスの問合せメソッド
| ランタイム問合せメソッド | 説明 |
|---|---|
| リクエストのサマリーを取得します。 |
例19-6 queryRequest()メソッドの使用
非定型リクエストを使用するには、リクエスト・パラメータ、ジョブ定義、およびオプションで、メタデータ・リポジトリに保存せずに作成および定義するスケジュールを指定します。
非定型リクエストでは、メタデータ・リポジトリでジョブ・リクエストの詳細を定義する必要がありません。このため、非定型リクエストによって、メタデータ・リポジトリへの接続を使用しないで実行できる、省略されたジョブ・リクエスト発行プロセスがサポートされます。
注意:
非定型リクエストには、ジョブ・セットはサポートされないという制約があります。
非定型リクエストを作成するには、非定型バージョンのsubmitRequest()を使用します。ジョブ定義の場合は、ジョブ定義MetadataObjectIdを指定するかわりに、表19-7で示されているように、ジョブ定義オブジェクトを定義して、ジョブ・タイプに対応するシステム・プロパティを使用できます。
表19-7 ジョブ・タイプに対する非定型リクエスト・ジョブ定義のシステム・プロパティ
| システム・プロパティ | 説明 |
|---|---|
| 実行するJavaクラスを指定します(Javaジョブ・タイプに対して)。 |
| 実行するPL/SQLストアド・プロシージャを指定します(SQLジョブ・タイプに対して)。 |
| プロセス・ジョブ・リクエストに対して外部プログラムを起動するために使用されるコマンド行を指定します。 |
非定型バージョンのsubmitRequest()の1つのシグネチャを使用すると、MetadataObjectIdsを指定する必要はありません。Scheduleオブジェクトを、オブジェクト・インスタンスを表す引数として、直接submitRequest()に指定できます。その他の非定型submitRequest()シグネチャを使用すると、メタデータのジョブ定義およびScheduleオブジェクトのインスタンスを使用して、ジョブ・リクエストを発行できます。
例19-7に、スケジュールを使用する非定型リクエスト発行のサンプル・コードを示します。
この例では、リクエスト発行に関する次の非定型固有の詳細に注意してください。
CLASS名は、Oracle Enterprise Schedulerによるジョブ・リクエストの実行時に、実行されるJavaクラスを定義するために次のように設定されます。p.add(SystemProperty.CLASS_NAME, "test.job.HelloWorld"); submitRequest()には、ジョブ・タイプを指定する次の引数が含まれます。JobType.ExecutionType.JAVA_TYPE。 submitRequest()をコールして、リクエストを定義するために設定するシステム・プロパティに対応するタイプ引数を指定します。指定するタイプは、JAVA_TYPE、SQL_TYPEまたはPROCESS_TYPEのいずれかである必要があります。 例19-7 非定型リクエストのリクエスト・パラメータとスケジュールの作成
非定型のsubmitRequest()では、リクエストに対してリクエスト識別子が返されます。他のすべてのジョブ・リクエストと同様に、このリクエスト識別子をsetRequestParameter()やgetRequestDetail()などのランタイム・コールとともに使用できます。
非定型ジョブ定義を使用してリクエストを作成するsubmitRequestシグネチャは1つのみ存在します。この場合、RequestDetail.getJobDefn()から取得されるジョブ定義IDはNULLです。非定型ジョブ定義がない場合、リクエストは非定型とはみなされません。
非定型リクエストで使用するスケジュールを定義し、除外日を指定するには、スケジュールに対してaddExclusionDate()メソッドを使用して日付を除外する必要があります。非定型リクエストでは、スケジュールに対してaddExclusion()メソッドを使用して除外日を指定するスケジュールは使用できません。
現在、スケジュールが非定型の場合、ExclusionDefinitionのチェックはスキップされます。このため、スケジュールを使用し、addExclusion()を使用して非定型ジョブ・リクエストを発行する場合は、ジョブ・リクエストに対してExclusionsDefinition IDが使用されません。
ジョブのコア・ロジックとともに、ジョブの主要実行コードの前後で実行されるコードを含めることができます。前処理ハンドラと呼ばれる、前に実行されるコードを使用して、ジョブ実行可能ファイルに特定の条件を設定するなどの操作を実行できます。
後処理ハンドラと呼ばれる、後で実行されるコードを使用すると、レポートの印刷や通知の送信などによる、ジョブ実行可能ファイルの結果の処理といった操作を実行できます。
特定のインタフェースを実装し、使用するクラスを示すシステム・プロパティを通じてサービスに実装を接続することによって、前処理および後処理ハンドラを提供します。
前処理ハンドラを使用すると、コードでジョブの実行環境を作成するための操作を実行できます。これには、ジョブで必要なリソースへの接続の作成などが含まれます。
プリプロセッサは、リクエストがRUNNING状態に遷移した場合に、リクエストの実行開始時にインスタンス化および起動されます。これはリクエストが実行されるたびに行われ、失敗したリクエストが再試行されたり、一時停止されたリクエストがそのサブリクエストの完了後に再開される場合にも行われます。
前処理ハンドラは、oracle.as.scheduler.PreProcessHandlerインタフェースを実装することにより作成します。前処理ハンドラ・クラスを用意して、SYS_preProcessシステム・プロパティをハンドラ・クラスの完全修飾名に設定することにより、これを使用する必要があることを指定します。ジョブ・メタデータでプロパティを定義するか、リクエスト発行パラメータにプロパティを含めることができます。
PreProcessHandler実装では、ジョブで必要な前処理アクションを実行してから、インタフェースの1つのメソッドであるpreProcessからoracle.as.scheduler.HandlerActionインスタンスを返す必要があります。(ジョブで取消しがサポートされるようにするために、クラスでCancellableインタフェースを実装することもできます。これには、空のコンストラクタも提供する必要があります。)
preProcess実装により返されるHandlerActionインスタンスでは、ジョブを続行する必要があるかどうか、および続行する条件に関するステータスを示す必要があります。HandlerActionクラスを構築する場合、リクエストに対する前処理のステータスを示すHandlerStatusインスタンスにこのクラスを渡します。
サポートされているHandlerStatus値とアクションを次のリストに示します。サポートされていないステータスの場合は、リクエストがエラー状態に遷移し、再試行の対象となります(構成されている場合)。
PROCEEDは、リクエスト処理を開始する必要があることをOracle Enterprise Schedulerに通知します。リクエストは、RUNNING状態のままとなります。 WARNは、リクエスト処理を開始する必要があるが、警告をログに記録する必要があることをOracle Enterprise Schedulerに通知します。リクエストは、RUNNING状態のままとなります。 CANCELは、リクエストの前処理が取り消されたことをOracle Enterprise Schedulerに通知します。リクエストは、CANCELLED状態に遷移します。 DELAYは、SYS_reprocessDelayシステム・プロパティで指定された時間、リクエスト処理を延期するようOracle Enterprise Schedulerに通知します。リクエストは遅延中、RUNNING状態のままとなります。 SYSTEM_ERRORは、ハンドラでエラーが発生したことをOracle Enterprise Schedulerに通知します。リクエストはエラー状態に遷移し、再試行の対象となります(構成されている場合)。 BIZ_ERRORは、ハンドラでビジネス・エラーが発生したことをOracle Enterprise Schedulerに通知します。リクエストはエラー状態に遷移し、再試行の対象にはなりません。 後処理ハンドラを使用すると、コードでジョブの実行後に行う必要がある操作を実行できます。これには、ジョブによって要求されたリソースへの接続の解放や、リクエスト固有のデータまたはステータスに基づくレポートの生成などが含まれます。
リクエストがCOMPLETED状態に遷移した場合、ポストプロセッサはジョブの実行後にインスタンス化および起動されます。プリプロセッサとは異なり、ポストプロセッサはリクエストに対して1回のみ起動されます。
後処理ハンドラは、oracle.as.scheduler.PostProcessHandlerインタフェースを実装することにより作成します。後処理ハンドラ・クラスを用意して、SYS_postProcessシステム・プロパティをハンドラ・クラスの完全修飾名に設定することにより、これを使用する必要があることを指定します。ジョブ・メタデータでプロパティを定義するか、リクエスト発行パラメータにプロパティを含めることができます。
PostProcessHandler実装では、ジョブで必要な後処理アクションを実行してから、インタフェースの1つのメソッドであるpostProcessからoracle.as.scheduler.HandlerActionインスタンスを返す必要があります。(ジョブで取消しがサポートされるようにするために、クラスでCancellableインタフェースを実装することもできます。これには、空のコンストラクタも提供する必要があります。)
postProcess実装により返されるHandlerActionインスタンスでは、ジョブを終了する必要があるかどうかおよび終了する条件に関するステータスを示す必要があります。HandlerActionクラスを構築する場合、リクエストに対する後処理のステータスを示すHandlerStatusインスタンスにこのクラスを渡します。
サポートされているHandlerStatus値とアクションを次のリストに示します。サポートされていないステータスの場合は、リクエストがWARNING状態に遷移します。
PROCEEDは、リクエストの後処理が正常に完了したことをOracle Enterprise Schedulerに通知します。ポストプロセッサを起動する直前のリクエストのステータスに応じて、リクエストがSUCCEEDED状態またはWARNING状態に遷移します。 WARNは、リクエストの後処理により警告が生成されたことをOracle Enterprise Schedulerに通知します。リクエストは、WARNING状態に遷移します。 CANCELは、リクエストの後処理が取り消されたことをOracle Enterprise Schedulerに通知します。リクエストは、WARNING状態に遷移します。 DELAYは、SYS_reprocessDelayシステム・プロパティで指定された時間、リクエスト処理を延期するようOracle Enterprise Schedulerに通知します。リクエストは遅延中、COMPLETED状態のままとなります。 SYSTEM_ERRORは、ハンドラでエラーが発生したことをOracle Enterprise Schedulerに通知します。リクエストは、WARNING状態に遷移します。 BIZ_ERRORは、ハンドラでビジネス・エラーが発生したことをOracle Enterprise Schedulerに通知します。リクエストは、WARNING状態に遷移します。 この章では、Oracle Enterprise Schedulerサブリクエストを使用し、特に、並列リクエスト数が変動する動的コンテキストにおいてデータを並行して処理する方法について説明します。
この章の内容は次のとおりです。
Oracle Enterprise Schedulerサブリクエストは、データを並行して処理する場合に役立ちます。実行中のジョブから発行されるリクエストをサブリクエストと呼びます。
単一の親リクエストから複数のサブリクエストを発行できます。Oracle Enterprise Schedulerにおける通常の方法でのパラレル実行はジョブ・セット概念によるものですが、パラレル処理の数が一定にならない場合があります。たとえば、100万行ごとに1つのリクエストを割り当て、先週は、累積された処理対象が970万行となったとします。この場合は、10個のリクエストを割り当てます。460万行が累積された週では5個となります。
Oracle Enterprise Schedulerでは、指定した実行中のリクエスト(ジョブ・リクエスト)によりサブリクエストを発行し、このようなリクエストの完了を待機してから続行できるよう、サブリクエスト機能がサポートされています。
Oracle Enterprise Schedulerでは、オーバーロードされたサブリクエストのメソッドsubmitRequest()を公開することによって、サブリクエストがサポートされています。ジョブ・リクエストを発行するアプリケーションでは、このAPIを起動してサブリクエストを発行できます。
サブリクエストには、次の制限事項が適用されます。
JobDefinitionオブジェクトに対して発行される必要があります。 JobDefinitionオブジェクトに対してのみ発行できます。ただし、実行中の任意のジョブ(ジョブ・セットに含まれる場合があります)によって、サブリクエストを発行できます。 これらの制限によってサブリクエストの実行が簡略化され、発行元のリクエスト自体を実行する場合の混乱や遅延が回避されます。
Oracle Enterprise Schedulerには様々な親リクエストが存在しますが、この章の説明においては、親リクエストはサブリクエストを発行するリクエストのことを指します。
サブリクエストは、標準的な1回かぎりのリクエストの通常フローに従います。ただし、サブリクエストの処理は、親リクエストがその実行を一時停止した場合にのみ開始されます。これを示すために、Oracle Enterprise Schedulerでは、PAUSED状態が使用されます。この状態は、親リクエストが一時停止され、サブリクエストの終了を待機していることを意味します。
親リクエストによりサブリクエストが発行された後、この親リクエストはそのジョブ・タイプに適切な方法でコントロールをOracle Enterprise Schedulerに戻す必要があり、この状態は親リクエストが実行を一時停止したことを示します。次に、Oracle Enterprise Schedulerにより親の状態がPAUSEDに設定され、サブリクエストの処理が開始されます。サブリクエストの終了後、親リクエストは、適切なリクエスト・プロセッサによって取得されるまで、PAUSEDのままで準備完了キューに置かれます。その後、この親はRUNNING状態に設定され、再開されたリクエストとして再実行されます。
サブリクエストは、submitRequest APIをコールすることにより発行できます。サブリクエストはWAIT状態に設定されますが、親リクエストが実行中の間は、Oracle Enterprise Schedulerによりこのリクエストが処理されることはありません。親リクエストが一時停止された後にのみ、サブリクエストを処理できます。
サブリクエストを取り消す方法は主に2つあり、ユーザーがサブリクエストを直接取り消すか、または親リクエストを取り消すことによって結果的に取り消します。いずれの方法の場合でも、サブリクエストの取消しプロセスは、他の実行可能なリクエストと同じ方法で処理されます。異なる点は、保留中のサブリクエストがすべて完了して終了状態に到達した後に、親リクエストがOracle Enterprise Schedulerで処理される方法です。
Oracle Enterprise Schedulerにより、WAITまたはREADY状態にあるサブリクエストが、直接CANCELLEDに設定されます。サブリクエストが現在実行中である場合、そのサブリクエストはCANCELLINGに設定され、次に、Oracle Enterprise Schedulerにより、そのジョブ・タイプに適切な方法で、実行中の実行可能ファイルの取消しが試行されます。通常、サブリクエストはCANCELLED状態で終了しますが、そのサブリクエストがライフ・サイクルのどのステージに位置するかによって、他の終了状態で終了する場合があります。親リクエストは、すべてのサブリクエストが終了状態に到達するまで、PAUSEDまたはCANCELLING状態のままとなります。
ユーザーがサブリクエストを取り消すと、前述のように、Oracle Enterprise Schedulerによりそのサブリクエストが取り消されます。親リクエストは、すべてのサブリクエストが完了し、その時点でOracle Enterprise Schedulerにより親リクエストが再開または再起動されるまで、PAUSED状態のままとなります。これにより、親リクエストはサブリクエストの完了を、取り消されたものとするなどして、適切な方法で処理できます。したがって、サブリクエストの取消しが上位に伝播されることはありません。
ユーザーが親リクエストを取り消すと、Oracle Enterprise Schedulerによって親リクエストがCANCELLING状態に設定され、次に、前述の方法で、すべての保留中のサブリクエストに対する取消しが開始されます。すべてのサブリクエストが完了した後、親リクエストは、Oracle Enterprise SchedulerによりCANCELLEDに設定され、再開されません。親リクエストの取消しは、そのサブリクエストに伝播されます。
サブリクエストのライフ・サイクルは通常のリクエストのライフ・サイクルと同じであり、WAITまたはREADY状態である場合、保留にできます。親リクエストは、サブリクエストが保留になっている間、PAUSED状態のままとなります。
Oracle Enterprise Schedulerを使用すると、リクエストにより複数のサブリクエストを発行できます。実行中のリクエストにより複数のサブリクエストが発行される場合があります。これらすべてのサブリクエストは、親リクエストが一時停止してPAUSED状態になると、Oracle Enterprise Schedulerによって処理されます。
このような複数のサブリクエストの場合、親リクエストは、すべてのサブリクエストが終了した場合にのみ再開されます。
また、サブリクエストは、任意の深さまで発行することもできます。これにより、ネストされたサブリクエストが作成されます。したがって、このようなサブリクエストの発行の深さについて制限はありません。これは、スタックのプッシュ操作とポップ操作に似ています。
Java実行可能ファイルにより、RuntimeService.submitRequestを使用してサブリクエストを発行できます。サブリクエストが発行された後、親リクエストは、サブリクエストを処理できるようにするために一時停止することを、Oracle Enterprise Schedulerに示す必要があります。これは、リクエストをPAUSED状態に遷移させるExecutionPausedExcpetionをスローする親によって実行されます。サブリクエストが完了した後、親リクエストは再開されたリクエストとして再度実行されます。RequestExecutionContextを使用すると、実行可能ファイルが再開されたリクエストとして実行中かどうかを判別できます。
ジョブ実行がサブリクエストの発行後に一時停止すると、実装において実行スレッドを一時停止するという概念がないため、Oracle Enterprise Schedulerでは、その実行があらゆる意味で完了したとみなされます。したがって、このような一時停止されたジョブを再開するには、Oracle Enterprise Schedulerによってジョブを再起動する必要があります。このような場合、実行が一時停止された時点から動作を続行することが必要であるのに対し、ジョブ実行は最初から再起動されます。これにより、ジョブ実行において、一時停止された時点を表すなんらかの実行状態を格納することが必要となります。再開したとき、ジョブはこのような状態を取得して一時停止された時点に移動し、ここから続行できます。
通常、ビジネス・ロジック全体における一時停止されたそれぞれの時点から、確定的な方法でジョブを再開できるようにするための実行状態は、個々のジョブで定義する必要があります(ジョブが一時停止された時点は複数存在する可能性があります)。これには、ステップ番号を格納して、再開時にその特定のステップに移動するという簡単な場合と、一時停止時にビジネス・ロジックにとって重要な状態を大規模なデータ・セットに格納する場合があります。Oracle Enterprise Schedulerでは、状態全体を格納するための完全なソリューションまたはフレームワークは提供できません。
Oracle Enterprise Schedulerでは、ジョブがその一時停止された時点を文字列の形式で格納するための簡易的な方法を提供しており、この文字列は、親ジョブがその実行を一時停止するときに指定できます。親ジョブが再開するとき、親では、必要に応じて使用するために、一時停止状態の値を取得できます。
Javaジョブにより、一時停止状態文字列を特別なExecutionPausedExceptionコンストラクタを使用して指定できます。状態パラメータは、親リクエストがPAUSED状態に設定されたときにOracle Enterprise Schedulerによって保存された一時停止状態文字列を表します。
再開された親は、親実行可能ファイルに渡されたRequestExecutionContextに対してgetPausedState()をコールすることにより、一時停止状態の値を取得できます。
単一の文字列値では不十分な場合は、親ジョブにより、setRequestParameter()を使用して任意の数のプロパティをOracle Enterprise Schedulerに書き込むことができ、再開時にはgetRequestParameter()を使用してこれらのプロパティを取得できます。
サブリクエストが発行されると、Oracle Enterprise Schedulerによりリクエストの状態がWAITに設定されますが、遅延モードでは、親リクエストが一時停止するまでディスパッチされません。
Javaジョブの親リクエストは、ExecutionPausedExceptionをスローすることによって、サブリクエストを処理する準備が整ったことを示します。Oracle Enterprise Schedulerでは、このような例外を受信すると、親リクエストの状態をPAUSEDに設定し、親が一時停止したという内容のシステム・イベント・メッセージを発行した後、その親に対する待機中のすべてのサブリクエストを準備完了キューにディスパッチします。
サブリクエストは、Oracle Enterprise Scheduler内の通常のライフ・サイクルに従って実行されます。指定された親リクエストのすべてのサブリクエストが終了した後、親リクエストを再開できます。
親の再開する準備が整うと、Oracle Enterprise Schedulerによって、親リクエストは準備完了キューに置かれます。親の状態は、取得を待機している間はPAUSEDのままとなります。Oracle Enterprise Schedulerにより親リクエストが準備完了キューから取得された後、リクエストの状態はRUNNINGに設定され、リクエストの実行可能ファイルは再開されたリクエストとしてコールされます。
サブリクエストが発行されることなくリクエストが一時停止された場合は、すべてのサブリクエストが終了したものとして処理されます。つまり、これはPAUSED状態で準備完了キューに置かれ、再開されたリクエストとして処理するために取得されます。
サブリクエストの最終状態は、その親実行可能ファイルが完了した後にOracle Enterprise Schedulerが親リクエストを処理する方法、および親リクエストの最終状態には影響を及ぼしません。親リクエストが再開すると、親リクエストのジョブ・ロジックはサブリクエストに関する情報を取得できるようになり、このデータを必要に応じて使用して、後続のアクションを決定します。親リクエストの最終状態は、親リクエストが完了した状態(成功、エラー、警告または取消し)のみに基づきます。
Oracle Enterprise Schedulerでは、リクエストごとにRequestType属性が含まれています。この属性は、リクエストがシングルトン、ジョブ・セットの一部、再帰リクエスト、サブリクエストなどのいずれかであるかを示します。
サブリクエストのRequestTypeは、SUB_REQUESTまたはUNVALIDATED_SUB_REQUESTです。UNVALIDATED_SUB_REQUESTは、Oracle Enterprise SchedulerのPL/SQLインタフェースを使用して発行されたが、まだ検証されていないサブリクエストを表します。親リクエストのRequestTypeは、SINGLETON、RECUR_CHILD、JOBSET_STEPまたはSUBREQUESTのいずれかです。その他すべてのリクエスト・タイプは、サブリクエストの親になることができないリクエストを表します。
サブリクエストに対する親リクエストのID属性は、そのサブリクエストを発行したリクエストです。
通常、リクエストがREADYからRUNNING状態に遷移する場合、リクエストにより非互換性ロックが取得されます。これらのロックは、リクエストが終了して終了状態(SUCCEEDED、ERROR、WARNING、CANCELLEDなど)になるまで解放されません。
サブリクエストの親によって取得された非互換性ロックは、親リクエストがPAUSED状態の間も引き続き有効です。サブリクエストの親によってブロックされたリクエストはどれも、サブリクエストが実行される間、および親リクエストが再開されて終了するまでブロックされたままとなります。
サブリクエストは非互換性のすべてのルールに従います。したがって、Oracle Enterprise Schedulerでサブリクエストを実行する準備が整っているときに、互換性のない任意のリクエストが現在実行中である場合は、サブリクエストがブロックされることがあります。このような時間ウィンドウでは、親リクエストはPAUSED状態のままとなり、一方、サブリクエストはBLOCKED状態に遷移します。
これは、サブリクエストを発行するJavaジョブ・タイプのJavaクラスの例です。プロシージャによって2つのサブリクエストが発行され、それぞれの間に一時停止します。各サブリクエストでは同じJobDefinitionが使用されますが、リクエスト・パラメータSubRequestDataには異なる値が指定されます。
親リクエストのoracle.as.scheduler.Executable.executeメソッドは、指定されたOracle Enterprise Schedulerリクエストに対して合計3回コールされ、それぞれのコールに対する条件とアクションは、次のサマリーに示すように想定されます。
再開されないリクエストとしてメソッドを実行する最初のコールは、次のようになります。
エントリ条件:
RequestExecutionContext.isResumed()はfalseです RequestExecutionContext.getPausedState()はnullです メソッドのアクション:
pausedStateを使用したExecutionPausedExceptionをスローします。 Oracle Enterprise Schedulerによって、リクエストがPAUSED状態に遷移し、サブリクエストが実行され、そのサブリクエストが完了した後、リクエストが再開されます。
再開されたリクエストとしてメソッドを実行する最初のコールは、次のようになります。
エントリ条件:
RequestExecutionContext.isResumed()はtrueです RequestExecutionContext.getPausedState()は'MyPausedState1'です メソッドのアクション:
pausedStateを使用したExecutionPausedExceptionをスローします。 Oracle Enterprise Schedulerによって、リクエストがPAUSED状態に遷移し、サブリクエストが実行され、そのサブリクエストが完了した後、リクエストが再開されます。
再開されたリクエストとしてメソッドを実行する2回目のコールは、次のようになります。
エントリ条件:
RequestExecutionContext.isResumed()はtrueです RequestExecutionContext.getPausedState()は'MyPausedState2'です メソッドのアクション:
Oracle Enterprise Schedulerによって、リクエストがSUCCEEDED状態に遷移します。
例20-1に、サブリクエストを含むJavaプロシージャを示します。
例20-1 サブリクエストを含むJavaプロシージャ
ESS_RUNTIME PL/SQLパッケージは、サブリクエストを発行するために、SQLジョブ・リクエストによって使用されます。これには、リクエストのプロシージャが再開されたリクエストとして実行されているかどうかの判別、および一時停止状態文字列の取得のためのサポートも含まれています。
Javaリクエストの場合、親リクエストがRuntimeService.submitRequestメソッドを使用してサブリクエストを発行し、その後、サブリクエストを実行できるように親リクエストが一時停止する準備が整うと、ExecutionPausedExceptionをスローします。
SQLリクエストの場合は、サブリクエストを発行するために、ess_runtime.submit_subrequestが使用されます。親リクエストは、サブリクエストの実行準備が整ったとき、ess_runtime.mark_pausedをコールし、遷移をコミットして、例外を発生させることなく正常に返す必要があります。mark_pausedメソッドは、親リクエストのプロシージャから正常に返されると、親リクエストをPAUSEDに設定してサブリクエストを実行できるようにする必要があることをOracle Enterprise Schedulerに通知します。mark_pausedメソッドでは、オプションの引数がサポートされており、この引数を使用して、一時停止状態文字列を指定できます。
サブリクエストは、親リクエストが例外を発生させることなくmark_pausedをコールし、コミットして、正常に返されるまで実行されることに注意してください。例外が発生した場合、Oracle Enterprise Schedulerでは親リクエストをPAUSED状態に設定せず、かわりに、SQLエラー・コードに応じて親の状態がERRORまたはWARNINGに設定されます。さらに、サブリクエストは自動的にCANCELLEDとなり、実行されません。
サブリクエストが終了した後、親リクエストのPL/SQLプロシージャは、Java実行可能ファイルのときと同じように、再開されたリクエストとして再実行されます。
Java実行可能ファイルの場合、RequestExecutionContextはリクエストが再開中かどうかを示し、親リクエストが一時停止したときにスローされるExecutionPausedExceptionを使用して指定された、一時停止状態文字列も示します。
SQLリクエストの場合、ess_runtime.is_resumedは、リクエストのプロシージャが再開されたリクエストに対して実行中であるかどうかを示します。メソッドess_runtime.get_paused_stateは、リクエストが一時停止された場合、ess_runtime.mark_pausedプロシージャを使用して指定された一時停止状態文字列を返します。
これは、ESS_RUNTIMEパッケージを使用してサブリクエストを発行するSQLジョブ・タイプのPL/SQLストアド・プロシージャの例です。プロシージャによって2つのサブリクエストが発行され、それぞれの間に一時停止します。各サブリクエストでは同じJobDefinitionが使用されますが、リクエスト・パラメータSubRequestDataには異なる値が指定されます。PL/SQLストアド・プロシージャは、指定されたOracle Enterprise Schedulerリクエストに対して合計3回コールされ、それぞれのコールに対する条件とアクションは、次のサマリーに示すように想定されます。
再開されないリクエストとしてのプロシージャへの最初のコールは、次のようになります。
エントリ条件:
ess_runtime.is_resumedはfalseです。 ess_runtime.get_paused_stateはnullです。 プロシージャのアクション:
Oracle Enterprise Schedulerによって、リクエストがPAUSED状態に遷移し、サブリクエストが実行され、そのサブリクエストが完了した後、リクエストが再開されます。
再開されたリクエストとしてのプロシージャへの最初のコールは、次のようになります。
エントリ条件:
ess_runtime.is_resumedはtrueです。 ess_runtime.get_paused_stateは'MyPausedState1'です。 プロシージャのアクション:
Oracle Enterprise Schedulerによって、リクエストがPAUSED状態に遷移し、サブリクエストが実行され、そのサブリクエストが完了した後、リクエストが再開されます。
再開されたリクエストとしてのプロシージャへの2回目のコールは、次のようになります。
エントリ条件:
ess_runtime.is_resumedはtrueです。 ess_runtime.get_paused_stateは'MyPausedState2'です。 プロシージャのアクション:
Oracle Enterprise Schedulerによって、リクエストがSUCCEEDED状態に遷移します。
例20-2に、サブリクエストを含むPL/SQLプロシージャを示します。
例20-2 サブリクエストを含むPL/SQLプロシージャ
この章では、Javaコードを起動する、長時間実行されるジョブ、またはコンテナ管理でないジョブをサポートするために、Oracle Enterprise Schedulerを使用して非同期Javaジョブを起動する方法について説明します。
この章の内容は次のとおりです。
通常、Oracle Enterprise SchedulerのJavaジョブ・リクエストは、Oracle WebLogic Server内部の専用スレッドで実行されますが、長時間実行されるJavaジョブ・リクエスト、またはコンテナ管理でないJavaジョブ・リクエストを発行する機能が必要となる場合があります。
Oracle Enterprise Schedulerでは、次の特徴を持つ非同期Javaジョブの起動がサポートされています。
RUNNING状態になります)。Oracle Enterprise Schedulerは、後処理を適用またはジョブを完了できるようになった時点でジョブから応答があるまで、操作を続行します。 Oracle Enterprise Schedulerの非同期Javaジョブは、Oracle Enterprise Schedulerのジョブ・リクエストと外部メカニズムで構成されています。Oracle Enterprise Schedulerのジョブ・リクエストは、標準のOracle Enterprise SchedulerのJavaジョブ・リクエストと同様に実装されますが、標準のOracle Enterprise Schedulerリクエストとは異なり、シナリオによっては非同期Javaジョブ・リクエストによる作業が行われない場合があります。
非同期Javaジョブ・リクエストの目的は、外部メカニズムをトリガーすることのみです。外部メカニズムはペイロード(データベースのモニタリングや円周率の計算など、存続期間が長いプロセス)を実行しますが、Oracle Enterprise SchedulerのJavaジョブを実行するスレッドとは分離可能である必要があります。外部メカニズムとしてSOAコンポジット(BPEL)を使用したり、Oracle ADFビジネス・コンポーネントの非同期Webサービス、別のスレッド、JVM、マシンまたは他のメカニズムを使用できます。外部メカニズムとクライアント・アプリケーションの間の通信方法は、ジョブ所有者によって決定されます。ただし、非同期Javaジョブで重要なのは、非同期ジョブを表す物理的なJavaオブジェクトへのポインタが、Oracle Enterprise Schedulerのメモリーに格納されないということです。この理由は次のとおりです。
非同期Javaジョブのexecute()メソッドの役割は、実際の作業が実行される外部メカニズムを設定することです。このメソッドは、外部メカニズムを開始した後、戻ります。非同期Javaジョブの起動execute()メソッドでは、実際の作業は実行できません。executeメソッドの実行中に例外がスローされ、ジョブの初期化中に問題が発生して実行に失敗したことがOracle Enterprise Schedulerに通知される場合があります。executeメソッドの実行中の例外によって、Oracle Enterprise Schedulerに対して、外部メカニズムで実行中の実際の作業に問題が発生したと通知されることはありません。Oracle Enterprise Schedulerでは、例外が捕捉された場合は後続の処理を行わないため、開始または使用された可能性のあるリソースが解放されていることを、ジョブ所有者が確認する必要があります。例外がスローされない場合、Oracle Enterprise Schedulerによってジョブが実行状態になり、ガベージ・コレクションできるように、ジョブのオブジェクトのハンドルが解放されます。
外部Webサービスを起動する非同期Javaジョブにより、WebサービスAddressingヘッダーを設定して、リモート・ジョブの作業を簡略化できます。
相関
WSA messageIDヘッダーを使用して、レスポンス・メッセージをリクエストに関連付けます。Oracle Enterprise Schedulerでは、メソッドRequestExecutionContext.getIdStringが提供されており、このメソッドにより、WSA messageIDヘッダーの値に使用されるIDが返されます。
返信Addressing
WSA ReplyToおよびFaultToヘッダーは、Oracle Enterprise Schedulerの汎用コールバック・サービスへの直接返信に使用できます。Oracle Enterprise Schedulerの汎用コールバック・サービス・アドレスは、Oracle Enterprise Schedulerインスタンス・ホーム・ページ(http://host:port/ess/)のWebServices WSDL URLリンクを使用すると取得できます。
Oracle Enterprise Schedulerでは、非同期コールバックのWebサービス操作setAsyncRequestStatusが提供されています(例21-15のインタフェースを参照)。これには、ステータスやステータス・メッセージなどの入力情報、および明示的に指定する相関情報が必要です。
Oracle Enterprise Schedulerでは、別のメカニズム、つまり、非同期コールバックのための汎用のJava Required Files Webサービス・プロバイダが提供されています。このWebサービス・プロバイダではあらゆるタイプのペイロードが受け入れられ、メッセージはSOAPMessageオブジェクトとして配信されます。メッセージをリクエストに関連付けるために、WSA relatesToヘッダーが抽出されます。このヘッダーに、元のリクエストのWSA messageIDヘッダーが移入されます。Actionヘッダーは、レスポンスが非同期ジョブの完了とフォルトのいずれに起因するかを決定するのに使用します。
レスポンスがフォルトに起因する場合、非同期ジョブのリクエスト・ステータスは、一時的にERRORに設定されます。レスポンスが非同期ジョブの正常完了に起因する場合、非同期ジョブのリクエスト・ステータスは、一時的にSUCCESSに設定されます。SOAPMessage本文が抽出され、Updatable.onEventメソッドに渡される文字列に変換されます。
Webサービス・プロバイダのアドレスは、http://host:port/ess-async/essasynccallback.です。
Oracle Enterprise Schedulerでは、インタフェースoracle.as.scheduler.Updatableが提供されており、このメソッドを使用すると、アプリケーション・コードで開始された更新イベントをジョブ・リクエストで受信できます。ジョブ・リクエストが更新されると、Oracle Enterprise Schedulerにより、クライアント・クラスにUpdatableインタフェースを実装するかどうかが決定されます。クライアント・クラスにUpdatableインタフェースを実装する場合、ホスティング・アプリケーションのMDBのコンテキストでジョブ・クラスの新規オブジェクトがインスタンス化され、onEventメソッドがコールされます。このメソッドでは、Webサービスの起動により決定されたリクエスト・ステータス、およびジョブに認識されるフォーマットで情報を表した文字列(Oracle Enterprise Scheduler WebサービスからのSOAPMessage本文など)を使用します。このメソッドでは、情報のログへの記録などの処理が実行される場合があります。その後、ステータスおよびステータス・メッセージを含むUpdateActionオブジェクトが返されます。
リクエストの実行に関連するユーザーのコンテキストで、onEventに対するコールが発生します。
ジョブにUpdatableインタフェースが実装されていない場合、イベントはOracle Enterprise Schedulerへの非同期コールバックから決定されるステータスに基づいて処理されます。
Updatableインタフェースの詳細は、例21-12を参照してください。
非同期Javaジョブのexecute()メソッドが正常に起動され、ジョブ・リクエストが外部メカニズムで実行されている場合、Oracle Enterprise Schedulerでは、他のジョブの処理が続行されます。ジョブ・リクエストが完了したときまたはエラーが発生したときは、Oracle Enterprise Schedulerに通知する必要があります。この通信チャネルは、外部メカニズムの担当です。
Oracle Enterprise SchedulerのWebサービス操作setAsyncRequestStatusを起動すると、これにより、非同期リクエストのステータスおよび関連情報が設定されます。この操作に関連して、次の情報が必要となります。
内容は次のとおりです。
requestExecutionContextは、開始イベントの一部として渡す必要がある文字列です。このパラメータは、Oracle Enterprise SchedulerジョブのRequestExecutionContextオブジェクトから導出されます。 statusはSUCCESS、ERROR、WARNING、PAUSE、CANCEL、BIZ_ERRORまたはUPDATEのいずれかです。 statusMessageは次のとおりです。 ERRORまたはBIZ_ERRORの場合は、エラー・メッセージとなります。 WARNINGの場合は、警告メッセージとなります。 PAUSEDの場合は、一時停止状態となります。 UPDATEの場合は、定義してジョブにより適宜解析したカスタマイズ済文字列となります。 SUCCESSまたはCANCELの場合、値は無視されます。 WebアプリケーションにおけるWebサービスの実装の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Application Development Framework Fusion開発者ガイド』の「WebサービスのFusion Webアプリケーションへの統合」および『Oracle Fusion Middleware Webサービスのためのセキュリティおよび管理者ガイド』のWebLogic Webサービスの保護と管理に関する項を参照してください。
外部メカニズムは、ローカルおよびリモートのEJBインタフェースを提供する非同期リクエストEJBを使用して、ステータスをOracle Enterprise Schedulerに通知できます。すべてのEJB参照をカプセル化するヘルパー・クラスが提供されています。このヘルパーは依存関係インジェクションを使用するため、コンテナ内部で使用されている場合にのみ動作します。ヘルパー・クラスには成功、エラー、警告および取消しを通知するためのメソッドが含まれています。次に、例を示します。
非同期リクエストBean: java:comp/env/essnative/asyncrequest
関連するメソッドを次に示します。
ジョブを取消し可能にする場合は、AsyncCancellableインタフェースを実装する必要もあります。このインタフェースは、その取消しメソッドにより、当該ジョブに対してRequestExecutionContextとRequestParametersも提供される点で、通常の取消し可能なインタフェースとは異なります。指定されたコンテキストおよびパラメータを使用して、ペイロードを実行中の外部メカニズムを判別し、停止するよう要求する必要があります。(ジョブのAsyncCancellable.cancel()の実装ではなく)外部メカニズムにより、Oracle Enterprise Schedulerにジョブが取り消されたことが通知されます。
注意:
現在、実行中のOracle ADFビジネス・コンポーネントの非同期Webサービス・プロセスを終了する方法はありません。
非同期リクエストを使用して、BPELプロセスをOracle Enterprise Schedulerから起動できます。Oracle Enterprise Schedulerの非同期Javaジョブを使用して、BPELプロセスを起動します。BPELプロセスが完了すると(成功したか、エラーや警告が発生したか、または取り消されたかどうかに関係なく)、BPELプロセスにより、Oracle Enterprise SchedulerのWebサービス操作を使用してOracle Enterprise Schedulerに通知されます。
BPELプロセスを起動するこの方法の手順は、次のとおりです。
関連するWebサービスを直接起動したり、例21-1に示すように、BPELプロセスを起動することをイベント・メディエータに指示するイベントを公開したりできます。
例21-1 イベント・メディエータを介してBPELプロセスを起動するジョブ
非同期Javaジョブを使用して、BPELプロセスを実行できます。プロセスはイベントによって起動され、そのプロセスを起動したイベント・メディエータによって処理されます。例として、図21-1を参照してください。
SUCCESSが指定され、ステータス・メッセージが指定されずに、Oracle Enterprise SchedulerのWebサービス・コールバックが起動されます。 ERRORおよびフォルトからのエラー・メッセージを指定するOracle Enterprise SchedulerのWebサービス・コールバックが起動されます。AsyncCallbackCANCELにより、ステータスCANCELを指定する(ステータス・メッセージは指定されません)Oracle Enterprise SchedulerのWebサービス・コールバックが起動されます。 図21-1 非同期リクエストによってBPELプロセスをコールして返すJavaジョブ
BPELプロセスでは、AssignAsyncError割当てアクティビティについての図21-2、図21-3および図21-4に示すように、Oracle Enterprise Schedulerの非同期コールバックに対するWebサービス操作の値が必要です。
図21-2 statusMessage要素に対するAsyncCallBackError引数のマッピング
図21-3 requestExecutionContextに対するAsyncCallbackErrorの引数マッピング
図21-4 status要素に対するAsyncCallbackError引数のマッピング
非同期ジョブとしてのBPELプロセスの実装のユースケースは、次のとおりです。
デザイン・パターンのサマリー
Oracle Enterprise Schedulerの非同期ジョブはAsyncExecutableインタフェースを実装するJavaジョブであり、このインタフェースは、Oracle Enterprise Schedulerでexecute()メソッドを実装することによって起動されます。このメソッドを使用すると、execute()メソッドが完了する、長時間実行されるタスクやリモートのタスク(ビジネス・イベントの呼出しなど)を開始でき、その間、ジョブはOracle Enterprise SchedulerによってRUNNINGステータスに維持されます。リモート・タスクが完了すると、次のいずれかを実装することにより、ステータス・メッセージを使用してOracle Enterprise Schedulerにその完了が通知されます。
RuntimeService EJB setAsyncRequestStatus操作 このパターンでは、起動されるリモート・タスクが、非同期ジョブのexecute()メソッドでビジネス・イベントを呼び出すことによってトリガーされるBPELプロセスであることを前提としています。完了、エラーまたは取消しを経たプロセスの終了時に、BPELプロセスによってOracle Enterprise Scheduler Webサービスが起動され、ステータスが適宜設定されます。
関連コンポーネント
図21-5に、Oracle Enterprise Scheduler、SOAメディエータおよびBPELを示します。
図21-5 Oracle Enterprise Schedulerの非同期ジョブからのBPELコール
ユースケースによっては、Oracle Enterprise SchedulerジョブによってBPELプロセスを双方向方式で起動して、他のジョブに進む前にこのBPELプロセスの完了を追跡する必要があります。Oracle Fusion ApplicationsでJavaコード(Oracle Enterprise SchedulerまたはOracle ADFビジネス・コンポーネント)から非同期Webサービスを起動することは禁止されているため、Oracle Enterprise Schedulerジョブによって非同期BPELプロセスを直接起動することはできず、非同期ジョブの実装タイプに依存する必要があります。
このアプローチはOracle Fusion Middlewareの既存の機能(イベントやBPELなど)を利用するため、お薦めします。
Oracle Enterprise Schedulerの非同期ジョブ機能のかわりに次のアプローチが考えられますが、許可されていません。
ある経費システムでは経費をインポートして処理するためのOracle Enterprise Schedulerジョブが定期的に実行され、この処理では、通知と承認にヒューマン・ワークフローを活用するために、BPELプロセスの発行が必要となります。このユースケースでは、Oracle Enterprise Schedulerジョブで経費と明細をインポートし、経費ごとに非同期BPEL機能をトリガーするサブリクエストを経費単位で発行します。このサブリクエストはOracle Enterprise Schedulerの非同期ジョブとして実装され、このジョブでは、ビジネス・イベントを呼び出してそのJava execute()メソッドを完了し、BPELの起動時には実行状態を継続してヒューマン・タスク通知を発行し、ユーザー操作の結果を待機します。この結果の取得後、BPELによって、この特定のサブリクエストが完了したことを通知するOracle Enterprise Scheduler Webサービスが起動されます。
BPELでOracle Enterprise Schedulerの非同期ジョブを実装するには、次の手順を実行する必要があります。
execute()とcancel()の各メソッドを記述して、AsyncExecutableとAsyncCancellableの各インタフェースを実装するOracle Enterprise SchedulerのJavaジョブを作成します。onMessageブランチを追加し、ジョブ・ステータス更新を取り消します。 Oracle Enterprise Schedulerアプリケーションでは、アプリケーション・コアおよびEnterprise Scheduler ServiceのOracle JDeveloperライブラリを追加し、Oracle Enterprise SchedulerのAsyncExecutableとAsyncCancellableの両方のインタフェースを実装する、(標準に従って)適切なクラス・ネーミングとディレクトリ構造を使用して新規Javaクラスを作成するようにしてください。これらのインタフェースを両方ともインポートするには、例21-2に示すように、Oracle Enterprise Schedulerジョブの必要な動作を開始するためにOracle Enterprise SchedulerのRuntimeService Beanによって起動されるexecute()とcancel()の各メソッドを実装する必要があります。
例21-2 Oracle JDeveloperライブラリの追加
Oracle Enterprise SchedulerのJDeveloperワークスペースで、「新規」をクリックし、Enterprise Scheduler Serviceのテクノロジ・グループを選択して「ジョブ定義」を選択します。図21-6に示すように、Oracle Enterprise Schedulerのジョブ定義の名前を入力して、指定されたJavaJobTypeを選択し、ステップ1で作成したクラスをこのジョブ定義に対してオーバーライドするJavaクラスとして選択します。
図21-6 「ジョブ定義の作成」
ここで、図21-7に示すように、このジョブ定義に対してオーバーライドするJavaクラスとして、ステップ1で開発したクラスを選択し、ユースケースの必要に応じてパラメータおよびアクセス制御を定義します。
図21-7 ジョブ・タイプが定義されたジョブ定義の作成
SOAコンポジット・デザイナには、ビジネス・イベントのペイロード定義(EDL)の設計に役立つUI機能がありますが、スキーマ(.xsd)を最初に設計する必要があります。例21-3に、サンプルのXSDファイルを示します。
ペイロードの要素タイプを完了したら、EDLを手動で作成するか、またはイベント定義ビルダーを使用できます。ビルダーを使用するには、SOAコンポジット・エディタを開き、図21-8に示すように、UIの上部にある稲妻ボタンをクリックして「イベント定義の作成」ウィンドウを開きます。
図21-8 「イベント定義の作成」
次に、名前およびネームスペースを割り当てて「追加」をクリックし、図21-9に示すように、この定義に新規イベントを追加します。
図21-9 「イベントの追加」
「OK」をクリックします。イベント定義サマリーに完成したイベント定義が表示されます。図21-10に示すように、要件の必要に応じて、さらにイベントを追加します。
図21-10 「イベント」リスト
例21-4に、作成されたEDLファイルのサンプルを示します。
例21-3 サンプルXSDファイル
例21-4 EDLファイル
Oracle Enterprise Schedulerの非同期ジョブから呼び出されたビジネス・イベントには、いずれのジョブが完了したか、取り消されたか、またはエラーが発生したかをBPELで示すために、リクエストの実行コンテキストのtoString()値が含まれている必要があります。Javaからのビジネス・イベントのプログラムによる呼出しについては、ビジネス・イベントを呼び出すJavaコードを記述する方法の仕様を含む、ADFからのSOAの起動に関する項で説明しています。呼び出されたこのビジネス・イベントをサブスクライブするSOAコンポジットを宣言して作成するには、イベント・スキーマ(.xsd)および定義(EDL)を設計する必要があります。Javaコードにより、このXML文書を最初から作成する必要があり、QName値(ペイロード構造における要素やネームスペースの属性など)と完全に一致する必要があります。
execute()メソッドは、Oracle Enterprise Schedulerによりジョブの実行が開始されるときに起動されますが、エンド・ユーザーまたは外部エンティティからOracle Enterprise Schedulerに実行中のジョブを取り消すよう指示があった場合は、Oracle Enterprise SchedulerによってジョブのステータスがCANCELLINGに設定され、cancel()メソッドが起動されます。両方のメソッドで、類似するペイロード・タイプやネームスペースを含むイベントが呼び出されるようにすることをお薦めします。これにより、相関セットを使用して進行中のBPELプロセスに取消しイベントを送信できるようにし、そのBPELプロセスで代替機能を実行してOracle Enterprise Scheduler Webサービスを起動し、ジョブ・ステータスをCANCELLEDに設定できるようにします。
このサンプルでは、イベント呼出しコードがOracle Enterprise Schedulerジョブのクラス・コードに配置されていますが、最適なアプローチはOracle ADFライブラリとしてコードを共有することであり、このプロジェクトにそのライブラリをインポートして公開コードの重複を減らすことができます。
(BPEL相関セットで進行中の取消しが許可されるように) requestIDおよび実行コンテキストのtoString()値を渡すイベント呼出しコードをコールするサンプル・コードを次に示します。
例21-5に、サンプルのイベント呼出しコードを示します。
例21-5 イベント呼出しコード
このユースケースはBPEL機能によって異なるため、イベント・サブスクリプション用のメディエータを含むSOAコンポジットを作成する必要があり、これにより、ペイロードを変換してBPELプロセスを起動できます。
SOAワークスペースで、新規SOAコンポジットを作成します。このパターンに対してコンポジットを設定するには、Oracle Enterprise Schedulerで呼び出されたイベントをサブスクライブするメディエータを追加して、BPELプロセスに接続します。Oracle Enterprise Scheduler WebサービスWSDLにサービス参照を追加します。次に例を示します。
1つ以上のネストされたスコープを使用して、BPELプロセスで必要な機能を引き続き作成します。機能は少なくとも1つのプライマリ・スコープ内に存在する必要があり、図21-11に示すように、このスコープでonMessageイベント(進行中の取消しメッセージの受信用)およびフォルト・ハンドラ・ブランチを追加できます。
図21-11 BPELおよびESSWebServiceを使用したコンポジット
Oracle Enterprise Scheduler Webサービスの起動の詳細は、「Oracle Enterprise Scheduler Webサービスの使用」を参照してください。
Oracle Enterprise Schedulerでは、execute()メソッドのJavaコードが完了した後、Oracle Enterprise Schedulerの非同期ジョブのハートビートモニタリングは一切行われません。ジョブの発行後、リモート・ジョブ・コード、BPELまたはエンド・ユーザーがOracle Enterprise Schedulerを直接操作してそのジョブのステータスを設定するまで、RUNNING状態でOracle Enterprise Schedulerインフラストラクチャ内に存在します。このため、BPELプロセスの設計では、Oracle Enterprise Schedulerジョブの存続期間中に最もよく発生する、少なくとも2つのタイプのシナリオを処理するように、また、モニタリングUIにジョブの適切な状態を反映してエンド・ユーザーに示すために、できるかぎり状態情報をOracle Enterprise Schedulerに送信して戻すようにする必要があります。
BPEL処理の取消し
たとえば、モニタリングUIをエンド・ユーザーが操作してジョブの取消しをリクエストする場合、図21-12に示すように、Oracle Enterprise Schedulerでは、ジョブのステータスがCANCELLINGに更新され、リモート機能が整理されるのを待機して、ジョブが取り消されたことを確認します。
図21-12 BPEL処理の取消し
BPEL処理エラー
また、リモート機能で障害が発生した場合、この障害については、リモート機能(この場合にはBPEL)からOracle Enterprise Schedulerに通知する必要があり、このとき、Oracle Enterprise Schedulerに対して、ジョブのステータスがERRORであることを通知し、実行されたすべてのロギングとステータス・メッセージを提供することが必要になります。これを図21-13に示します。
図21-13 BPEL処理エラー
取消しを確認して適切なステータスをOracle Enterprise Schedulerインフラストラクチャに調整して戻すために、受信する取消しメッセージの受入れや障害のトラップをサポートし、いずれの場合でもOracle Enterprise Schedulerサブシステムを更新できるよう、特定のレイアウト内でBPELを設計する必要があります。このためには、BPELプロセスに、この非同期ジョブの機能を含む少なくとも1つのスコープが存在する必要があります。これにより、取消しやエラーの状態の処理は十分に制御され、その後、これらの状態はOracle Enterprise Schedulerランタイムにおけるジョブのステータスを更新するためにOracle Enterprise Scheduler Webサービスに送信される必要があります。
これらの状態をサポートする基本的なプロセス・フローを作成するには、次の手順を順番に完了する必要があります。
onMessageブランチを作成します。onMessageブランチとフォルト処理ブランチにクリーン・アップ・アクティビティを移入し、Oracle Enterprise Scheduler Webサービスを適切なステータスで起動します。BPELプロセスで他のアクティビティを実行中か、または非同期コールバックを待機中に取消しイベントの受信をサポートするには、プロセスが相関セットを使用して構成されている必要があります。相関セットは、BPELエンジンに対してBPELプロセスを一意に識別するために使用される1つ以上の受信ペイロード属性から作成されるキー値であり、これにより、新規プロセスを開始するかわりに、一致する属性のセットを含む追加サービス・リクエストを現在実行中のプロセスにルーティングできます。相関は非同期リクエスト・レスポンスに使用される標準機能ですが、スコープ・レベルのonMessageブランチによって、BPELプロセスでの実行フローを変更するためにも使用できます。
相関セットを設定するには、デザイナでBPELプロセスを開き、Receiveアクティビティをダブルクリックして、「相関」タブをクリックします。
相関セットには、この相関セットのライフ・サイクルの開始点となるアクティビティを示す開始プロパティが含まれていることに注意してください。この場合、BPELプロセスは相関セットのライフ・サイクルが開始する必要がある時点に開始され、これにより、相関イベントはプロセスのどの時点であってもこのプロセスにルーティングされます。
相関セットを作成する手順は、次のとおりです。
onMessageアクティビティの「相関」タブで「新規」ボタンをクリックし、相関セットの名前を指定します。 図21-14に、相関セットが定義され、「開始」フラグが「はい」に設定されたプライマリ(最初の) Receiveアクティビティを示します。
図21-14 Receiveアクティビティの相関
図21-15に、単一のプロパティが定義されたCorrelationSet_1定義を示します(一意キーが作成されていることを確認するには、必要に応じて追加プロパティを定義します)。
図21-15 「相関セットの編集」
相関セットを開始のために定義して設定すると、受信する取消しメッセージを受け入れるために必要なアクティビティを含むonMessageブランチをスコープに作成して、補正やクリーンアップを実行し、ジョブの完了ステータスをCANCELに割り当てることができるようになります。
注意:
この時点で、
onMessageブランチにInvokeアクティビティが含まれていたり、上位順序のスコープでinvokeを実行することが許可されなくなることがあり、この場合、フロー内で必要なinvokeアクティビティの全体数は減少します。
次の手順を実行して、図21-16に示すように、以前に作成した相関セットをonMessageブランチのアクティビティに追加します。
ネストされた作業スコープで様々なアクティビティを実行する過程において、BPELではビジネス・サービスまたはシステム機能からフォルトが発生する場合があります。ほとんどの場合、プロセスのコールにスローして戻すことができる1つ以上のWSDL定義フォルトがビジネス・サービスによって定義されます。通常、BPEL CatchAllフォルト・ブランチでは、発生するすべてのフォルトがそのタイプや原因に関係なくトラップされますが、特定のビジネス・フォルトに対して、異なる動作セットを実行するという要件が製品チームに存在する場合があります。特定のビジネス・フォルトに対して独自の補正動作が実行されるようにする場合、開発者は、WSDL定義済フォルトごとに、指定されたフォルト処理ブランチを作成する必要があります。これらの指定されたフォルト・ハンドラ・ブランチに加えて、スコープから発生するシステム・レベルまたは管理対象外のフォルトをトラップするには、CatchAllフォルト処理ブランチの追加が引き続き必要です。
CatchFaultおよびCatchAllのスコープ・ボタンをクリックして必要なフォルト処理ブランチを作成し、次に、指定されたフォルト処理ブランチをダブルクリックして、これらのブランチが捕捉する指定されたフォルトを定義します。
図21-17に示す使用可能なステータスに注意してください。
図21-17 BPELフローのCatchブランチ
必要に応じて、onMessageとフォルト・ブランチにクリーン・アップ・アクティビティを移入し、Oracle Enterprise Scheduler Webサービスを適切なステータスで起動する必要があります。
フォルトが発生したり、onMessageブランチを経由して取消しメッセージを受信したりした場合は、ジョブのステータスとステータス・メッセージをモニタリングUIに適切に反映するために、Oracle Enterprise Scheduler Webサービスを使用して、Oracle Enterprise Schedulerインフラストラクチャを直接更新する必要があります。この結果、各フォルト処理ブランチまたはonMessageブランチは、適切なステータスとステータス・メッセージ値をOracle Enterprise Scheduler Webサービスのinvoke変数に割り当てる必要があり、必要に応じて、invokeアクティビティを含めるか、または意図的に、ジョブ・ステータスの結果に左右されないよう設計された上位順序のスコープに戻り、invokeアクティビティをOracle Enterprise Scheduler Webサービスで実行してから完了します。
また、必要に応じてアクティビティをonMessageおよびフォルト・ブランチにドラッグし、クリーンアップ、記録または補正を行います。
図21-18に、onMessageおよびフォルト処理ブランチを含むスコープの例を示します。
図21-18 BPELフロー全体のサンプル
正常に機能するかどうかテストするには、次の一連の手順を実行する必要があります。
RUNNINGであることを確認します。 REQUEST_HISTORY表で、ジョブの状態の詳細を確認できます。 例21-6 イベント・ペイロード
例21-7 メディエータのアクティビティ
Oracle ADF UI機能(モニタリングや発行のタスク・フローなど)に関する問題をトラブルシューティングするには、サーバーのコンソール・ログ、アプリケーション・ログおよびサーバー診断ログを使用して、失敗の原因と理由を確認します。
イベント機能に関する問題(リクエストの実行コンテキストが失われない状態でイベントがBPELプロセスに到達しないなど)をトラブルシューティングするには、EDNデータベース・ログ・ページ(http://host:post/soa-infra/events/edn-db-log)を使用してイベント・ペイロードを検査し、スキーマ定義と慎重に比較します(多少不一致があってもトランスフォーメーションは成功する場合がありますが、BPELに対してリクエスト・コンテキスト値が欠落したスケルトン・ペイロードが生成されます)。Oracle JDeveloperおよびサードパーティのツールを使用して、イベント・ペイロードのスキーマを検証したり、そのペイロードに対してトランスフォーメーションをデバッグできます。
メディエータ(BPEL SOA機能)をトラブルシューティングするには、診断にOracle Enterprise Managerおよびサーバー・コンソールまたは診断ログ・ファイルを使用して、ロギングにAppsLoggerセンサー変数を使用します。
実行時のOracle Enterprise Schedulerのトラブルシューティングの詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Enterprise Schedulerの管理』の「Oracle Enterprise Schedulerのトラブルシューティング」を参照してください。
Oracle Enterprise Schedulerの非同期Javaジョブは、リモート・ジョブに依存してOracle Enterprise Schedulerを完了ステータスで更新した後、リクエスト処理を完了できます。
リモート通信の性質上、ネットワーク障害などが原因で、リモートのリクエスト・ステータスがOracle Enterprise Schedulerで受信されない場合があります。このような場合、リクエストは非終了状態でスタックされることがあります。
タイムアウト・リクエストの終了状態への遷移は、次のことを可能にするので、重要です:
Oracle Enterprise Schedulerのシステム・プロパティSystemProperty.ASYNC_REQUEST_TIMEOUTを使用すると、非同期Javaジョブに対するジョブ・リクエストのタイムアウト値を設定できます。デフォルトでは、このプロパティは有効化されておらず、その値はゼロ以下となっています。
プロパティは、ジョブ定義メタデータで設定されたり、ジョブ・リクエストの発行時に設定される場合があります。値は、ジョブ・リクエストによりローカル実行が開始されたときから、非同期ジョブの最終ステータスがリモート・ジョブから受信されるまでの期間(分単位)を表します。
指定された非同期ジョブ・リクエストの場合、システム・プロパティSystemProperty.ASYNC_REQUEST_TIMEOUTを0より大きい値に設定します。
指定されたリクエストについて、RequestDetail.isTimedOutはタイムアウトのステータスを示します。タイムアウトしたリクエストは、例21-8に示す問合せを使用して検出できます。
例21-9に示すように、REQUEST_HISTORY_VIEWを使用して、同様の問合せを実行できます。
例21-8 タイムアウト・ステータスの表示
例21-9 REQUEST_HISTORY_VIEWの使用
タイムアウト値がない場合、リモート・ジョブがステータスをOracle Enterprise Schedulerに配信せずに完了した非同期リクエストは、RuntimeMXBean.completeAsyncRequestを使用して直接完了することがあります。注意が必要であることを示すフラグをリクエストに付けるためのタイムアウト値がないため、タイムアウトのないリクエストを慎重に追跡する必要があります。
タイムアウトがないジョブ・リクエストの管理の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Enterprise Schedulerの管理』の「Oracle Enterprise Schedulerのトラブルシューティング」を参照してください。
Oracle Enterprise Schedulerでは、プロパティSystemProperty.ASYNC_REQUEST_TIMEOUTが設定された非同期ジョブ・リクエストを定期的に確認します。最終ステータスが受信されずに時間が超過すると、タイムアウトしたというフラグがジョブに付けられます。それ以外の場合、ジョブの状態は影響を受けず、RUNNING状態のままとなります。その一方で、Oracle Enterprise Schedulerでは、リモート・ジョブからのステータス更新を引き続き受け入れます。フラグは、リモート・ジョブのステータス調査が必要である可能性があることを示します。
リモート・ジョブは完了したが、そのステータスがOracle Enterprise Schedulerに配信されなかった場合、リクエストを手動で完了できます。
ジョブが実行中かどうかわからない場合など、ジョブのステータスを自動で決定できない場合もあります。ジョブが実行中の場合、ジョブ・リクエストが終了状態に遷移しないようにする必要があります。ジョブが終了状態に遷移すると、非互換性ロックが解放され、互換性のないジョブ・リクエストが同時に実行される可能性があります。
次に例を示します。
ERROR_MANUAL_RECOVERY状態に遷移する必要があることをOracle Enterprise Schedulerに示すために、oracle.as.scheduler.ExecutionManualRecoveryExceptionをスローする必要があります。 java.lang.Errorをスローしますが、これにより、リモート・サービスが起動されたかどうかをOracle Enterprise Schedulerに示すことはありません。 State.ERROR_MANUAL_RECOVERYを使用します。これは、リカバリ操作が手動で起動されるまでジョブ・リクエストの処理を一時停止する非終端状態です。取得された非互換性ロックは、手動リカバリが完了するまで保持されます。 手動リカバリ対象としてマークされた非同期ジョブの処理の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Enterprise Schedulerの管理』の「Oracle Enterprise Schedulerのトラブルシューティング」、手動リカバリを要するスタック非同期ジョブの処理に関する項を参照してください。
一部のジョブ・リクエストが不完全な状態でスタック状態となった場合、最初に、ジョブ・リクエストが通常の方法で完了できるかどうかを判断する必要があります。たとえば、ジョブ・リクエストがRUNNING状態の場合、リモートで実行中の非同期Javaジョブのためである場合があります。リモート・ジョブが応答できない場合、ジョブ・リクエストの取消しを試行する必要があります。これにより、ジョブ・リクエストはCANCELLING状態に遷移します。ジョブ・リクエストがCANCELLED状態に遷移しない場合は、リカバリ対象の候補にすることができます。
リカバリ対象となるリクエストの子リクエストはすべて、すでに完了している必要があり、これは、そのプロセス・フェーズがProcessPhase.Completeであることを意味します。RequestDetail.getProcessPhase()を実行して、プロセス・フェーズを取得できます。
RuntimeService.queryRequestsを使用すると、例21-10に示すフィルタを使用して、不完全な子リクエストを判別する問合せを実行できます。
いずれかの子リクエストで手動リカバリが必要であると判断された場合、最初に、これらのジョブに対してrecoverRequestを起動します。不完全な子リクエストを含む親リクエストに対してrecoverRequestが起動されると、例外がスローされます。この例外メッセージには、不完全な子リクエストがリストされます。例21-11に、recoverRequest構文を示します。
同期Javaジョブの手動による処理の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Enterprise Schedulerの管理』の「Oracle Enterprise Schedulerのトラブルシューティング」、手動リカバリを要する同期Javaジョブの処理に関する項を参照してください。
例21-10 不完全な子リクエストのフィルタリング
例21-11 recoverRequest
この項では、Oracle Enterprise Scheduler非同期コールバック・インタフェースおよびクラスのサンプルコードを示します。
Oracle Enterprise Schedulerの非同期コールバック・インタフェースとクラスのサンプル・コードを例21-12、例21-13、例21-14および例21-15に示します。
UpdateActionクラスはUpdatable.onEventによって返されます。
例21-12 Oracle Enterprise SchedulerのUpdatableインタフェース
例21-13 Oracle Enterprise SchedulerのUpdateActionクラス
例21-14 Oracle Enterprise SchedulerのAsyncStatus列挙
例21-15 既存の非同期コールバックWebサービス操作
この章では、Oracle Enterprise Schedulerを使用して、管理者とユーザーが後で使用できるように保存する必要があるジョブ・リクエスト・ログと出力を生成する方法について説明します。
ジョブ・リクエストによって生成されるログは、管理者が問題を診断したり、ジョブ固有の状態を確認するのに役立ちます。ログには、Fusion Middleware Controlからアクセスできます。さらに、一部のジョブでは、ジョブの完了後にユーザーが確認できるジョブ固有のデータに関するレポートなどの出力が、その作業の一環として生成されます。コードで、リクエスト・ログ情報およびリクエストの出力を作成および格納できます。
この章の内容は次のとおりです。
Oracle Enterprise Schedulerでは、ジョブがリクエストのロギングに使用できるAPIが提供されています。プロセス・ジョブを除くすべてのジョブ・タイプで、ロギングAPIが使用されます。また、Oracle Enterprise Schedulerは、コンテンツ・ストア内のリクエスト・ログを処理するAPIも提供します。
Oracle Enterprise Schedulerでは、リクエストごとに1つのログがサポートされます。このログにはREQUESTID.logという形式の名前が付けられます。ロギングAPIでは、コンテンツ・ストアに直接ログが記録され、ログ・コンテンツはロールバックできません。
Fusion Middleware Controlによるジョブ・リクエストの表示の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Enterprise Schedulerの管理』のジョブ・リクエスト・ログの表示に関する項を参照してください。
APIによりメッセージが記録されるシステム・プロパティSYS_EXT_requestLogLevel制約は、リクエスト・ログに格納されます。
プロパティの値は、デフォルトでINFOに設定されます。有効な値の完全なセットは、SEVERE、WARNING、INFO、CONFIG、FINE、FINER、FINESTです。JavaおよびPL/SQL APIを使用して、リクエストのログ・レベルを検出します。
プロセス・ジョブではロギングAPIが使用されないため、SYS_EXT_requestLogLevelはプロセス・ジョブに適用されないことに注意してください。
ロギング・コードにより、次の見出し情報で始まるログにエントリが書き込まれます。このヘッダーは、ロギングAPIによりログに書込まれる各レコードの先頭に自動的に付けられるため、プロセス・ジョブには適用されません。
Javaリクエスト・ロガーを使用して、Javaまたは非同期Javaジョブの実行および更新ステージ中、およびすべてのジョブ実行タイプの前処理および後処理中にログを記録できます。
ジョブ・ロジックでは、ContentFactory APIを使用して、リクエスト・ログへのメッセージの記録に使用できるRequestLoggerを取得する必要があります。Oracle Enterprise Schedulerでは、ロガーが取得されるたびに、SYS_EXT_requestLogLevelシステム・プロパティの現行値を使用して、ロギング・レベルを制限します。
Javaジョブのロジックで、oracle.as.scheduler.request.ContentFactoryクラスのgetRequestLoggerメソッド(表22-1を参照)を使用して、ログ・エントリを追加するためのRequestLoggerインスタンスを取得できます。リクエスト・ロガーでは、リソース・バンドルはサポートされていないことに注意してください。
ログの処理に使用できるJava APIは次のとおりです。
ContentFactoryクラスは、ログの作成やエントリの追加に使用できるRequestLoggerのインスタンスを取得するために使用します。表22-1を参照してください。 RequestLoggerクラスは、ログを書き込むために使用します。表22-2を参照してください。 oracle.as.scheduler.request.ContentFactoryクラスには、コードが、出力コンテンツ・フレームワークにアクセスしたり、出力自体を作成するために使用できるインスタンスにアクセスできるようにするメソッドが備えられています。
表22-1 リクエスト・ログを作成するためのContentFactoryメソッド
| メソッド | 説明 |
|---|---|
| 指定されたrequestIdに対して |
ロガー・インスタンスを取得すると、エントリを追加するために、表22-2に示されているメソッドを使用できます。
表22-2 リクエスト・ログを作成するためのRequestLoggerメソッド
| メソッド | 説明 |
|---|---|
| これらのメソッドによって、指定されたレベルでメッセージがログに記録されます。 指定されたロギング・レベルが、 logメソッドを使用する場合、
|
例22-1に、ロギングを行う非常に単純なJavaジョブの例を示します。
例22-1 Javaのリクエスト・ロギングの例
PL/SQLからログを作成する場合は、ログ・エントリを書き込むために、コードでESS_JOB PL/SQLパッケージを使用できます。
Oracle Enterprise Schedulerには、PL/SQLコードからログを作成するためのファンクションおよびプロシージャを含むESS_JOBパッケージが備えられています。
表22-3 リクエスト・ロギング用のESS_JOBファンクションおよびプロシージャ
| メソッド | 説明 |
|---|---|
| 現行セッションに関連付けられているOracle Enterprise Schedulerリクエストに対して、 指定されたロギング・レベルが、 ログ・レベルの値は、
|
SQLリクエスト・ジョブ・プロシージャによるリクエスト・ロギングの例を次に示します。
プロセス・ジョブからジョブ・リクエスト・ログに書き込むことができます。この動作は、特定のレベルでエントリを書き込むためのAPIに実行コードからアクセスできる、JavaおよびPL/SQLジョブとは大きく異なります。プロセス・ジョブでは、かわりに、ジョブの標準出力および標準エラーが、リクエストのログ作業ディレクトリ(Oracle Enterprise Schedulerにより設定される場所)にあるファイルにリダイレクトされます。Oracle Enterprise Schedulerは、このファイルをインポートし、コンテンツ・ストア内のリクエスト・ログに付加します。
つまり、プロセス・ジョブからログを記録するために必要なのは、ジョブ・ロジック・コードから標準出力に書き込むことのみです。
ログ・ファイルの読取りに使用されるエンコーディングは、「プロセス・ジョブのロケール」の説明に従って決定されます。
プロセス・ジョブから特定のレベルでログを記録できないことに注意してください(レベルを設定するためのAPIが使用できないため)。このため、ログ・コンテンツはSYS_EXT_requestLogLevelシステム・プロパティによって制限されません。Oracle Enterprise Schedulerでは、常にログ・ファイルのコンテンツをコンテンツ・ストア内のリクエスト・ログに付加します。
EJBジョブはリモートで実行されるJavaジョブであるため、リモートEJBジョブ実装はコンテンツをログおよび出力に書込むことができます。このコンテンツを処理するには、oracle.as.scheduler.request.RemoteContentHelper APIを使用します。次の箇条書きの項目は、必要な手順の概要を示しています。例22-2に、この機能を表すEJBジョブ実装を示します。
RemoteContentHelperを設定します。パラメータRequestExecutionContextおよびRequestParametersは、ジョブ実装のexecute()メソッドから取得できます。 例22-2に、出力およびログの処理方法を表すEJBジョブ実装を示します。
例22-2 SimpleSyncEssBean
進捗状況メッセージは、非同期ジョブにのみ提供されます。Oracle Enterprise Scheduler AsyncWebServiceJobコールバック・エンドポイントは、新しいlogAsyncWSJobProgressMessage一方向操作をサポートします。この操作では、非同期SOAコンポジット(またはその他の非同期Webサービス)により、相関のws-addressing、および同じコールバック・エンドポイントおよび関連付けされたコールバックOWSMポリシーを使用して進捗状況メッセージを記録できます。これにより、非同期SOAコンポジットからのロギング進捗状況メッセージのための簡易的で便利なオプションが提供されます。
Oracle Enterprise Schedulerの非同期Webサービス・ジョブのコールバック・エンドポイントWSDLは、この操作の使用に必要な情報を提供します。WSDLの一部分を例22-3に示します。
例22-3 非同期Webサービス・ジョブ・コールバック・エンドポイントWSDL
oracle.as.scheduler.RuntimeServiceクラスのメソッドを使用して、Oracle Enterprise Schedulerコンテンツ・ストアに格納されているログを処理できます。最初に、RuntimeServiceHandleインスタンスを取得する必要があります。このインスタンスを、これらのRuntimeServiceメソッドそれぞれの引数として渡します。
RuntimeServiceHandleの詳細は、「ランタイム・サービスへのアクセスおよびランタイム・サービス・ハンドルの取得方法」を参照してください。
表22-4 リクエスト・ログを処理するためのRuntimeServiceメソッド
| メソッド | 説明 |
|---|---|
| リクエストに対して |
| 指定されたリクエストに対して、リクエスト・ログを開いてログ・データを取得し、 |
| リクエスト・ログから最大 |
| ログまたは出力テキスト・コンテンツから、最大 |
| 以前開いたログまたは出力コンテンツを閉じ、ハンドルを解放します。 |
ジョブを使用して実行時に出力コンテンツを作成できます。たとえば、ユーザーへのレポートで有用なデータをジョブで収集するとします。実行時に生成した出力は、クライアント・ユーザー・インタフェースまたはFusion Middleware Controlを使用して後から取得できます。
コードによって作成される出力は、Oracle Enterprise Schedulerコンテンツ・ストア内で直接作成でき、またファイル・システム内で作成しコンテンツ・ストアにインポートすることもできます。Oracle Enterprise Schedulerにより自動的にインポートすることも、ジョブでOracle Enterprise Scheduler APIを使用して明示的にインポートすることもできます。
ファイル・システムを使用する場合は、Oracle Enterprise Schedulerのess-config.xmlファイルで構成された場所にある特定のディレクトリに書き込みます。Oracle Enterprise Schedulerにより、すべてのリクエストから書き込まれたファイルを格納するためのリクエスト・ファイル・ディレクトリが作成されます。コードでは、リクエスト用に作成されたこのディレクトリのサブディレクトリに書き込みます。Oracle Enterprise Schedulerによって、すべてのリクエストの出力が自動的にコンテンツ・ストアにインポートされ、リクエスト固有のサブディレクトリは削除されます。
Oracle Enterprise Schedulerは、コンテンツ・ストア内の出力コンテンツを管理するためのAPIを提供します。
リクエスト・ファイル・ディレクトリは、Oracle Enterprise Schedulerのess-config.xmlファイルで指定されます。Oracle Enterprise Schedulerでは、リクエストごとに、このリクエスト・ファイル・ディレクトリのリクエスト固有のサブディレクトリを作成できます。これは、一時ファイル用の作業ディレクトリおよびコンテンツ・ストアにインポートする必要がある出力ファイル用の出力ディレクトリです。
コードでは実行時に、それぞれのリクエスト固有のディレクトリに一時ファイルおよび出力ファイルを書き込むことができます。Oracle Enterprise Schedulerにより、リクエストの出力ディレクトリ内のファイルがコンテンツ・ストアにインポートされます。コンテンツのインポートのタイミングは、リクエスト・ファイル・ディレクトリが共有とローカルのどちらであるかに応じて異なります。「リクエスト・ファイル・ディレクトリの共通動作」、「共有リクエスト・ファイル・ディレクトリの動作」および「ローカル・リクエスト・ファイル・ディレクトリの動作」を参照してください。
リクエストのすべての出力がコンテンツ・ストアに自動的にインポートされた後、Oracle Enterprise Schedulerによって、リクエスト固有の出力ディレクトリとそのコンテンツが削除されます。
リクエスト・ファイル・ディレクトリはローカルにすることもでき、この場合、単一のサーバーでの作業にのみ使用することを意味します。または共有することもでき、この場合、複数のサーバーで実行される作業によって単一のディレクトリが使用されます。実行時の動作は、ディレクトリがローカルまたは共有のいずれに構成されているかによって異なります。
例22-4に示されているように、ディレクトリはess-config.xmlファイルで指定されます。Oracle Enterprise Schedulerは、RequestFileDirectoryに基づいてUSER_FILE_DIR (SYS_userFileDir)を設定し、プロパティを読取り専用にします。ジョブは、USER_FILE_DIRを設定することでこれをオーバーライドできません。
例22-4 ess-config.xmlファイルによるリクエスト・ファイル・ディレクトリの構成
Oracle Enterprise Schedulerにより、出力ディレクトリからすべてのリクエスト出力ファイルがコンテンツ・ストアに自動的にインポートされ、リクエスト作業ディレクトリとそこに含まれるすべてのファイルが削除されます。
既存のコンテンツが以前にインポートされたものである場合には、常に、インポートされたファイルによって同じファイル名の既存のコンテンツが上書きされます。既存のコンテンツがAPIを使用して作成された場合は、新しいファイルと異なるものとみなされ、新しいファイルで上書きされずに無視されます。つまり、APIにより作成されたコンテンツが優先されます。
Oracle Enterprise Schedulerでは、長さゼロの出力ファイルはインポートされません。
リクエストによって作成されたすべてのファイルは、リクエストが完了して終了状態になるまで、その作業ディレクトリおよび出力ディレクトリに保持されます。共有ファイル・ディレクトリにあるリクエストによって作成されたすべてのファイルは、リクエストのすべてのステージで使用できます。
Oracle Enterprise Schedulerによって、ジョブ・リクエストがRUNNING状態に遷移する前に、リクエスト作業ディレクトリが作成されます。ディレクトリの作成中にエラーが発生すると、常に、リクエストのシステム・エラーが発生します。
ジョブの処理では、ログのインポートはリクエストが終了状態に遷移した後に行われます。ログのインポート中にエラーが発生すると、エラーがログに記録され、リクエスト・ログがファイル・システム内に残されます。ログはコンテンツ・ストアに手動でインポートする必要があります。
すべてのジョブ・タイプで、出力ファイルのインポートはリクエストが終了状態に遷移した後に行われます。出力ファイルのインポート中にエラーが発生すると、エラーがログに記録され、ファイル・システム上の該当ディレクトリに出力ファイルが残されます。出力ファイルを削除する必要があります。
ステージのリクエストが実行される前には必ず、Oracle Enterprise Schedulerによって、リクエスト固有のディレクトリが作成されます。リクエスト・ファイル・ディレクトリがローカルである場合は、どのサーバーのローカルにも存在することが保証されている場所である必要があります。この場合、あるステージのリクエストによって作成されたファイルが、次のステージでも使用できるとは保証されません。これは、各ステージは独立した作業単位であり、異なるサーバーで実行される可能性があるためです。
ローカル・リクエスト・ファイル・ディレクトリには、Oracle Enterprise Schedulerによって各ステージに対するアクションが実行されることを除き、共通動作が適用されます。これは、各ステージが異なるサーバーで実行される場合があり、次のステージではファイルが存在しない可能性があることから、Oracle Enterprise Schedulerでは各ステージのファイルを取得してクリーン・アップする必要があるためです。
以前にインポートされたすべての出力ファイルにリクエストからアクセスする必要がある場合は、パラメータSYS_EXT_executeAutoExport = trueを設定できます。これが設定されている場合、実行ステージの始めに、以前にインポートされた出力ファイルがOracle Enterprise Schedulerによって自動的にリクエストの作業出力ディレクトリにエクスポートされます。これにより、実行ステージの終わりにファイルがコンテンツ・ストアに再びインポートされる前に、ファイルを更新できるようになります。(コンテンツがエクスポートされても、コンテンツ・ストアからコンテンツは削除されないことに注意してください。)さらに、Oracle Enterprise Schedulerには、以前にインポートされた出力ファイルをリクエストによって選択的にエクスポートするためのAPIが備えられています。
ローカル・リクエスト・ファイル・ディレクトリを使用する場合、ファイルのインポートは各ステージ(前処理、実行、更新、後処理)の終わりに行われます。ログまたは出力ファイルのインポート中にエラーが発生した場合、インポートに失敗したログおよび出力ファイルはrequest_file_directory/preserveにあるミラー・ディレクトリに移動されます。たとえば、リクエスト18の場合は、request_file_directory/preserve/18になります。
前処理ステージでは、ステージの始めにリクエスト・ディレクトリを作成するときか、またはステージの終わりに出力ファイルをインポートするときにエラーが発生すると、リクエストに対するシステム・エラーが発生します。
後処理ステージでは、ステージの始めにリクエスト・ディレクトリを作成するときか、またはステージの終わりに出力ファイルをインポートするときにエラーが発生すると、リクエストに対する警告が発生します。
Javaジョブ、非同期Javaジョブおよびプロセス・ジョブ・リクエストの実行ステージでは、ステージの始めにリクエスト・ディレクトリを作成するときか、以前にインポートされた出力ファイルを自動的にエクスポートするとき(SYS_EXT_executeAutoExportシステム・プロパティを使用する場合など)、またはステージの終わりに出力ファイルをインポートするときにエラーが発生すると、リクエストに対するシステム・エラーが発生します。
リクエストがプロセス・ジョブの場合、リクエスト・ログをインポートするときに発生したエラーはログに記録され、エラーとして処理されません。ログはファイル・システム内に残され、コンテンツ・ストアに手動でインポートできます。プロセス・ジョブの実行中に内部エラーが発生した場合は、ジョブの実行を続行できるため、ジョブおよび出力ファイルはインポートされません。ログおよび出力ファイルは、ジョブの終了時に自動的またはユーザーにより手動でインポートされます。ジョブがERROR_MANUAL_RECOVERYに遷移した場合は、ユーザーがリクエスト・ログおよび出力ファイルをクリーン・アップする必要があります。
更新ステージでは、リクエスト・ディレクトリを作成するときか、または出力ファイルをインポートするときに発生したエラーは、ログに記録されるのみです。
リクエスト・ファイル・ディレクトリを使用して出力ファイルを自動的にインポートする場合は、SYS_EXT_supportOutputFilesシステム・プロパティを設定する必要があります。
リクエストの出力ディレクトリを使用して出力ファイルを作成するには、ジョブでシステム・プロパティSYS_EXT_supportOutputFilesを使用してパラメータを定義する必要があります。ジョブで作成するファイルの種類に応じて、プロパティは次のいずれかの方法で設定できます。
表22-5 リクエスト出力を作成するためのシステム・プロパティ
| メソッド | 説明 |
|---|---|
| ジョブによりファイル・システムにファイルが作成されるかどうかを示す文字列プロパティ。サポートされる値は、 |
| 以前にインポートされた出力ファイルを実行ステージの始めにエクスポートするかどうかを示すブール型プロパティ。コンテンツが自動的にエクスポートされても、コンテンツ・ストアからコンテンツは削除されません。 |
Javaからリクエスト出力を作成するには、ジョブのコードで、Oracle Enterprise Scheduler APIを使用してコンテンツ・ストアに出力コンテンツを直接作成するか、ジョブによりファイル・システム内のリクエストの出力ディレクトリにファイルを作成できます。ジョブによりリクエストの出力ディレクトリにファイルが作成される場合、これらのファイルをコンテンツ・ストアに明示的にインポートするか、Oracle Enterprise Schedulerによりファイルをコンテンツ・ストアに自動的にインポートできます。
ジョブでは、APIを使用してテキストまたはバイナリ出力コンテンツを作成できます。インポートされる出力ファイルは常にバイナリ・コンテンツとしてインポートされます。つまり、バイトは解釈されません。
リクエスト出力の処理に使用できるJava APIは次のとおりです。
ContentFactoryクラスを使用して、RequestOutputおよびOutputContentHelper出力など、出力コンテンツを作成して管理するために使用できるその他のクラスのインスタンスを取得します。表22-6を参照してください。 RequestOutputクラスを使用して、コンテンツ・ストアに出力コンテンツを直接作成します。表22-7を参照してください。 OutputContentHelperクラスを使用して、リクエスト出力ファイル・ディレクトリにファイルとして作成したコンテンツを明示的に管理し、コンテンツ・ストアと相互作用します。表22-8を参照してください。 oracle.as.scheduler.request.ContentFactoryクラスには、コードが出力コンテンツ・フレームワークにアクセスしたり、出力自体を作成するために使用可能なインスタンスにアクセスできるメソッドが備えられています。
表22-6 Javaリクエスト出力用のContentFactoryメソッド
| メソッド | 説明 |
|---|---|
| 指定されたリクエストに対して出力とともに |
|
|
|
|
oracle.as.scheduler.request.RequestOutputクラスは、コードによって作成される出力を表します。ContentFactory.getRequestOutputからこのクラスのインスタンスを取得してから、そのwriteメソッドを使用して作成中の出力コンテンツに書き込みます。
表22-7 Javaリクエスト出力用のRequestOutputメソッド
| メソッド | 説明 |
|---|---|
| テキスト出力コンテンツに、 |
| テキスト出力コンテンツに |
| テキスト出力コンテンツに |
| テキスト出力コンテンツに |
| テキスト出力コンテンツにcharsを付加します。 |
| バイナリ出力コンテンツにbytesを付加します。 |
| バイナリ出力コンテンツにbytesを付加します。 |
oracle.as.scheduler.request.OutputContentHelperクラスのメソッドは、Javaジョブにおいて多くの出力ファイル処理を行います。コードでは、これらのメソッドを使用してリクエスト・ファイル・ディレクトリおよびコンテンツ・ストアそのものを操作できます。
コンテンツ・ストアにコンテンツをインポートするためのメソッドでは、インポート中にトランザクション・セマンティクスを指定するために使用できるOutputContentHelper.CommitSemantics列挙インスタンスを取得することに注意してください。詳細は、表22-9を参照してください。
表22-8 Javaリクエスト出力用のOutputContentHelperメソッド
| メソッド | 説明 |
|---|---|
| リクエストの作業ディレクトリが存在する場合に Oracle Enterprise Schedulerによって作業ディレクトリが作成されるようにするには、ジョブで |
| リクエストの出力ディレクトリが存在する場合に Oracle Enterprise Schedulerによって出力ディレクトリが作成されるようにするには、ジョブで |
| リクエスト・ファイル・ディレクトリが共有されている場合に |
| 現在のサーバーに解決されるリクエスト作業ディレクトリを含む文字列を返します。ジョブでは作業ディレクトリに一時ファイルを作成でき、作業ディレクトリは、リクエストの実行終了時( |
| 現在のサーバーに解決されるリクエストの出力ディレクトリを含む文字列を返します。ジョブでは、Oracle Enterprise Schedulerコンテンツ・ストアに自動的または手動でインポートできる出力ファイルを出力ディレクトリに作成できます。 |
| 解決された出力ディレクトリから、指定されたファイルをインポートして、 |
| 解決された出力ディレクトリから、すべてのファイルをインポートして、 |
| リクエストの出力ディレクトリ内のファイルに、指定された以前にインポート済の出力コンテンツをエクスポートして、 |
| 以前にインポートされたすべての出力コンテンツをリクエストの出力ディレクトリ内のファイルにエクスポートして、 |
| コンテンツ・ストア内にある既存の出力コンテンツすべての詳細情報とともに |
| コンテンツ・ストア内に出力コンテンツがある場合は、その詳細情報とともに |
| リクエストに対して、コンテンツ・ストア内に指定された出力コンテンツが存在する場合に |
| リクエストに対して、コンテンツ・ストアから、指定された出力コンテンツを削除します。インポートされた出力コンテンツとAPIを使用して作成された出力コンテンツを削除できます。 |
コンテンツ・ストアにコンテンツをインポートしているときにエラーが発生した場合の動作を指定するには、oracle.as.scheduler.request.OutputContentHelper.CommitSemantics列挙を使用します。
表22-9 コミット・セマンティクスを表すCommitSemantics列挙メンバー
| フィールド | 説明 |
|---|---|
| 1つのファイルにエラーがある場合に、すべてのファイルに対する操作を停止します。ハンドルが内部である場合、これはコミットされます。 |
| エラーに関係なく、すべてのファイルに対する操作を行います。ハンドルが内部である場合、これはコミットされます。 |
| いずれかのファイルにエラーがある場合に、すべてのファイルに対する操作を停止します。ユーザー指定のハンドルでは、これは無効です。 |
例22-5は、RequestOutput APIを使用した出力コンテンツの作成方法を示しています。出力コンテンツは、コンテンツ・ストア内に直接作成されます。
例22-6は、リクエストの出力ディレクトリに出力ファイルを作成する方法を示しています。ジョブでSYS_EXT_supportOutputFilesシステム・プロパティをoutputとして定義する必要があることに注意してください。この例は、Javaジョブ、非同期Javaジョブ、プリプロセッサまたはポストプロセッサに適用されます。
次の例では、出力ファイルを手動でエクスポートおよびインポートする方法を示します。これは、更新中にファイルからコンテンツを作成する必要がある場合に役立ちます。インポートされたファイルのみをエクスポートでき、APIを使用して作成されたファイルはエクスポートできないことに注意してください。
例では、以前に作成された可能性のあるファイルを更新してインポートする必要があるというシナリオを示します。
例22-5 RequestOutputを使用した出力コンテンツの作成
例22-6 自動インポート用の出力ファイルの作成
PL/SQLからリクエスト出力を作成する場合は、コンテンツ・ストアに直接出力コンテンツを作成するために、コードでESS_JOB PL/SQLパッケージを使用できます。
ジョブでは、パッケージ内のファンクションおよびプロシージャを使用して、テキストまたはバイナリ出力コンテンツを作成できます。
表22-10 リクエスト出力用のESS_JOBプロシージャおよびファンクション
| メソッド | 説明 |
|---|---|
| 現在のセッションに関連付けられているリクエストに対して、指定された出力コンテンツを開いてハンドルを返します。 適切なコンテンツ・タイプ定数により |
| 現在のセッションに関連付けられているリクエストに対して、出力コンテンツ 指定された名前の出力コンテンツ・エントリが存在しない場合、そのエントリが新規に作成されます。すでに存在する場合は、その名前に対して確立されているコンテンツ・タイプと指定されたコンテンツ・タイプが一致する必要があります。
これにより、出力コンテンツを操作する後続プロシージャに渡される不透明なハンドルが返されます。 このファンクションから正しい結果が返されると、コンテンツ・エントリはロックされます。このプロシージャが失敗した場合は、ロックされる場合とされない場合とがあります。コミットまたはロールバックによりロックが解放されます。テキスト・コンテンツのデータを書き込むには このメソッドによって返されるハンドルに関連付けられているリソースを解放するには、close_contentをコールする必要があります。クローズはトランザクションのコミットまたはロールバックの前に行う必要があります。 注意: コンテンツ出力サポートにはDMLセマンティクスが含まれます。コミットおよびロールバックは、コール元が行います。 |
| 指定されたハンドルに関連付けられている出力コンテンツにデータを
注意: コンテンツ出力サポートにはDMLセマンティクスが含まれます。コミットおよびロールバックは、コール元が行います。 |
| 指定されたハンドルに関連付けられている出力コンテンツにバイナリ・データを
注意: コンテンツ出力サポートにはDMLセマンティクスが含まれます。コミットおよびロールバックは、コール元が行います。 |
| 出力コンテンツ・ハンドルをクローズします。これにより、指定されたハンドルに関連付けられているリソースが解放され、ハンドルが無効になります。このメソッドは、トランザクションのコミットまたはロールバックより前にコールしてください。 p_content_handleは、以前の 注意: コンテンツ出力サポートにはDMLセマンティクスが含まれます。コミットおよびロールバックは、コール元が行います。このメソッドでは、コミットまたはロールバックは自動的には実行されません。 |
| 現在のセッションに関連付けられているリクエストに対して、指定された名前を持つ出力コンテンツ・エントリがすでに存在する場合はtrueを返します。
|
| 現在のセッションに関連付けられているリクエストに対して、指定された出力コンテンツを削除します。
|
例22-7では、テキスト・コンテンツを出力に書き込む方法およびログ・エントリを書き込む方法を示します。
例22-8では、出力にバイナリ・コンテンツを書き込む方法を示します。
例22-7 PL/SQL出力作成の例
例22-8 リクエスト出力の手動エクスポートおよびインポート
すべてのプロセス・ジョブで使用できるESS_OUTPUT_WORK_DIR環境変数により指定された場所にコンテンツを書き込むことによって、プロセス・ジョブ・ロジックから出力を作成します。他のジョブと同様に、SYS_EXT_supportOutputFilesシステム・プロパティがoutputに設定されており、ジョブに対して環境変数が定義されるようになっていることを確認してください。
プロセス・コードによりファイルが書き込まれると、Oracle Enterprise Schedulerにより自動的に、ディレクトリ内の出力ファイルがバイナリ・コンテンツとしてコンテンツ・ストアにインポートされます。
同期および非同期のWebサービスの場合、リクエスト出力コンテンツは、次に説明するようにレスポンス・メッセージ・ペイロードから自動的に作成されます。出力コンテンツは、WebServiceJobOutput-REQUESTID.txt (REQUESTIDはリクエストのリクエストID)という名前のテキスト・データです。
同期Webサービスの場合、レスポンス・メッセージ・ペイロードはリクエスト出力として取得されます。
非同期Webサービスの場合、EssWsJobAsyncCallbackServiceで受信されるコールバック/レスポンス・メッセージ・ペイロードは、ジョブ・ステータスがSUCCESSになると取得されます。
oracle.as.scheduler.RuntimeServiceクラスのメソッドを使用して、Oracle Enterprise Schedulerコンテンツ・ストアに格納されているリクエスト出力を処理できます。最初に、RuntimeServiceHandleインスタンスを取得する必要があります。このインスタンスを、これらのRuntimeServiceメソッドそれぞれの引数として渡します。RuntimeServiceHandleの詳細は、「ランタイム・サービスへのアクセスおよびランタイム・サービス・ハンドルの取得方法」を参照してください。
表22-11 リクエスト出力を処理するためのRuntimeServiceメソッド
| メソッド | 説明 |
|---|---|
| 指定されたリクエストに対する指定された出力コンテンツの |
| リクエストに対するすべての出力コンテンツの |
| 指定されたリクエスト出力を開いて指定されたコンテンツの出力データを取得し、 |
| ログまたは出力テキスト・コンテンツから、最大 |
| バイナリ・コンテンツから最大で |
| 以前開いたログまたは出力コンテンツを閉じ、ハンドルを解放します。 |
この章では、リソースに対するアクセス制御およびジョブ実行に対するアプリケーション・アイデンティティ伝播を提供する、Oracle Enterprise Schedulerのセキュリティ機能について説明します。
この章の内容は次のとおりです。
Oracle Enterprise Scheduler Securityでは、アプリケーション・アイデンティティの使用のためにMetadataServiceおよびサポートにおいて保護された操作が含まれます。
Oracle Enterprise Schedulerセキュリティには、次のことが含まれています。
MetadataServiceに対する保護された操作。MetadataPermissionによって保護され、これにより、メタデータのアクセス制御が行われます。メタデータ・オブジェクトに対するアクセス制御。権限を持つユーザーのみが、ジョブの作成、削除および更新と、メタデータのスケジュールを行うことができます。詳細は、「Oracle Enterprise Schedulerのメタデータ・アクセス制御」を参照してください。 設計時に、メタデータ作成者は、どのジョブ機能がどのメタデータ・オブジェクトにアクセスできるかを決定する必要があります。これは、各メタデータ・オブジェクトを1つ以上のロールに関連付けて、各ロールに1つ以上のアクションを指定することによって表します。図23-1に、メタデータのセキュリティのサマリーを示します。
図23-1 Oracle Enterprise Schedulerのデザインタイム・メタデータのセキュリティ
ジョブの発行中、ジョブ・リクエストを発行する権限を持つユーザーは、発行元ユーザーと呼ばれます。リクエストの実行時、すべてのユーザーのJavaコード(前処理、後処理、Javaジョブ、置換など)は、すべてのロールと資格証明が保持された状態で、発行元ユーザーとして実行されます。
ただし、ジョブ・メタデータにSYS_RUNAS_APPLICAITONIDを指定すると、ジョブは、昇格された権限のアプリケーションIDで実行されます。詳細は、「Oracle Enterprise Schedulerジョブに対する権限の昇格」を参照してください。
ユーザーがRuntimeServiceまたはMetadataServiceを使用してOracle Enterprise Schedulerサービスにアクセスすると、ユーザーのアイデンティティが取得され、Oracle Enterprise Schedulerによって、リソース(メタデータ・オブジェクトなど)にアクセスするために必要な権限がこのユーザーにあるかどうかが確認されます。
たとえば、teller1という名前のユーザーがgetJobDefinitionをコールしてメタデータ・オブジェクトcalculateFeesにアクセスする必要がある場合、Oracle Enterprise Schedulerでは、オブジェクトを返す前に、メタデータ・オブジェクトcalculateFeesに対するREAD権限がteller1にあることを確認します。
設計時に、メタデータ作成者は、どのジョブ機能がどのメタデータ・オブジェクトにアクセスできるかを決定する必要があります。これは、各メタデータ・オブジェクトを1つ以上のロールに関連付けて、各ロールに1つ以上のアクションを指定することによって表します。
メタデータのロール割当てには、次の2つのオプションがあります。
Oracle JDeveloperのADFセキュリティ・ウィザードにより、使用するロールが作成されますが、ロールは、メタデータ・オブジェクトに登録する前に作成する必要があります。
これらの手順では、Oracle Enterprise Schedulerを使用したアプリケーションに対する最小の検証されたセキュリティ設定について説明します。
次の手順に従って、作業用のjps-config.xmlおよび一部移入されたjazn-data.xmlを作成します。これらの手順を使用して、JPSで使用するサーブレットを構成します。
ADFセキュリティ・ウィザードを使用してセキュリティを有効にする手順は、次のとおりです。
セキュリティを有効にしてjazn-data.xmlがアプリケーション・デプロイメントに含まれていることを確認するには、アプリケーションのEARファイルをアセンブル後、次の手順を実行します。
jazn-data.xml、jps-config.xmlおよびweblogic-application.xmlが、META-INFフォルダで選択されていることを確認します。 ロールは、Oracle Enterprise Schedulerセキュリティで使用する前に、定義する必要があります。定義できるロールには、次の2つのタイプがあります。
jazn-data.xmlファイルで定義するか、またはADFセキュリティ・ウィザードを使用して定義できます。 アプリケーション・ロールを作成する手順は、次のとおりです。
jazn-data.xmlを開きます。jazn-data.xmlが表示されているページで、「アプリケーション・ロール」タブを選択します。「アプリケーション・ロール」タブが表示されない場合には、jazn-data.xmlを閉じてから再度開くようにしてください。EssApplicationRoleに名前を設定します。図23-2 アプリケーション・ロールの作成
エンタープライズ・ロールを作成する手順は、次のとおりです。
jazn-data.xmlを開きます。 jazn-data.xmlが表示されているページで、「テスト・ユーザーとロール」タブを選択します。「テスト・ユーザーとロール」タブが表示されない場合には、jazn-data.xmlを閉じてから再度開くようにしてください。 EssEnterpriseRoleに名前を設定します。 図23-3 エンタープライズ・ロールの作成
すべてのメタデータへのアクセスは、権限によって制御されています。適切なアイデンティティによるアクセスを確実にするには、適切な権限を与える必要があります。ほとんどのメタデータの権限付与は、Oracle Enterprise Scheduler Oracle JDeveloperのアドインを使用して行われると想定されています。
最初に、「ファイル」→「新規」→「ビジネス層」→「エンタープライズ・スケジューラ・メタデータ」を使用して、必要な任意のOracle Enterprise Schedulerメタデータをアプリケーションに作成します。
Oracle JDeveloperを使用すると、セキュリティ権限をOracle Enterprise Schedulerのメタデータ・オブジェクトに追加できます。
Oracle Enterprise Schedulerのメタデータ・オブジェクトを保護する手順は、次のとおりです。
メタデータに対する権限付与は、クラスoracle.as.scheduler. security.MetadataPermissionに含まれています。権限の名前またはターゲットはパッケージ、メタデータ・オブジェクト・タイプおよび保護されているメタデータ・オブジェクトの名前に基づいており、この識別子はMetdataObjectId#toPermissionString()から取得できます。
表23-1に、付与に対するアクションを示します。表記法<Type>は、すべてのメタデータ・オブジェクト・タイプに対するプレースホルダです。たとえば、get<Type>()は、メソッドgetJobDefinition()、getJobType()、getJobSet()を参照しています。
表23-1 メタデータのセキュリティに対する付与アクション
| アクション | 適用 | メタデータ関数 |
|---|---|---|
|
| get<Type>()、query<Type>() |
|
| submitRequest() |
|
| add<Type>() |
|
| update<Type>() |
|
| delete<Type>() |
非定型リクエストを発行する場合は、EXECUTEとCREATEの両方のアクションについて、完全なワイルドカード(*)権限を持つことができます。つまり、特定のMetadataObjectIdsなしでsubmitRequest()を使用して非定型リクエストを発行する場合は、EXECUTEおよびCREATEのアクションを使用して、完全なワイルドカード(*)の権限を付与できます。
ユーザー・アプリケーションによってMetdataServiceまたはRuntimeServiceメソッドがコールされるたびに、Oracle Enterprise Schedulerでは、メソッドによってアクセスされるメタデータに対する権限について、現在のサブジェクトを確認します。たとえば、リクエストを発行するには、発行に関連付けられるジョブ定義やジョブ・セットのメタデータ・オブジェクトに対するEXECUTE権限が必要です。updateJobDefinition()をコールするなど、メタデータを変更するメソッドには、UPDATE権限が必要となります。
問合せを除くすべてのMetadataServiceメソッドでは、ユーザーが権限のないメタデータ・オブジェクトにアクセスしようとすると、例外がスローされます。
MetadataService問合せメソッドの場合には動作が異なります。ユーザーが問合せを実行すると、Oracle Enterprise Schedulerにより、READ権限のあるメタデータ・オブジェクトのみが返されます。これにより、メタデータ・オブジェクトに対して権限がないユーザーはすべての問合せについて空のリストを受信しますが、このユーザーには権限がないため、スローされた例外は表示されません。
SystemProperty.USER_NAMEの値は発行時に上書きされるため、ユーザーが発行時にSystemProperty.USER_NAMEを使用して、アイデンティティを偽装することはできません。
Oracle Enterprise Schedulerスタンドアロン・データ・セキュリティ実装は、RuntimeDataPermissionクラスを使用する機能セキュリティ権限のチェックに基づきます。
デフォルトで、Oracle Enterprise Schedulerは次のレベルのデータ・セキュリティ施行をサポートします。
デフォルトのデータ・セキュリティ権限を追加または変更する場合、「データ・セキュリティ権限の変更方法」の説明に従って、jazn-data.xmlファイルを再構成する必要があります。
この項では、「Oracle Enterprise Schedulerのデータ・セキュリティの構成」の説明に従い、即時利用可能なデフォルト設定からジョブ・リクエストのデータ・セキュリティを変更するようにjazn-data.xmlファイルを構成する方法について説明します。
RuntmeDataPermissionを定義するjazn-data.xml権限セクションの例を次に示します。
前述の例で定義されている権限条件では、ジョブ・リクエストが次の条件と一致した場合、ジョブ・リクエストの詳細およびジョブ・リクエスト出力の読取り権限が付与されます。
oracle.apps.ess.custom.soa.*と一致し、 PROPERTY1という名前のユーザー定義プロパティが、VALUE1という値で設定されています。 条件は、<name>要素で指定され、=およびlike/LIKE演算子を使用します。%および*のワイルドカード文字は、like/LIKE演算子とともに使用できます。メタデータ・オブジェクト名を指定するフィールド名では%ワイルドカード文字を使用できませんが、フィールド名が別のデータ(製品など)およびリクエスト・カテゴリを指定している場合使用できます。たとえば、次の例は正しく機能します。
definition LIKE 'oracle.apps.ess.custom.soa.*' requestCategory LIKE 'EssFineGrained%',workAssignment LIKE'FineGrainedWA%',className LIKE '%BasicJavaJob%' 一方、次のエントリは正しく機能しません。
definition LIKE 'oracle.apps.ess.custom.soa.%' 条件は、次の固有のデリミタ構文を使用したキーと値のペアのセットとして指定されます。
次のルールが、フィールド名およびreqPropキーに適用されます。
RuntimeService.QueryFieldのfieldNameで表される値である必要があります。たとえば、QueryField.DEFINITION.fieldName()のように指定します。 ResultIndexのリクエスト履歴ビューに同等のフィールドがないため、ResultIndexをフィールド名として指定できません。リクエスト履歴ビューは、Request_history表から作成されるデータベース・ビューです。スタンドアロン・データ・セキュリティのSQL問合せは、このビューに対して実行されます。 reqPropは、Oracle Enterprise Schedulerジョブ・メタデータで、またはリクエスト発行時に定義されるユーザー・プロパティです。たとえば、PARTITION_NAME='SOA'などです。 表23-2 条件問合せフィールドと、対応するリクエスト履歴ビューの列エントリ
| 問合せフィールド | リクエスト履歴ビューの列 |
|---|---|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
例23-1に、権限を<permission>要素でどのように直接指定するかを示します。
例23-2に、権限セットを使用して権限をどのように指定するかを示します。
注意:
<permission-sets>-<permission-set>-<member-resources>-<member-resource>-<resource-name>要素で定義される内容は、<resources>-<resource>-<name>要素で定義される内容と同じである必要があります。
例23-1 PL/SQLのリクエスト・テキスト出力
例23-2 PLSQLのリクエスト・バイナリ出力の例
Oracle Enterprise Scheduler Webサービスの保護の詳細は、「Oracle Enterprise Scheduler Webサービスの使用」を参照してください。
PL/SQLジョブでは、ess_runtimeパッケージのAPIをコールするときに、データのセキュリティ・チェックを行いません。
ユーザーがOracle Enterprise SchedulerサービスにRuntimeServiceまたはMetadataServiceインタフェースを使用してアクセスする場合、メソッドをコールしているユーザーのアイデンティティが取得されます。特定のリソース(メタデータ・オブジェクトなど)へのアクセスに必要な権限がユーザーにあるかどうかを確認するために、このアイデンティティが使用されます。
たとえば、ユーザーteller1がメソッドgetJobDefinitionをメタデータ・オブジェクトcaclulateFeesに対してコールする場合、Oracle Enterprise Schedulerでは、オブジェクトを返す前に、メタデータ・オブジェクトcaclulateFeesに対する読取り権限がteller1にあることを確認します。
コール元のアイデンティティは、ユーザーによってリクエストされたジョブの実行にも使用されます。たとえば、ユーザーteller1がメソッドsubmitRequest()をJavaジョブに対してコールする場合、リクエストされたジョブはteller1の下で実行され、そのユーザーに対して割り当てられたロールおよび資格証明はすべて保持されます。
Oracle Enterprise Schedulerでは、アプリケーション・アイデンティティの使用がサポートされています。アプリケーション・アイデンティティを使用すると、発行元ユーザーに割り当てられている権限よりも高い権限を必要とするジョブを完了するために、権限を昇格できます。
Oracle Platform Securityポリシー・ストアは、認可ポリシーのリポジトリとして機能します。認可ポリシーは実行時にJava仮想マシンにロードされ、認可に関する決定を行うために使用されます。認可ポリシーは、アプリケーション・ロールの階層、エンタープライズ・ロールのアプリケーション・ロールへのマッピングおよびアプリケーション・ロールへの権限付与で構成されています。アプリケーション・ロールを階層的にすることもできます。
認可ポリシーに加えて、Oracle Platform Securityポリシー・ストアには、これらの認可ポリシーを保持するのに役立つ管理構成(関連するリソース・タイプを含むリソース・カタログ、権限セット、ロール・カテゴリなど)も格納されます。認可ポリシーおよび管理コンポーネントは、アプリケーションにスコープされています。これは、アプリケーション・ストライプと呼ばれます。
アプリケーション・ストライプとは、JAASポリシーのコレクションのことで、それが関連付けられたアプリケーションに適用可能です。購入した時点で、1つのアプリケーション・ストライプが1つのOracle Java EEアプリケーションにマップされています。Oracle Platform Securityでは、複数のJava EEアプリケーションの1つのアプリケーション・ストライプに対するマッピングもサポートされています。アプリケーションID文字列によって、1つまたは複数のアプリケーションの名前が識別されます。
Oracle Enterprise Schedulerを使用すると、applicationStripe名を指定して、JPSポリシー・コンテキストIDにマッピングできます。アプリケーションをホストする複数のOracle Enterprise Schedulerを単一のポリシー・コンテキストに割り当てることができます。
アプリケーションをホストするOracle Enterprise Schedulerを特定のapplicationStripeに対して構成する手順は、次のとおりです。
ejb-jar.xmlファイルを開きます。message-driven要素で、値applicationStripeを含むactivation-config-properties要素を追加します。jpsinterceptor-class要素で、JpsInterceptorを構成します。<message-driven>要素の下にあるapplicationStripe値が、<interceptor>要素の下にあるapplication.name値と必ず一致するようにしてください。
例23-3に、ポリシー・コンテキストESS_FUNCTIONAL_TEST_APP_STRIPEに対するapplicationStripe構成を示します。
web.xmlファイルで、WebモジュールJpsFilterによって同じapplicationStripeが使用されるように構成します。例23-4に、コード・サンプルを示します。例23-3 applicationStripeおよびJpsInterceptorの構成
例23-4 web.xmlでのWebモジュールの構成